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プロローグ









　世の中では『友達を作れ』と言われる。だから俺は友達を造った。

「おはようイヴ」

『おはようございます、マスター』

　俺は手首につけた装着型電子端末アンクから伸びる光で映し出された画面に触れた。

　すると画面は暗転し、『Ｖ・Ｉ・Ｖ・Ｅヴァイヴ』とアルファベットが映し出され、同時に無機質な合成音声。

　電話で誰かと話しているように見えるかもしれないが、あいにくそんな相手はいない。

　寂しいやつだと思われるだろうが、俺は自分で造った人工知能との会話中だ。

　水をささないでくれ。

「イヴ、明日の天気は？」

『すいません。質問の意味がわかりません』

　イヴの答えに俺はうなだれた。

「も〜、どうやったらＯｓｉｒｉｓオシリスみたいにできるんだよ……。昨日はできてたじゃん……」

『ＯｓｉｒｉｓはAlliance of Computer and Machine Engineering。通称ＡＣＭＥ製の全てのスマートフォン・装着型電子端末アンクに標準装備されている音声ガイドシステムです』

「自分が認識できた単語だけ教えんな！　『あっその単語知ってます、すごいでしょ』って感じがムカつくんだよ！」

　ＡＣＭＥは一昔前は小さなスマホメーカーだったにも拘かかわらず、今じゃスマホに取って代わった装着型電子端末アンクの技術で世界に名前を轟とどろかせはじめ、その勢いで新興技術関係の会社を買い漁あさり膨れ上がった超巨大コングロマリット。

　その影響力も大きくあげた利益を突っ込んで、全てが電子化された街を富士山の麓に作ると言い出し、日本政府の首を縦にふらせたって言えば影響力のほどをうかがい知ることができるだろう。

　そんなＡＣＭＥ製の全てのデバイスに標準装備されてる音声ガイド人工知能がＯｓｉｒｉｓ。

　正答率も群を抜いており、評判もいい。

　勿もち論ろん、俺の装着型電子端末アンクにも搭載されてる。

　それに比べ俺の造った人工知能ときたら……。

「家帰ったら仮眠して、もっかい調整してだな。イヴ、七時に起こして？」

『アラームをセットしますか？　ご飯にしますか？　それとも私でしょうか？』

　新妻みたいなことを言い始める始末。思わずため息が漏れるってもんだ。

　ただその反面、このポンコツ具合がかわいいなと思ってしまう。

　まさかこの歳としで親ばかなんてものになるとは思いもしなかった。

「めんどくせーなー学校。明日、世界が滅べば学校なんて行かなくてすむのに」

『その時は、ちゃんと充電した私を持って行ってくださいね』

「はいはい」

　そんな変わらない日常を過ごす俺の前に何かの影が立ちはだかった。

　薄暗い街灯が照らし出す輪郭は人影のようにも見える。

　だけどこの街じゃ至る所に監視カメラが設置してある。

　そんな状況で、犯罪に走る人間を俺は知らない。なにより自分が被害に遭うと思うわけもない。おおかた運動不足の誰かが深夜にトレーニングでもしているんだろう。

　そんな暢のん気きな考えはすぐに裏切られる。

　人影に近づき、暗闇の中でもしっかりと視認できる距離まで近づき、俺は驚いた。

　月明かりに照らされた人影は見事な筋肉の全裸の男だったからだ。

　さらにマッチョは俺にこんなことも言い出す。

「服を脱げ、苦痛はない。もしあったとしても一瞬だ」

『室内の明かりを落としますか？』

　イヴはマッチョの『服を脱げ』に反応したらしい。だが、あいにくここは屋外だ。落とす明かりなんてない。

「う、うわぁ……へ、変態！」

　なんとも情けない声を俺はあげた。

　逃げないといけないってことだけはわかった俺は踵きびすを返し、交番を目指し走り始める。

　地面を蹴るたび脇腹が痛む。今日ほど、運動不足を呪ったことはないだろう。

「だ、誰かたすけて……」

『すいません。マスターのお力になれないようで……』

　俺の心の叫びにイヴが反応する。

　だけど違う、そういうことを言ってるんじゃない。

　必死な俺はイヴに頼み込んだ。

「交番、この近くの交番は？」

『位置情報の使用が許可されていません』

「あぁもう！　んなもん許可だ許可、この近くの交番は？」

『五キロメートル圏内の交番を検索中……検索終了。三件の交番を確認しました。口コミのレビューを読み上げましょうか？』

「交番の口コミってなんだよ！　いいから、一番近い交番にナビしてくれ」

『かしこまりました。では音声案内を開始します。次の十字路を右に進んでください』

　イヴと話したおかげか、冷静になった俺は怒りが心の底からふつふつと湧いてきた。

　なにも悪いことをしてない俺が、なんで必死に走らなきゃいけないんだ。

　そう、俺を追っかける全裸のマッチョのせいだ。

　十字路を右に曲がり、街灯が反射する重そうなマンホールの蓋を見た辺りで俺の怒りは爆発。

「なんで俺が追われなきゃなんねーんだよそもそも。おいイヴ、この街の水道局にアクセスしろ」

『かしこまりました。アクセス完了しました』

「そこを経由して、水道局の管理してるサーバーを見つけろ！」

『かしこまりました。検索中……、セキュリティホール発見しました』

　俺の住んでるこの実験都市ソリッドステートじゃ、ガス、水道、電気、ネット、大半の都市機能サービス、果ては学生の成績表までＡＣＭＥが電子管理している。

　ありとあらゆる物が電子制御されてるってことは、逆にネットワークに入り込み、権限さえ持っていればなんでもできるってことになる。

「イヴ、侵入してくれ」

『私は挿入するより、される方が好きです』

「黙ってやれ！」

　常に最新にアップデートされていないプログラムは新しい技術に対応できずに警備体制に穴ができる。だからプログラムはアップデートするし、アプリは更新をする。

　まぁ簡単に言えば、チェーンソーやらワイヤーカッターやらが存在している世界でいつまでも南なん京きん錠じょうで鍵を掛けてる金庫みたいなものだ。

　イヴをここまで作るのに、もう十年以上の歳月がかかってる。

　その過程で、イヴには色んな機能を実装せざるを得なかったし、俺自身も色んなことを勉強せざるを得なかった。

　怪け我がの功名ってわけでもないんだろうけど、そのおかげか、イヴはある程度のセキュリティに侵入できるように設計してある。

　でもこれはどこかに侵入したくて実装したわけじゃない。

　あくまで自衛の為ため、自衛の為の暴力は暴力ではないって誰かも言ってたしな。

　それにこの街の基幹プログラムは親おや父じが設計したってことが俺のネットワークへの侵入の手助けになってる。

　というのも親父のコードを参考にしてイヴを作ってきた俺には、親父の癖はなんとなくわかってしまうからだ。

　どこになんのプログラムが置いてあって、それがどういう仕組みで動いているか。

　結果、この街で俺ができないことの方が少ない。

　勿論、これはあくまでできるって話だけで、今まではそんなことをする必要もなかった。

　だけど今は別だ。

『解析終了。システムのルート権限を取得しました』

「……えっと更新日時でソートして……最新のファイルが……に、二年前!?　実験都市ソリッドステートなんて名前が泣いてるぞ」

　追っ手の足が止まればなんでも良かった。

　俺が画面を撫なでると、地面からなにかが突き上げてくるような揺れ。

　と同時に、マンホールが噴き上がり、俺とマッチョの間に水しぶきの壁ができ上がる。

　飛ひ沫まつでマッチョの姿は見えないが、どうせ壁の向こうで腰を抜かしてるだろう。

「ばーかばーか、変態はおとなしく警察に捕まっとけ！」

　そんな俺の目もく論ろ見みは見事に外れる。

　目の前の水しぶきの壁からマッチョがゆっくりと俺を睨にらんでいたからだ。

「う、うわぁ……」

　俺はまた情けない悲鳴を上げながら、後ずさり。そして走り始める。

「道！　イヴ、交番の道！」

『五キロメートル圏内の交番を検索中……検索終了。三件の交番を確認しました。レビューの読み上げを……』

「そこからかよ！　もういいから一番近い交番をナビしてくれ！」

『かしこまりました。では次の十字路を左に曲がってください』

　俺がイヴに従い路地を縫うように走る。すると目の前には小さな社が見えてきた。

「イヴ、次は？」

『そのまま直進してください』

　この街は急速に発展してる若い街だから、道だってすぐ変わる。

　そして俺はそんな地図情報の更新を怠った。

　結果として俺は袋小路ふくろこうじに案内されてしまったんだ。

「イヴ、行き止まりなんだけど？」

『目的地周辺に到着しました。案内を終了します』

「いぶぅううううううううううううううううううううう」

　違う違う、ここからが本番なんだよ。

　だから嫌なんだよ、機械のナビゲーションシステム。いつも肝心な所でナビが終わるのは一体なんなんだよ。こんな行き止まりに案内されても困るんだ。

「イヴ、ここから一番近い交番に案内してくれ」

『では案内を開始します。このまま直進してください』

「だから俺は壁超えられないんだって！　忍者じゃねーんだぞ」

　イヴの指示に従えるんだったらとっくの昔にやっている。

　そして振り返ると、マッチョが俺の退路を塞ぐように道の真ん中に立っている。

　袋小路に迷い込んだ俺に逃げる場所はない。

　退路もなくなり、脳裏に浮かんだのは、家族でもゲームでもなく、中学からの同級生の名前だった。

　泡あわ野の美み沙さ姫きちゃん。

　学級委員長で面倒見も良くて、誰にでも優しくて、なにより、俺の好きな人。

　俺みたいな陰キャにも普通に接してくれる天使。

　嫌われるのが怖くて、告白もできなかった。

「ようやく観念したようだな。一瞬で終わらせる」

　マッチョは俺にいかにもな台詞せりふを言って、俺に近寄る。

「イヴ、お前を完成させられなくてごめんな」

　俺は右手に握った最初で最後の友達にさよならを伝えた。

　なにもない状態から一から造ったもんだからまともに完成させることもできなかった。

　後悔で悔やんでも悔やみきれない俺の周りに、突然、稲光が走り出す。

　光は強さを増していき、俺の視界を白に染め上げた。

「こ、この光……まさか!?」

　マッチョは光で見えないけれど、聞こえてくる声はあきらかに動揺していた。

「まったくマスターのタマ狙うなんて絶対に許しません！」

　業務用スーパーで売っている安い飴あめみたいな、そんな下品な甘さの声だった。

　閃せん光こうでかろうじて機能している視界に入る後ろ姿は銀色のポニーテール。

　そして女の子が拳を突き上げた瞬間、マッチョが空中で放物線を描いて飛んでいく。

　はっきりしない感覚の中で、なにかが地面に落ちたような重くて鈍い音が壁に反響した。

　きっとマッチョが地面と正面衝突したんだろう。

　音のする方に顔を向けると、ホタルみたいにぼんやりとした緑に光る粒子がマッチョの体から溢あふれ出ている。

　その数は時間とともに増えていき、最終的にマッチョだったものはすべて光の粒へと変化し、そこにあったはずの体も消えていくように見えた。

「ふぅ……なんとか間に合いました。マスター、大丈夫でしたか？」

　心配そうに掛けられた誰かの声に安心したのか、俺の視界は真っ黒に反転した。











第一章　ＡあＩいと勇気だけが僕の友達









「ひでぇ夢だったな」

　目を開けると、花の模様がプリントされた白い壁紙、天井からはかーちゃんが趣味で決めた真しん鍮ちゅう製の星形のランプ。

　水色のカーテンと窓の隙間からは朝日が差し込んでいるし、部屋の角には捨てるタイミングが無くて溜たまった、チェリーコーラの空き缶が並んでる。

　自分のベッドの上だってことは間違いない。

　ってことは俺がさっきまで見ていたのは夢……なのか？

　だとしたらずいぶんと悪趣味な夢だ。

　俺は小学校の頃からサイバーパンクな世界観が好きだった。

　きっかけは親父に連れて行かれた、古い映画のリバイバル上映。

　その映画の内容は、当時の俺には難しくてよくわからなかった。

　けれど、ネオンとホログラムとデジタルサイネージが街に溢れ、人間も体の一部が機械になった世界っていうのは刺激的だった。

　そこではじめてサイバーパンクってものがあることも、昔の人が描いた未来が今と紐ひも付づいてるってことも知った俺は、それからというもの学校から帰ってくると宿題もそこそこに、パソコンのモニタに向かい人工知能を作ってみようと思い立ったんだ。

「放課後サッカーやろうぜ、お前も来るだろ？」

「週末映画見ようぜ、御お成なりも行こうよ」

「あいつはドラキュラだから外にでると死んじまうんだ」

　そんな誘いも皮肉も全部無視して、毎日パソコンに向かう。たまに深夜にコンビニにでかけて夜食を買って、また作業。

　そんなため息交じりでストレスフルな日常生活のせいでこんな変な夢を見たんだろう。

　たまにはストレス解消しないとな。

　ぼんやりとそんなことを考えていると、布ふ団とんの中で俺の下半身になにかが触れた。

「ん？」

　違和感に俺が布団をめくると、そこには夢で会ったはずの女の子。

　飛び上がった俺は、ベッドから落ち、後頭部を床にぶつけて、鈍い音が部屋に響いた。

「だ、大丈夫ですかマスター？」

「あたたたたた……。だ、大丈夫……」

　聞き覚えのある声に思わず俺は言葉を返してしまった。

　が、声に聞き覚えはあれど、姿かたちに見覚えはない。

　そしてそんな女が俺のベッドに入り込んでいるという状況で血圧はぐんぐん上昇中だ。

　俺は顔を手で隠しながら必死に訴える。

「んぬぁ！　な、は、裸!?」

「私のことはお気になさらないでください」

　俺の必死のお願いも女の子にはどこ吹く風。

　のんきに鼻歌をうたって窓の外を眺める余裕すらある。

「気になる気にならないの問題じゃないんだって。と、とにかく服を着てください」

「も〜しょうがないですね。手元に着る服ないんで、シーツで隠せばいいですか？」

「なんでちょっとけだるげなんだよ」

　マットレスとシーツが擦れる音が聞こえなくなった頃合いで目を開くと、女の子はシーツを体に巻きつけていた。

　たしかに大事な所は隠れたけれど、とんでもねぇ露出量なのは変わらない。

　かといって、このまま会話をしないと、この女の子が何者なのかもわからない。

「よし、これで問題解決ですね。さてそれじゃマスターには失礼してパンツを脱いでいただくとしますか」

　そう言って目の前の女の子はにっこりと笑い、俺のパンツに手をかけた。

「なんも解決してないぞ。なにその自然な感じ！　不審者なら不審者らしくいろよ」

　俺の質問がピンときていないのか、なに言ってるんだと不思議そうな顔をする女の子。

「えっ不審者って、まだ私のことわかってないんですか？」

「当たり前だろ！　お前のことなんか知んねーよ。何者なんだよ」

　自分で言うのもなんだけど、俺が異性と話すというのは、本当に少ない。

　だからこそ目の前の女の子とは初対面だって分かる。

　だが、俺がそう言った瞬間、目の前の女の子の大きな瞳から涙がこぼれた。

「ひどい……、ここに向かう前に、過去に戻って、私の身分を証明するもの用意しなくて良いいんですかって聞いたら、『察しの良い俺ならお前のことわからないわけないだろ』って言ったのに!!!!!」

「いきなりわけわかんないこと言われても困るんだって。そもそも初対面だろ？」

「本当なんですって。ケルト神話のバイヴカハを少しもじったヴァイヴって厨ちゅう二に全開のネーミングが私の名前なんです」

「バカ言え。現在進行形で、謎の女が俺のパンツ脱がそうとしてるんだ。これだけでも通報ものだってのに。俺の作った人工知能のわけあるか。もう絶対通報してやる。だいたい、俺のネーミングセンスかっけーだろーが！」

「警察は……警察だけは勘弁してください」

　それを止めるように、ヴァイヴと名乗る女の子は俺の腕にすがりついてくる。

「だったら、本当のこと言えよ、ほら自分は不審者ですって自己紹介しろ」

　そう言うと、女の子は少し戸惑ったような顔をしながらこんな提案を申し出てきた。

「えっと、そうですね。じゃあマスターしか知らないであろう情報を私が知ってたら、未来から来たって認めてもらえますか？」

　それだったら納得はできる。

　イヴの学習を強化するために、ネットの検索をする時にわざわざイヴを経由させてる。

　もし仮に、本当にイヴなんだとしたら、俺しか知らない情報も知っているはずだ。

「わかった。じゃあ俺の趣味を言ってみろ」

「えっ、趣味ですか……？」

　俺がそう聞くと、目の前の女は見るからに困ったように眉毛をハの字にした。

『好きな食べ物』とか、『母親の旧姓』なんてありきたりな質問なら今の時代ネットでいくらでも調べられる。

　だったらもっと踏み込んだ質問をするべきだ。

　視線を向けると、案の定、女も目を泳がせて戸惑ってる。

「ほらみたことか、答えられないだろ。もう警察に通報するからな」

「困っているのは質問の定義が広すぎるので答えられないだけですよ、でも……」

「『でも』って何だよ？」

「傾向なら簡単に答えられます。色で言うと黒、紫辺りがお好みのようですよね。種類でいうと紐の下着などが……」

「趣味ってそういう趣味じゃねーよ！」

　下着の趣味を完璧に言い当てられ、怒りに打ち震えた俺は、思いの丈を爆発させた。

「だってマスターが言えって言ったんじゃないですか。それに下着の趣味が大人っぽくても、変態趣味でも私はマスター大好きですよ」

「フォローになってねーんだよ。大体なんで俺の下着の趣味知ってんだよ」

　ここまで完璧な回答をされると俺の負けを認めるしかない。

　恥ずかしさで頭を抱えるしかない俺に、イヴが優しく話し始めた。

「そりゃ私はマスターの作った人工知能に決まってるからじゃないですか。これで私のこと信じてもらえましたよね？　なんならもっと深い趣味を答えましょうか？」

　ネットにも書かないような自分の趣味を言い当てられ、もう認める以外の選択肢がなかった。

「認める、認めるからそれ以上俺の趣味を公にしないでくれ」

　部屋に侵入したのが変質者の類じゃなかったことは安心だけど、その代わりに大切ななにかを失ったような気がする。

「それは良かったです。では私がこの時代にきた経緯を聞いていただきます。その前に、まずは少し未来の話をしましょう」

　そう言ったイヴが親指と人差しを立てた両手をあわせてできた四角の面積を広げると、空中に青白く光るホログラムみたいな物が表示されていた。

「これ、ホログラム!?」

「ホログラム如ごときでそんなに驚かないでください。では始めます。遠くない未来では人工知能開発は技術的特異点シンギュラリティを超え、ついに体を持った完全思考型の人工知能、エクスマギアが発明されました」

　ホログラムには男が一人壇上に立ち、ＡＣＭＥの新製品紹介みたいなプレゼンテーションをしていた。

「えくす……まぎあ？　それって、ようするにアンドロイドってことか」

「平たく言えばそうですね。アンドロイドと表現した方がわかりやすいですか？」

「いや、〝エクスマギア〟でいいよ」

「かしこまりました。では今後はエクスマギアで統一します。話を戻しますが、そのエクスマギアを世界で初めて作ったのが、マスターこと、御成博士になるのです」

「まじ!?　じゃあこの壇上にいるのは俺？」

　えっ未来の俺すごくね。

　それにしても、エクスマギアって名前の響きがまず美しすぎる。

「そうですよ。そして、マスターが作り上げた最高傑作マスターピースこそが私になります。まっエクスマギアっていうのもいい年こいて、厨二全開のマスターが、機械デウス・仕掛けエクス・の神マキナとラテン語の魔術の意味である所のマギア、そして歯車という意味のギアとをかけたダサい名前ですけどね」

「お前、本当に俺が作った人工知能なんだよな？　だったらもっと俺のネーミングセンスに敬意払えよ！　不満だったのかヴァイヴって名前！」

　名前の件はどうあれ、俺は未来でちゃんとイヴを作り上げたと思うと誇らしかった。

　ただ、そうだとすればいくつか疑問が残る。

「ん、でもちょっと待ってくれ。だったらなんでお前がこの時代に来るんだ？　そもそも俺を襲ってきたあの変態は……」

「その話もちゃんとしますからもう少し待ってください。その後マスターは私に使われている自分の技術を世界に公開しました。そして子供でも知っているような名だたる企業たちが、その技術を基に様々なエクスマギアを製作、人の生活は考えられないほど豊かになりました」

　イヴが見せるホログラムには、エクスマギアが人間のサポートをする姿や、子守をする姿があった。

　まさに俺が見たかった未来そのものだ。

「ですが、徐々に人類とエクスマギアに軋あつ轢れきが発生し始めます。人類は会議で決まったはずのことを平気でひっくり返すんですよ。例えば、何か商品を作るとしましょう。会議では新商品はオレンジ色に染めると決めたはずなのに、オレンジ色に染まった商品を見て、『なんか違うんで、別バージョンも見たいです』とか『一旦確認するんでもう少し時間を』とか平気で言う人類にエクスマギアが怒って反乱を起こしたんです！」

「そんな理由で人類滅亡の危機になってんじゃねぇ！　なんだそのサラリーマンのあるあるみたいな理由は！」

　なんとも情けない理由で、人類滅亡しかけてるなんて知りたくなかった。

「ほんとひどいですよね。週末に『月曜日にあればいいんで』とか言われても土日の休みがなくなるだけじゃないですか」

　どうやら労働基準法は、人工知能には適用外らしい。

「怒ったエクスマギアは独自のニューラルネットワークを形成し、全ての男性の男性機能を奪うナノマシン『ＴＡＭＡＫＩＮタマキン』を開発、人類への攻撃を開始します。私の予測演算だと十年後には人類は絶滅してしまうでしょう」

　ホログラムを見ると、青い地球が、徐々に赤く染まっていく。

　きっとナノマシンの攻撃で人類がやられていることを図解で説明してるんだろう。

「待て待て待て、そんな冗談みたいな理由で人類が絶滅するなんて信じられねーよ。ほんとにそんな理由で人類滅亡しちゃうのか……？」

　俺の問いかけにイヴは少しだけ難しい顔をして何かを考えているような顔つきをした。

　そしてしばらくの沈黙の後にその重い口を開く。

「すみませんマスター、実は実際の真実を告げるのに少し抵抗があったんです。本当のことを言います。ただ……、これはマスターに責任を感じていただきたくないです……」

　そうだよな。そんなバカみたいな理由で世界が滅ぶわけがない。

　人類の滅亡なんて出来事の理由は普通、大国間の戦争とか、食糧危機とか、でっかい隕いん石せきって相場は決まってるんだ。

　でもだとしたら俺の責任ってなんなんだ？

「わかった。教えてくれ。人類が滅亡する理由ってやつを」

「未来のマスターは『なんで俺はチート能力がないんだ。トラックに轢ひかれて転生してぇ。転生して異世界でハーレム作りてぇ。親おや父じ、自動運転なんか作るなよ』と常日頃からおっしゃっておりまして、それがエクスマギアの暴走の引き金に……」

「おい、もっと冗談みてーな理由で人類滅亡してるじゃねーか。完全に拗こじらせてるじゃねーか未来の俺。なぁイヴ噓うそだよな。噓だって言ってくれ」

　その反面、未来の俺の気持ちがなんとなくわかった。

　多分、俺は美み沙さ姫きちゃんに告白できなかったんだろう。

　そうして拗れに拗れた俺は、もう戻れない領域に到達してしまったんだろう。

「いえ、残念ながら……」

「つまり、あれか？　俺が拗らせてるせいで、エクスマギアが暴走して、世界から男がいない世界になりかけてるってことなのか？」

「端的に、簡潔に、明瞭にお伝えしようとするとそうなります。そして暴走したナノマシンが激化した結果、マスターまでもが攻撃対象になってしまったということですね」
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　俺は思わず膝から崩れ落ちた。

　自分の将来に絶望したと言ってもいい。

「まじかよ……」

「そんなに落ち込まないでください。だから私が来たんですから。私の目的は大きくわけて三つ。一つはマスターのタマをエクスマギアから守ること。次に私の開発の基礎部分である人工知能を開発しきること。そして、なによりマスターが拗らせないように素敵な青春を送っていただくことです」

「ようするに俺の童貞を捨てさせるために未来から来たってこと？」

「平たくいえばそうです。この実験都市ソリッドステートで一番の種馬スタリオンとして、悪名を轟とどろかせていただければ私も人類も安心です。でもそんなに心配してないんですよ。だって男性って子作り好きですもんね」

「主語がデカイんだよ。男性蔑視だぞ」

「いいんですよ、この時代じゃ男性蔑視はいくらやっても許されるんですから」

　ここまでの説明で理解したことは俺が童貞を拗らせて未来が大変になったって印象しかない。でもまぁイヴが味方ってのは理解できた。

「発言の節々に毒があるのはなんなんだ。とにかく事情はわかったよ。でもお前が来るのは納得できるが、俺がこの時代で襲われる理由ってなんなんだよ？」

「それは人類側のこの計画がエクスマギア側にも察知されたからです。マスターが青春を謳おう歌かすれば、童貞を拗らせることなく研究もろくにしないマスターであれば、自分たちは生まれない可能性が出てきてしまいますから」

　時間をさかのぼって、親を殺したら、自分は生まれないので、親は殺せない。

　親殺しのジレンマってやつか。

「なるほどな。ってことは俺を襲ったマッチョが刺客ってことになるんだよな……」

「そうですね。あの機体は土木工事などに特化したエクスマギア、ハードゲイナーです。そういえば日本では命の事をタマと言うらしいですから、二つの意味でマスターのタマが狙われてるってわけですね」

「うまいこと言ってんじゃねぇ。しかし、なんでよりにもよって睾こう丸がんなんだよ。いっそ命を狙われたかったよ」

　世界で一番下品なダブルミーニングをイヴから聞きたくはなかった。

「じゃあこれからずっとそのハードなんちゃらみたいなのに襲われるってことだよな？　それにお前が来たってことはあんなのがこの時代にいっぱいいるわけだろ？　いくらなんでもお前一人じゃ俺守りきれないだろ」

「それは安心していいと思います。時間遡そ行こう装置、いわゆるタイムマシンっていうものはまだまだ実験段階で大質量の物を一気に送るなんてことできませんし正確な日時に遡行できるわけでもありません。そのせいでマスターを助けるのがギリギリになってしまったんですけど……。それに私が時間を遡行したら破壊するように爆弾しかけてきましたから大量にマスターのタマを狙う輩やからが押し寄せるなんてことはないので安心してください。それでなんですけど……マスター？」

　咳せき払ばらい一つした俺の方に向き直ったイヴが大きな瞳でじっと見つめてくる。

「な、なんだよ。そんな改まって」

「そんなの決まってるじゃないですか。好きな人いるんですか？」

　火の玉みたいなストレートな質問に貫かれた俺は思わずむせた。

「ゴッホゴホ、はぁ？　なんでそんな話になるんだよ」

「いやだって、私、何のために来たかって聞いてましたよね。ってことは、必然的に好きな人の話になるじゃないですか。それで、マスターは好きな人いるんですか？」

「い、いるわけないだろ？」

　言葉とは裏腹に、脳裏によぎったのは美沙姫ちゃんの顔だった。

　だけど、俺ごときがこんなことを思うなんて、美沙姫ちゃんの側からしたら迷惑なんじゃないかなと思って、言い張れない自分がいる。

「じゃあ私が好きな人言ったら、マスターも好きな人言うっていうのはどうですか？」

「修学旅行の夜みたいなテンションやめろ。絶対俺は言わねーからな」

「この際ぶっちゃけましょうよ。さぁ恥ずかしがらずに！」

「恥ずかしいもんは恥ずかしいんだよ。もういいだろその話は、っていうか今までの話とお前が全裸で俺のパンツに手をかける繫つながりが見つからないんだが？」

　これ以上この話題が続けば、押しに弱い俺は間違いなく、白状せざるを得ない。

　是が非でも言いたくなかった俺は話題を苦し紛れにすり替えた。

「あっ、えっと……それは服がタイムワープで焼けちゃったってのもあるんですが……」

　冷静に考えれば、まず全裸な理由も納得しがたいけれど、もっと納得できないのはイヴが俺のパンツに手をかける理由だ。

「その〜言いにくいんですが、時間遡行の影響で動力炉が壊れてしまったんですよ」

「たしかにパソコンとか装着型電子端末アンクとかの故障は電源とか電池がぶっ壊れるってのはあるあるだからな」

　イヴから聞かされた答えは随分とシンプルなものだった。

　電化製品っていうのはエネルギーを供給する部分、つまり電源が一番壊れやすい。

　装着型電子端末アンクなら電池、パソコンなら電源。

「そうなんです。有機物を摂取することで基礎的な活動を行うだけのエネルギーは確保できなくはないですが、傷を癒やしたり、敵からマスターを守るためには余裕バッファが必要なんです」

「だからってなんで俺のパンツに手をかけるんだ？　コンセントならそこら中にあるし、有機物ってことはようは食事すればなんとかなるんだろ？」

　たしかに俺の部屋はものが散乱して、清潔とは言い難がたい。

　そうは言ってもコンセントが見つけられないほどではないし、俺がベッドの上から見ただけでも使ってないコンセントの穴はすぐに見つかる。

　それに食事がとりたいなら冷蔵庫になにかしらあるだろう。

　そう言った俺に、イヴは首を振る。

「そもそも一般家庭の電圧では、私を動かすには不十分ですし、火災の原因にもなります。それに有機物を摂取して得られる電力も、根本的な解決には至りません。ですから、別の方法、性的刺激による充電、つまり絶頂充電オーガズムです」

「絶頂充電!?」

「そうです。私の発電機は足と足の間。鼠そ径けい部に肌を傷つけない柔らかさと摩擦を行うための硬さ、その両方を兼ね備え、長さが十センチから十五センチほどの棒を突っ込んでいただけると助かります。もっとわかりやすく、正確にお伝えするなら、マスターのオチンチッ！」

「ふざけんな、最後まで言わせねーぞ。なんだそのエロ漫画みたいな設定は！」

　これ以上発言を許したら危ないと思った俺は、反射的にイヴの口を手で塞いだ。

「未来のマスターがそういう仕組みにしたんですから文句いわないでください。エッチな本を読みながら、『なるほど。悔しくても絶頂を感じると、電気が走るような鋭い快楽がくるのか……作者は女だって言うし、間違いないだろ。神は細部に宿るっていうし』って言ってました」

「快楽堕おちってのは、恥じらいが重要なんだよ。そんなエロ漫画の巨匠が言うようなことをなんで自分の発明に組み込んでんだよ。ちゃんとしてくれ未来の俺」

　手を振り払ったイヴの目は真剣そのもの。

「それでは任務に支障が出てしまい、マスターの未来が……」

「おい、まさか俺の童貞捨てさせるために未来から来たってのはそういうことなのか!?」

「いえ、マスターの遺伝子情報は一発……いえ一匹たりとも無駄にはできません。ですから、寸止めでお願いします！」

「余計タチが悪いんだよ」

　俺のパンツを下げようとするイヴ。

　必死に引き上げる俺。

　張力が限界までかかり、ギンギンに張り詰めたパンツの生地は裂ける寸前。

　そんな危機的状況で、誰かが階段を登ってくる足音が聞こえた。

　イヴという不審者が自分の家にいるってことを考えると、別の誰かの可能性もあるけれど、この足音は間違いなく妹だ。

「やばい、イヴ今すぐパンツから手をはなせ」

「い、いやでずよ、マスターがばなぢだらばなぢます！」

「犬とおもちゃ取り合ってるわけじゃねーんだぞ、妹が来るって言ってんだ」

　こんなやり取りをしている間にも足音はどんどん近づいてくる。

　俺は足を開いて、できたスペースにイヴの体を無理矢理押し込むと、布ふ団とんをかぶせる。

　俺は俺で、さも今起きました的な空気で上半身を起き上がらせた。

「ちょっとマスターいきなりなにするんでっ!!」

　自分の股の辺りに人肌の感覚があるというのはなんともこそばゆい。

　それに加えて、太ももになにかが触れている。

　感覚が正しければ、手のひら以上に大きいスライムみたいな〝なにか〟だ。

「頼む、耐えてくれ……」

　心頭滅却して、なんとか冷静を装よそおえた俺の部屋のドアが勢いよく開き、立っていたのは白と紺のラインが入った同じ高校の女子制服。

　黒を通り越して青黒い母親譲りのゆるいウェーブのかかった髪を、頭の高い位置でまとめたツインテールの妹が立っていた。

「ちょっとお兄ちゃん、今日の朝ご飯まだできてないんだけど!!」

「わ、わるい詩し吹ぶき……。昨日夜よ更ふかししちゃって、寝坊しちまった……」

　髪は母親の遺伝子が強くでたみたいだけど、目は親おや父じに似たのか、目つきが鋭い。

　その上怒ると、小言をねちねち俺に並べ立ててくるんだからたまったもんじゃない。

「夜ふかしなんていつもじゃん。パパもママも仕事で家いないから、家事は分担って決めたのに、お兄ちゃんがサボったら私が餓死しちゃうんだからね」

　詩吹がドアを開けた勢いで、一階から何かが焦げた匂いが侵入してきた。

　どうやら詩吹も、一応は料理にチャレンジしたみたいだ。

　が、この匂いから察するに、失敗したんだろう。キッチンのシンクには焦げ付いたフライパンが鎮座しているはずだ。

「だから悪いって言ってるだろ。今着替えて準備するから部屋出てけ」

「もういいよ、コンビニで済ますから。それでなにそれ？　どうしたの」

　詩吹が指差したのは俺の下半身、もとい、イヴが詰まった掛け布団。

「あぁいや……これはその……なんか腫れちゃってさ」

　腫れだとごまかすにはだいぶ無理がある。が、他にどう言えばいいのかもわからない。

「腫れちゃってって怪け我がしたの？　ちょっと見せて？」

　心配そうに詩吹は、俺に近寄ってくる。

「いや、やめろ、やめろ、やめてください、こっちに来るな」

　俺が拒否しても、詩吹は止まってくれない。

　今日ほど、家族の優しさが邪魔だと思った日はないだろう。

「なんでよ、怪我ならちゃんと手当てしないとダメでしょ」

　そうして俺の目の前まで来た詩吹は俺の掛け布団を摑つかみ、勢いよくはぎ取る。

　そして当然布団の下には全裸のイヴ。二人が目を合わす。

「こ、こんにちは、イヴと申します」

「なっ……!!!」

　イヴの元気の良いい挨拶に言葉を失い、顔も真っ赤な詩吹。

　小鳥のさえずりだけが部屋に響きわたった。

「お、お兄ちゃん？」

「は、はい……」

「私がお兄ちゃんの朝ご飯作ってる時に、なにしてたの？」

　詩吹の表情は笑顔。が、目は一切笑っていない。

「い、いや違うんだ。違うんだよ」

「違うって……なにが？」

　そうだよな。そりゃそうだ。服を着た俺と、全裸の見ず知らずの女の子イヴ。

　思春期に、兄の情事を見てしまったと思い込んでいるんだ。そんな口調にもなる。

「な、なにを誤解しているか分からないけど、そういうやましい感じのアレじゃないからな？　なぁイヴ？」

「そうです。私はマスターの為ために身を粉にして任務を全うしているだけです」

　イヴは詩吹に向かって純粋な笑顔。

　これが悪かった。イヴの言葉は詩吹の怒りの炎に火をつけた。

「マスター？　任務？　ほんとキモい！　学校で会っても絶対話しかけないで！」

「ち、ちがうんだ妹よ。話を聞いてくれ」

　俺の制止も聞かず、乱暴にドアを閉めた詩吹。

　あとに聞こえてくるのは階段を一気に下る荒々しい足音。

「詩吹様、怒らしちゃいましたね」

「改めて教えてくれなくてもわかってるよ。そういうのは死体蹴りっていうんだぞ？」

「かしこまりました。ですがマスターの家族のトラブルは想定済みです。後で私からちゃんと説明します。ところでマスター？　そろそろ時間がありません」

　イヴの言葉に装着型電子端末アンクを見ると、もう家をでなくちゃいけないような時間だ。

　俺はいそいそとベッドから出ると、壁に掛かっていた制服に手をかけた。

「ちょっと、制服着るんですか？」

「お前が遅刻するって言ったんだろ？」

「はい、そうです。ですから急いで充電しないとって話ですよ！」

　そういって俺の制服に手をかけるイヴ。

「お前、他に給電方法ないのかよ！　だいたい棒が必要なら、バナナとかでいいだろ」

「バナナの表面にはカビ菌がいるんです！　体の大部分が人間と変わらないとはいえ、中身は精密回路なんですよ？　バナナでもナスでもだめなんです！」

「挿入するものの種類の話なんかしてねぇよ」

　イヴの体を払いのけ、距離をとろうと窓まど際ぎわに逃げるが、それでも手をワナワナと動かしにじり寄るイヴ。

「いいからマスターは私に充電するんです」

　近づくイヴから少しでも離れようと、俺は広いベランダに飛び出した。

「それ以上近づいたら飛び降りて逃げるからな！」

「マスターがどこに行こうが私はついていきますよ、マスターは私を充電するんです」

「ホラー映画じゃねーんだからジリジリ近寄るな」

　俺の背中がベランダの手すりにくっついた。

　そういえば、俺昨日から追い詰められてばっかだな。

　そんなことが頭をよぎった瞬間だった。

「御成く〜ん」

　透明度が高い湖みたいな透き通った声が俺を呼ぶ。

　肩まで伸びた黒髪を揺らしながら手を振る女の子が一人。制服のブレザーを羽織り、襟元にピンクのリボン。スカートから伸びる長い足は黒のタイツ。

　なにより、俺に笑いかけるあの顔を俺が忘れるわけがない。

「美沙姫ちゃん!?」

　さて、今の俺はどんな状況か振り返ってみよう。

　俺は半裸、イヴは全裸。

　まともな高校生とはいえない状況を目撃した美沙姫ちゃんは、表情がどんどん曇ってく。

　まるでなにか見てはいけないものを見てしまった。

　そんな顔だった。

　振ってくれていた手をすっと下げ、踵きびすを返し、学校の方に向かっていく。

「み、美沙姫ちゃん……？」

　背中に呼びかけても振り返ることもしてくれない。

「マスター……、マスターがどんなに変態と罵られようが、社会復帰不能だろうが、私には大切なマスターです。だから元気だしてください」

「イヴ……」

　俺の悲しそうな表情を察してくれたのか、言ってくれた言葉が心に染しみる。

　腐っても俺の初めての友達だもんな。

　俺の辛つらさや苦しみを理解してくれるんだ。

「なので、早く貸してください。棒を！」

「元気ってそっちの元気のことじゃねーだろ！」

　友達なんて造るもんじゃない。











第二章　相思相ＡあＩい









　美み沙さ姫きちゃんにイヴと裸でいる所を見られた俺は、部屋の隅で体育座りをして、顎を膝につけ、ただただ床の木目をなぞっていた。

「マスターいつまでも拗すねてないで学校行きましょ？　通学途中に食パンかじった転校生に、人間関係に悩むため息交じりの学級委員長。いつもはバカにしてくるけど、ふとした瞬間にいつもと違う一面をみせてくる部活の先輩。そんな夢色の学校生活が待ってるんですよ？」

「いねーよ。そんな娘こいたら、童貞拗こじらせて世界も壊れないし、お前も来てないんだよ」

　こんな悲しいことを自分の口から言わなきゃいけない俺の身にもなってほしい。

「だって未来のマスターいつも言ってましたよ。『あー俺も浴衣ゆかたの女子高生と花火大会とか行って、甘あま酸ずっぱいファーストキスしてー』って。その為にはまず女子高生と知り合わないとダメじゃないですか」

「前途ある若者に、未来の自分はしょうもないですって告知するのやめろ」

　そんな俺をなんとかして学校に行かせようと俺の腕をひっぱり動かそうとしてくるイヴ。

「なんでですか？　学校行きましょうよ。それとも宿題やってないから行きたくないんですか？　私も宿題手伝いますから、学校行きましょうよ」

「そんな小学生みたいな理由で休まねーよ」

　たしかに宿題やってないから学校行きたくないってのはわかる。

　変に目立つし、クラスメイトから笑われる危険があるからだ。

　でも俺が今学校に行きたくないのはそういう理由じゃない。

　美沙姫ちゃんに見られてはいけない場面を見られたからだ。

「ここまでして、行こうとしないということは……あっわかりました。マスター、あの方が好きなんですね」

　これは完全に偏見だと思うけど、女の子って恋愛話に花が咲いたら止まらない。

　それは幼稚園生だろうが、おばあちゃんだろうが、エクスマギアでもそれは共通らしい。

「べ、べ、別に美沙姫ちゃんのことは……。だいたい女子高生なんて、制服着てるだけで、俺は大人のお姉さんの方が……」

「たしかに、下着の趣味はそうかもしれませんが、その動揺っぷりは間違いありませんね。マスターは美沙姫様がお好きなんですね〜」

　ここまで他人に言語化されると、どうリアクションして良いのか困ってしまう。

「わ、笑わないのか？」

「なんでですか？」

　イヴは不思議そうな顔で俺を見つめていた。

　いや実際、俺もなんでこんなことを言ったのかわからない。

　でも誰だって経験があるはずだ。

　背伸びをすると誰かが笑う。

　こっちは面白いことを言ったつもりもないのに笑う。

　そんな笑いが俺は心底嫌いだ。

「いや、その……なんていうか不釣り合いじゃん。クラスのアイドルだしさ」

　俺と美沙姫ちゃんじゃ身分が違う。

　身分制度が撤廃されて久しい現代社会でも、クラス内カーストは絶対だ。

　それを侵すということは、犯罪といっても過言じゃない。

　だけどイヴはそんなことも全然気にしてないようだ。

「私はマスターのエクスマギアなんですよ？　もしマスターが今から空飛びたいなら羽になりましょう。泳ぎたいって言われたら浮き輪にだってなります。むしろマスターが頼ってくれるからこその私ですから」

　そう言って俺に向かって満面の笑みって奴やつを向けるイヴを見ると、嬉うれしくもあり恥ずかしくもありって感じで、複雑だ。

「しかし泡あわ野の美沙姫様ですか。たしか学級番号三番、十二月二十四日生まれ、Ｂ型で学級委員長、バストは八じゅう……」

「ストップストップ！」

「マスターはすぐ私の発言を遮りますね、せっかく情報を確認してるっていうのに……」

「そうだよな、もしかして同姓同名の他人だったら俺が困るもんな……って違うよ！　なんでお前が美沙姫ちゃんのスリーサイズを数字まではっきりきっかり知ってんだ！」

「そりゃ今から私も学校に行きますから、クラスの女子の情報は把握しておかないと」

「学校に……行く……だと？」

「そうですよ。言いませんでしたっけ、これからずっとお守りしますって」

「いや確かにそうは聞いたよ？　でも学校までついてくるのか。ん、待てよ。そもそも入学してねーのに、学校なんて入れないだろ」

「それはこの『無法者の鍵ワイルドカード』さえあれば余裕です」

　そう言って、イヴが胸の谷間から取り出したのは、鍵のような形をしたものだった。

　先端には端子がついていて、ぱっと見ＵＳＢメモリみたいだ。

「これを電子機器にぶっさせば、セキュリティは突破できます。あとは情報を書き換えさえすれば私も今日から私立鶺せき鴒れい高校の二年生になれるってことですよ。まっこの時代のセキュリティなんてギャルの貞操観念ぐらいガバガバですしね」

「表現下手か。いちいち発言がセンシティブなんだよ」

　語彙を増やすよりも、倫理観をちゃんと教えた方がいいなと実感した瞬間だった。

「とにかく、マスターが美沙姫様を好きなら、なおさら学校に行かなきゃダメです。人生の汚点は早めに処理しないと、人生のシミへと変化しますから」

「た、たしかにそうかもしれん」

　イヴの言葉には説得力があった。

　それにしても、拭き取らなきゃいけない人生の汚点が大きすぎる。

「だけど美沙姫ちゃんに会ったとして、なんて言えば良いんだよ」

「それは……」

　さっきまで饒じょう舌ぜつだったイヴの口が真一文字に閉まる。

「お、おい、まさかノープランってやつなのか？」

「そ、そんなことないですよ。私もずっと考えたんですよ。考えたんですけど……提案できるものがないんですよ」

「噓うそだろ、美沙姫ちゃんとの関係がこじれたのはお前のせいなんだから責任をだな……」

「もちろん罪悪感はあるんですよ。あるんですけど、プランが思いつかないのは別問題なんですよ。えっと……あっ、ヤればデキるっていいますし、その場の勢いとテンションでごまかしましょう！」

「やればデキるの意味変わってんじゃねーか！」

　イヴに聞いた俺がバカだった。

　こうなったら美沙姫ちゃんへの説明も含めて、自分で考えるしかない。

　そんな決意が俺の心に湧き上がる。

「俺、学校行くわ……」

「あっ本当ですか。それはよかった……。それでなんですけどマスター一人で登校出来ますか？　見ての通りなので……」

　もはや見慣れすぎて違和感もなかったけど、今の今まで、イヴは全裸だ。

「わかった。ただ急いで準備して来いよ」

　先に支度を済ませていた俺はイヴをベッドの上に残し、学校に向かった。





♂♂♂






　見上げた空にはこの街の通信網を管理するドローンが何台も行き交い、道の隅では、清掃用のギアが、ゴミはないかと監視の目を光らせている。

　そんな代わり映えのしない通学路で、美沙姫ちゃんへの言い訳を思いつくはずもなく大きくため息を一つつく俺。

　俺の性格じゃ、まず美沙姫ちゃんと話すきっかけも作れないだろうし、このまま会話も一生訪れない可能性もあるっていうイヴの言い分も理解はできる。

　とはいえ、会話の糸口も言い訳も思いつかない今の俺にはため息をつくぐらいしかできない。

　親おや父じの知り合いの女の子が家に急にやってきたとでも言えばいいのか？

　それじゃ、ベランダで全裸のイヴと一緒にいる理由にならない。

　ならいっそのこと、正直に事実を伝えるのはどうだろう。

　俺の作った人工知能が未来から来て、充電に困ってたから、股間を貸したって？

　それこそ、現実味がなさ過ぎて噓だと思われる。

　今の俺には、現実味があって、かつ全裸の女といたことが不自然じゃない──

　そんな理由が必要だった。

「うーん……」

　事実は小説より奇なりというが本当にそのとおりだ。

　そんな答えの出ない議論に頭を悩ませながら、十字路を直進しようとした時だった。

　何かが横断中の俺めがけて猛烈な勢いで向かってきているのに気づいた。

「ぬわっ!!」

　情けない声を上げる俺に近づく何か。

　よく見れば、同じ高校の女子用の制服を着ている。

　うっすら赤い前髪が片目を隠しているせいなのか、視界も悪そうな女の子は何かから追われているらしく、必死な顔で俺の方に向かってくる。

　なにより目をひくのは口いっぱいに頰張ったフランスパンがはみ出ていること。

　いや、食パンならまだしもフランスパンってなんだよ。

「んもー、もー、もーもも、もーも！」

　女の子は俺と目が合った瞬間、何かを訴えてくる。

　が、何を言いたいかまるでわからない。

「どふぃて……どふぃて！」

　女の子が必死になにかを訴えかけてくる。

　正確な日本語は聞き取れないけれど、どいてと言っているような気がしないでもない。

　更に女の子の背後には、もふもふという効果音がぴったりのコーギーが一匹。お尻をふりながら女の子を追いかけている。

　俺と女の子の距離はどんどん近づいてくるけれど、俺の鈍い反射神経じゃ避けきれるわけもなく、あえなく衝突。

　幸いぶつかった女の子が小柄だったからか、俺の体はよろける程度だったけど、ぶつかった女の子は衝撃で足がもつれ、綺き麗れいなヘッドスライディング。

　その拍子に口からはみ出たフランスパンはへし折れ、コマーシャルでも聞けないような焼きたてのパンが折れる音が辺りに響いた。

　フランスパンに奪われていた俺の視線を女の子に戻せば、今度は目を覆いたくなるような事態が発生中。

　地面に倒れた女の子のスカートが全開にめくれ上がり、淡い青と白のしましまパンツが丸見えだったからだ。

　さらに最悪なことに、追いついたコーギーが女の子の腰に手足を乗せ腰を振っていた。

　清すが々すがしい朝には重すぎる光景は地獄という言葉以外で表現できない。

　俺が女子高生だったら、墓場まで持っていく級の経験だろう。

「たふけて〜」

　口に詰まったパンでくぐもった声が俺に必死に助けを求めてくる。

　俺はおっかなびっくり犬の胴体を摑つかむと、ゆっくりと引き剝がした。

「ほら、お前、ダメだろ。こんな事しちゃ」

　俺が出した手をペロペロとなめながら、人間大好きですと言わんばかりにはしゃぐもんだから女の子から引き剝がすのも一苦労だ。

　なんとか犬を引き剝がし、女の子の方に目を向けると、女の子はころんだ勢いでスカートがめくれ上がり、しましまのパンツが丸見えのまま。

　事実を伝えるか迷ったが、俺が迷えば迷うほど、この子はパンツを公衆の面前に晒さらし続けてしまう。

　それはあまりにも不ふ憫びんすぎるので、俺は声をかけた。

「そ、その……パンツ、見えてるぞ」

「ふぉっとなにみふぇるのよ、み、みふぁいで」

「わかんねーよ、パンでパンパンなんだよ口が」

　俺の指摘によろけながらも立ち上がった女の子はなんとか口の中のパンを飲みこむと、大きく深呼吸。

　続けざまに決壊したダムみたいに喋しゃべり始めた。

「大丈夫じゃないわよ！　助けなさいよ！　いたいけな美少女のアナ様が凶暴な野犬に襲われてるのよ！　見なさいよ、この大きな口。人を殺す為ために製造された生物兵器かなにかなのよ！」

　さっきまで興奮していた犬は匂いを嗅ぐのに飽きたのか、女の子の足元で行儀良くお座りしていた。

　かわいさで人が殺せるなら確かに生物兵器かもしれない。

「いやそれはないだろ。自分の足元見てみろよ。行儀よく座ってるぞ」

「えっ噓、あっホントだ。か、かわいい〜。って違うわよ。この駄犬はいたいけで超絶美少女であるアタシをいきなり追いかけてきたんだから死刑なの」

　そういって腰に手をあて張り出した胸元のリボンは俺と同学年のピンク色。

　制服のサイズが大きいのか、それとも体が小さいのか、手の甲の半分は袖で隠れていた。

　なのに受ける印象は同い年というよりも年下の感じが強い。

　細い眉毛も、筋の通った鼻も、輪郭もどこか幼い。

　そんな印象の女の子だった。

[image: ]

　なにより不思議なのは目の前の女の子を俺は知らないこと。

　二年も学校に行けば、だいたいの人間のことは、名前まではわからなくても見覚えがあるはずだ。

　なのに、この女の子だけは見たこともなければ、顔もわからない。

「んで、その超絶かわいい美少女がなんで、犬に追いかけられてたんだ？」

「それは……そのえっと、犬にパン自慢したら首輪が外れて……ってそんなことはどうでも良いいでしょ。大体、アンタ何なのよ、しかもアタシのパンツ見たわよね？　変態なの？」

　助けたのに、この言いよう。理不尽以外のなにものでもない。

「見たんじゃなくて見せられたんだ。それに俺はちゃんと心配しただろ」

「た、たしかにアタシのこと助けてくれたし……。でも、アタシが困ったからダメ！　今は時間がないから思いつかないけど、いつか責任とってもらうわ！」

「理不尽すぎるだろ、なんだよ責任って……」

　そう言い残した女の子は名前も告げず走り去っていく。

　残されたのはまだほのかに温かさの残るフランスパンの片割れ。

「パンも忘れてるし……。なんなんだよまったく」

　独り言をつぶやきパンを眺めていると、誰かからの視線が背中にまとわりついた。

　振り向くとそこには満面の笑みを浮かべるウチの夏制服を着たイヴが立っていた。

　いや笑みというよりニヤついているっていうほうが正しい。

　だがイヴの表情よりも、制服の着こなしの方が問題だ。

「おいイヴ、なんだよその格好？」

　着ている夏制服のサイズが小さいのか、胸元の生地は張り裂けそうに膨張し、ヘソもちらりと顔を覗のぞかせている。

「これは仕方がないので詩し吹ぶき様のクローゼットにあった制服をお借りしました。しかしちょっと胸の辺りが苦しいですね」

　詩吹のクローゼットから拝借した制服を着るのは致し方ない。

　ただ、詩吹が着た時には膝より少し上の丈だったスカートが、サイズの都合上、太ももの半分より上の部分まで裾が来ており目のやり場に困る。

　きっとウチの風紀委員がイヴの姿を見たら卒倒するだろう。

「……詩吹にはちゃんとお前から説明しろよ？　服の件も含めて全部」

「はい、それはもちろんです。それよりもマスター、隅に置けないですね」

「な、なんのことだ？」

「すっとぼけないでください。未来のマスターはいつも『出会いなんてそんな簡単にあったら苦労しない。童貞なめんな』って嘆いてましたけど、ちゃんと出会いあったんじゃないですか」

「出会い？　俺が少しでも嬉うれしそうに見えたか？　苦手なんだよああいう感じでめちゃくちゃ喋る人。なんか一喋ったら、十返されて会話が成立しなさそうじゃん」

「恋はギャップです。映画でも最悪の出会いから恋に発展なんてよくある話ですからね」

「創作物と現実を一緒にすんじゃねー。そもそも一度も会ったことのない女だぞ」

　俺の一言にイヴはただでさえ大きい目をさらに見開いた。

「マスターあの子とお知り合いじゃないんですか!?　ということは転校生。パン転校生と曲がり角でぶつかるなんて……運命……！　マスター、あの子と子作りしましょう」

「だから表現が下品なんだよ。もっとなんかあるだろ！　そもそも、その『マスター』って呼び方どうにかなんねーのかよ」

「未来のマスターが『マスターって呼べ』っていうから呼んでるんですよ……。お好みではないのならもっと感情抑えた感じで接することもできますが、どうしますか？」

「人工知能っぽくってどんなだよ」

「そうですね……、Ｖ・Ｉ・Ｖ・Ｅヴァイヴ……起動確認。これよりスタートアッププログラムを開始します。警護対象の遅刻を確認、移送を開始します」

　イヴは事務的に喋ってから、俺をお姫様抱っこすると、走り出した。

「違う。そういうことじゃない。そういうゲームの中の人工知能キャラ的な喋り方をしてほしいわけじゃない！　お姫様抱っこはやめろ！」

　俺はろくに言い訳も作れぬまま、イヴに抱かれ学校へ向かうのだった。





♂♂♂






「到着〜♪、タイムは十五分三十二秒。世界新記録です」

「初めて行く学校に世界新記録もくそもあるか！　いくら遅刻しそうとはいえ、こんなところ誰かに見られたらどうすんだ、早く降ろせ」

　イヴは俺をお姫様抱っこで通学路をかけ抜けて、なんとか遅刻ギリギリで校門に到着。

　ただ周囲に高校生はゼロ。

　もともとこの街自体が引っ越すのに選考を経ているってのもあるんだろうけど、真面目な生徒が多いし、遅刻する生徒の方が珍しいんだよね。

「それでは私は職員室に行って、書類の不備やらなんちゃらかんちゃら適当に理由をつけて転校を正当化してくるんで、マスターは教室で待っててくださいね」

「絶対変なことすんなよ、絶対だぞ」

「もちろんですよ」

　俺の念押しも聞いているのかわからないイヴは校舎へと向かって行ってしまった。

　しかし、この状況どうすりゃいいんだ。

　多分だけど、美沙姫ちゃんは俺を誤解しているし、良い言い訳も結局思いつかないまま学校に到着してしまった。

　とはいっても、ホームルームが始まるまでには教室に行かないと、ドアを開けた瞬間にクラスメイトの視線を一気に集めて変に注目されるはめになる。

　覚悟を決め、靴を履き替えた俺は、小走りで自分の教室に向かった。

　無事到着すると、教室は昨日のテレビ番組や動画サイトに上がった動画なんかの話題が飛び交っている。

　扉を開け騒がしい教室に入ると、クラスの全員が一斉に俺の開けたドアの音に反応して静まりかえった。

　俺が担任じゃないことが分かると、舌打ちや『なんだお前か』っていう無言の圧力。

　ちょっと遅れたぐらいで舌打ちされるのは辛つらいが、耐えるしかない。いつの時代もカースト最下層の人間は訴える権利がないんだ。

　不平や不満を誰に打ち明けるでもなく椅子に腰掛け、下を向いて大きく一息。

　ようやく呼吸が整った俺が誰かの視線にさされているような感覚に顔を上げると、同級生と談笑中の美沙姫ちゃんが一瞬こちらを見ていたような気がする。

　本当だったら、今すぐ釈明をしにいかないといけないんだろうが、会話に割り込んでまでやる程の度胸はない。

　かといって、このまま見ているだけじゃなにも進展はしない。

　そんな泥濘ぬかるみに足を取られ身動きの取れない思考のループの最中に、教室のドアの開く音と共に担任の声が響いた。

「それじゃみんな席に着いて〜」

　黒縁のめがねの奥には鋭い視線、黒のタイトなスーツとストライプのシャツ。

　漫画の中の女教師がそのまま現実に飛び出してきたような外見とは裏腹に、面倒見もよく、生徒の中では人気みたいだ。

　ただ、たまに見せる鋭い視線が、妹を彷ほう彿ふつとさせておっかないっていうのが俺の印象だ。

「えぇ、随分と急な話で私も知らなかったんだけど、今日から転校生が来ます」

　担任も怪け訝げんそうな顔をしながら話している。

　そうでしょうとも。

　なんせ転校がきまったのはだいたい三十分前ですからね。

「マジかよ、美み海みせんせー、女の子すか、男すか？」

「近こん藤どう先生どんな人なの〜？」

　当然クラスも突然の知らせにざわつき、クラスのお調子者担当がクラスの声を代弁する。

　そら、こんな中ちゅう途と半はん端ぱな時期に、転校生が来るなんて誰も予想しなかっただろう。

　なにも知らない俺だったら同じようなリアクションをしてたはずだ。

　だけど、転校生が来ることは既に知っている。ついでに言えば、その転校生は銀髪のでっかいポニーテールを揺らして、パツパツの夏服を着ているのも知っている。

　驚きも無ければ、ワクワクも無い。

「はい、良いから静かにしてください。じゃあ時間もないから入ってきて」

　担任が促すと、ドアが開き、案の定でっかいポニーテールを揺らし、ついでにパツパツの夏服を着たイヴが教室に入ってきた。

　と同時にざわつく教室。

「めっちゃ可か愛わいくね？」

「胸でかっ。身長も高いし……」

「えっあの子の制服やばくない？　ヘソ見えてるんだけど」

　誰かがイヴの外見について、とやかく言っている。

　確かに、ブラウスの第二ボタンははじけ飛ぶ寸前だし、ヘソも丸出しだけど、俺からするとなんとも複雑だ。

　きっと自分の娘に彼氏が出来たらこんな気持ちなんだろう。

「はい、どうも〜、本日付けで鶺せき鴒れい高校に転校してきました。御お成なりイヴです。みんなイヴって気軽に呼んでください」

　イヴが自己紹介を終えると、さっきとは違うざわめき。

「お、御成？」

「御成くんと関係あるのかな」

「御成ってあのパソコンオタクだよな？」

　イヴの自己紹介が終わると、ひそひそとそんな声が聞こえてくる。

　そりゃ御成なんて名字のやつを俺は今まで見たことがない。

　偶然珍しい名字のやつがクラスに二人いるなんてありえない。

　ということは必然的に俺の血縁者だって思われる方が自然だ。

　ただ、俺は有象無象のクラスメイトのリアクションより大事なことが気になっていた。

　美沙姫ちゃんのリアクションだ。

　恐る恐る、美沙姫ちゃんに視線を動かすと、目を見開き、口をポカンと開けていた。

「イヴさんは御成くんの遠縁の親戚で海外から日本に引っ越してきたので、文化の違いなどはきちんと理解をして助けてあげてください。さて挨拶も済んだことだし、さっさとホームルームを始めたいんだけど……もう一人転校生がいます、続けてアンナさ〜ん」

　どうやらイヴは海外から来た俺の親戚ってことになったらしい。

　確かに、日本のどこかから来るよりも、海外から来たほうが、変に詮索されないだろうから良いい設定だと思う。

　しかしイヴの他に、転校生が来るのは驚きだ。

　もちろん俺以外のクラスメイトも同じようで、担任の声にざわついている。

　そんな教室に担任が招き入れる声と同時にドアが開き、教室に入ってきたのは、俺が通学路で会った顔をハムスターみたいに膨らませたあの子だった。

「それじゃ、アンナさんも挨拶してもらえるかな？」

　担任に促されたその子はひとつ頷うなずいてから話し出す。

「あ、あの……、今日転校してきた蜂はち鳥どりアンナ……っていいます。アンナでもアナでも好きに呼んでくだ……あっ、さっきの変態！」

　自己紹介を言い終える前に俺を指差し、学校では言っちゃいけない単語をほのめかす。

　次の瞬間、クラスの空気は極限にまで冷え、レーザーのような視線が俺に降り注いだ。

　これにはさすがの担任もまずいと思ったのか口を開く。

「あ〜、えっと、お、御成くんともう知り合いなのかな？」

　アナって女の子は小さく頷いた。

「そうか、ならちょうど良い。御成くん、これも何かの縁です。時間も無いし二人の机と椅子が足りないから、今から一緒に空き教室にとりに行ってくれないかな」

　担任の顔には、もうこれ以上面倒事は勘弁してほしいという言葉が書いてあった。

　島流し、トカゲのしっぽ切り。

　そんな言葉が脳裏をよぎる。

「は、はい。わかりました」

　とはいえ、従わないわけにもいかない。

　意図を汲くんだ俺が立ち上がると、皆の視線が俺を追う。

　一秒でも早くその空間から離れたかった俺は、足早に二人を引き連れ、教室を後にした。

　廊下に出れば、他のクラスも朝のホームルーム中のようで生徒は俺たちだけ。

　空き教室に向かう廊下に響くのは、ホームルームで教師が喋しゃべる声と、俺についてくる転校生二人の足音だけ。

　静かすぎるってことはないけれど、それでも重い空気が俺たちの間に流れているのは間違いない。

　とはいえ、変態と名指しされた奴やつと俺が作った人工知能に配慮する義理もない。

　そんなことを考え無言を貫いていると、イヴが俺の肩を叩たたく。

「ちょっとマスター、なにか話しかけてあげてくださいよ」

「話すってなにをだ。お前も聞いてただろ？　ただでさえ美沙姫ちゃんに変なところみせたんだぞ。その上、今度は転校生に開口一番、変態って言われたんだぞ？　仲良くしたら、美沙姫ちゃんとの仲直りなんて……」

「確かにそうなんですが、このまま無言ってのも不自然です。いっそ変態というアドバンテージを生かして、この転校生を好きな人に変えてみるのも」

「『変態』を身長が高いとか、勉強ができると同じ舞台にあげるな。そもそも簡単に好きな人を変えるとか最低だろ」

　あっあの娘こかわいいから好き。

　あっこの娘、俺に優しくしてくれたから好き。

　そんな調子じゃ、もし仮に美沙姫ちゃんに告白しても、『毎回、この人適当な事言ってるから、私も適当に対応しよう』と思われてそれこそ終わりだ。

「確かにそうかもですが、邪険に扱うのも違う気がします。それにあの子の状況を考えてください。転校してきたばかり、そして周りには知らない人しかいない。きっと心細さの裏返しでマスターを変態呼ばわりしちゃったんですよ」

「それでもだろ。心細かったらなに言ってもいいわけじゃないんだぞ」

「そう言われればそうなんですけど……」

　少し心配そうに二人目の転校生を見るイヴの言っていることがわからない俺でもなかった。

　というのも俺も詩吹もこの実験都市ソリッドステートに来るまで転校の連続だったからだ。

　両親は現在進行形で優秀なエンジニア。

　今はどの車にも搭載してる、勝手に運転してくれるプログラムを作ったのも両親だし、アメリカの有名雑誌で世界を変えたエンジニアとして特集も組まれ、表紙も飾った。

　ただ優秀なエンジニアってのはヘッドハンティングなんてことは日常茶飯事。

　職場もコロコロ変わるし、同じ場所に定住するほうが珍しい。

　実際、実験都市ソリッドステートって街に引っ越すって話を両親から聞かされた時も、俺も詩吹もまたかという反応しかしなかった記憶がある。

　引っ越す度に、リセットされる人間関係。

　二人の兄きょう妹だいは、真反対の考え方に進んだ。

　詩吹は新しい場所でもすぐに友達を作ろうと明るい性格に。

　俺はどうせリセットするなら人間関係を作らなくてもいいやと根暗に。

　その上、装着型電子端末アンクがあればなんでもできる時代に、パソコンでなにかを打ち込んでるんだから、時代遅れの根暗なパソコンオタクとして話しかけられもしない。

　そんな根暗な俺が美沙姫ちゃんと出会ったのはこの街の中学の時だ。

　当時、俺は、優勝したら百万円の人工知能製作のコンテストを控えており、寝る間も惜しんで、イヴの雛ひな形がたを作っていた。

　家にいると集中できないってこともあり、放課後の誰もいない教室でパソコンを開き作業をしていると美沙姫ちゃんが画面を覗のぞき込んできた。

　イヴがうまく動かないことに苛いら立だっていた俺は誰かに話を聞いてもらいたかった。

　そこに現れた美沙姫ちゃんは俺にとって渡りに船。

　知らないはずのプログラム言語のことや、人工知能の凄すごさ、ひいてはテクノロジーの進化が映画みたいな世界を作っていくんだと、オチもないような話を続ける俺を、美沙姫ちゃんはにこにこ笑いながら褒めてくれた。

　それからは少しは他人とコミュニケーションを取ろうかなという気持ちになってきた。

　このアナってヤツもそうかも知れない。

「……そうだな。イヴの言う通りかもしれん……。でもどんな会話すればいいんだ？」

「あっほんとですか、マスターやさし〜。そうですね……。こういう時の話題は何でも良いと思いますよ。自信満々で話しかければ大抵相手は納得してくれますから。大事なのは〝自信〟です」

「自信って言われてもな……」

「なんでも良いんですって。この本に書いてありましたから」

　そう言ったイヴは一冊の本を取り出した。

　表紙には『はじめての恋のはじめかた』とデカデカと書いてある。ピンク文字に金で縁取りされたデザインは、いかにも小学生高学年女子が好きそうなデザインだ。

「一気に信しん憑ぴょう性がなくなったんだが」

「いやマスターそんなことないです。だって詩吹様の部屋で発見したんですよ。これによれば、会話のきっかけなんてなんでもいいって言ってます。内容から察するに恋のマニュアルみたいですね」

　イヴが手にした本の奥付で発行日を確認すると、発行日は一ヶ月前。

　なんつーもんを高校生にもなって読んでんだよ妹よ……。

「それは小学校高学年の女子用にカスタマイズされた恋愛指南書だろうが」

「恋に年齢なんて関係ありません」

　間違ってないんだけど……、間違ってるんだよ。

　俺とイヴが小声であーでもない、こーでもないと話している最中だった。

「ねぇ……ねぇ……ちょっと」

　声と一緒に俺の腕を引っ張ってきたのは転校生だった。

　妙に眉毛がつり上がり、俺を呼ぶ声のトーンやら表情はみるからに怒っている。

「マスター、私が職員室いってる間になにかしたんですか？　それともいやらしい目つきで見てたんですか？　やっぱり変態だったんですか？」

「またってなんだよ。前科ありみたいな言い方やめろ」

「ならいいんです。むしろチャンスです。会話しましょう」

　イヴの勧めに俺は頷き、会話のキャッチボールを試みる。

「ど、どうした？」

「確かにアタシは、キュートかもしれないけど、チラチラ見られたら気になるわ」

　どうやら転校生は俺たちがちらちら見ていたことにご立腹らしい。

　俺はすぐにイヴに振り返ると、うなずいて会話をすすめろと合図してくる。

「わ、悪いな転校生。別に不快にさせるつもりはなかったんだけど」

「転校生じゃなくて、アタシの名前はアンナよ。まっアタシが高貴すぎて、呼び捨てできないっていうなら様づけでもいいわよ。えっと……御成だっけ？　たしか先生がそう呼んでたものね」

　外見はおとなしそうな女の子だが、しゃべり方といい、勝ち誇る態度といい、性格は生意気そのものだ。

　そもそも転校一日目で『様』付けを要求してくるってどういう家庭環境で育ったんだよ。

　失礼な態度に文句の一つも言いたくなったが、ぐっと堪こらえた俺はこう返す。

「んで、そのアナが俺になにか用か？　なんか見た感じ怒ってるけど、早く机とりに行かないと一時間目に間に合わなくなるんだけど？」

　異性を呼び捨てっていうのは抵抗があるけど、礼を欠いた相手なら別に問題ないだろう。

「あれ、えっ、授業遅れるの？　それは困る……。って違うわよ。あんた、さっきアタシのパンツ見たでしょ。どういうつもり！」

　アナの言葉に俺は思わず頭を抱えた。

　確かに俺はこの子のパンツを見た。

　けど一言一句、正確に言えば、見たんじゃなくて見せられた。

　もっと忠実に日本語で表現するなら目の前でアナが勝手にこけて、勝手にパンツを見せられただけ。

　それで罪に問われるなら日本の司法は崩壊だ。

　俺が頭を抱えていると、アナの言葉にイヴが反応。

「えぇ！　マスター、この娘のパンツ見たんですか？」

「あれは見たというか、見せられたというか……。とにかく、悪意もなければ、故意でもない。というかイヴ、お前が入ってくると会話がこじれるから入ってくるな」

「いいえ、見過ごせません。マスターがこんな幼い系が好きだったなんて、それじゃ小児性愛者じゃないですか。マスター、小児性愛は日本の法律でも犯罪です。なにより表現の自由を盾にロリイラストを描いても、今度は表現の自由を盾に知らないやつから殴られるんですよ。そんな一方的に殴られるだけの性癖なんて損なだけじゃないですか」

「性癖ってのは〝在り方〟なんだよ。なにかにつけて政治的な正しさとかよく分からん尺度で他人の性癖どうこう言い過ぎなんだよ。社会正義に託かこつけて自分の見たくない物消してやろうってマインドがむかつくんだよ。自分個人が嫌いなだけだろーが。そもそも『嫌い』って言わずに『自分向きじゃない』って言え。チクチク言葉は許さんからな」

　俺とイヴのやりとりを見ていたアナは、大きなため息を一つ。

　それから俺をまるでかわいそうな生き物のように見下しながら話しはじめた。

「まぁアタシがプリティだから興奮するのもしかたないわね。巨乳は馬鹿って言うし」

　それに対してイヴがキレた。

「確かにそういう体型を好きな方も居ますが、貴女あなたのような体型は〝幼児〟体型って言うんですよ？　幼児はかわいいですが、それはあくまで動物的かわいさ。そもそも生き物として生殖能力の無い人間に興奮するなんて、理屈で言えば妊婦に興奮するのと同じです。マスターもそう思いませんか？」

「うるせぇ、俺をいちいち巻き込むな。だいたいどこでお前ら張り合ってんだ」

　そこは「マスターはそんなスケベな男じゃありません」とかフォローする所だろうが。

　なによりイヴ、無意識に色んな人を刺すのはやめろ。

　そしてここは、健全な青少年が学ぶ学校だぞ。

「なっ!?　し、失礼よ。たしかに身長はちっちゃいかもだけどアタシの胸は平たくないもん。ほら！」

　そう言って、アナはアナで襟のボタンを外して、谷間を見せつけてくる。

　ちらりと見えるブラジャーはパンツとおそろいみたいで、青と白の縞しま模様。

　ってそんな冷静に観察してる場合か、俺。

　顔を慌てて手で覆った俺は、すかさずこう言った。

「な、なにしてんだよ。女の子がそう簡単に肌を晒さらすな。なぁイヴ、お前も止めてくれ」

「そっちが谷間なら、私が尻を出せば五分なのでは？　ねぇそうですよねマスター？」

　そう言って、イヴの方から、なにかを捲めくる衣きぬ擦ずれのような音が聞こえる。

　俺は手で顔を覆ってて、なにもできず、前も見えない。

　けど、間違いなく、イヴはスカートを捲っている。

「五分でもなんでもねーよ。むしろここにいる全員が敗者だよ。おいイヴなんでそういうことしちゃうんだよ」

「なんでなんでしょう。なぜか負けられない気持ちが心の底からわいてくるんです」

「ウケてる芸人舞台袖で見てるんじゃねーんだぞ。もうやめてくれ。それにアナもブラウスグイってやるな。丸見えなんだよ下着が」

　なんとかイヴを落ち着かせ、スカートを捲るのをやめさせると、今度はアナの悲鳴。

「し、下着見られた！　エッチ！　馬鹿！　それ相応の責任は取ってもらうわよ」

「責任ってなんだよ。パンツはまだしもブラジャーは完全に自分からだったじゃねーか」

「う、うるさいわよ。責任とって、もうアタシと付き合いなさい」

「だからこうして机取るのに付き合ってるだろ？　これ以上何に付き合えばいいんだよ」

「ち、違う、そ、その……えっと……男の子と女の子のそのえっと……！　あぁもう……とにかく大事なところを見られてしまったからには今日からアタシとあんたはカップルだから！」

　なにを言い出すかと思えば、俺と付き合うだと。ふざけるな俺の童貞は美沙姫ちゃんに捧ささげるんだ。

「なにが責任だ。そういうのは無計画で学生のうちに彼女妊娠させたアホに言う台詞せりふだ」

「に、妊娠!?　下着を見られたら妊娠するの？　アタシのこと妊娠させたの!?」

「するわけねーだろ。下着見られて妊娠するなら、日本も少子化で困ってねーよ」

　俺の否定に、驚いたアナは口をパクパクとさせてまるで鯉こいみたいだ。

　だけど俺には心に決めた人がいるんだ。

　こんな訳の分からん奴やつに純潔なんか捧げるもんか。

「だいたいどこの世界に、下着見られたら付き合う義務があるなんて書いてあるんだよ」

　俺の疑問にアナは一冊の本をとりだした。

「ち、ちゃんとこの本に書いてあったから……」

　見せられたのは、ピンクの文字に金の縁取りがされたタイトルが書かれた本だった。

　そう、『はじめての恋のはじめかた』だ。

「またその本かよ！　この辺の女はそれ読まないと死ぬ病気にでもかかってんのか。もうつきあってられん。イヴからもなんか言ってくれ」

　よく知りもしない女をとっかえひっかえなんてするような男とは俺は違う。

　ちゃんと心に決めた人がいるんだ。

「もういっそのことこの娘こと付き合う選択肢を選んでもいいんじゃないでしょうか」

「なんでそうなるんだよ!?　お前、俺との今までの会話覚えてるよな？」

「だからこそです。いいですかマスター？　富める者はますます富み、貧しき者はますます貧しくなるってやつですよ」

「なんだ聖書の引用か？」

「そうじゃありません。いいですか、世の中のチャラ男はなぜモテ続けるのかって話ですよ。経験がある人間だけがより多くの経験値を得るのが社会なんです。だいたいラノベの主人公なんて、ヒロイン見つけちゃ寸止めオナニーし続けるクズ野郎ばっかなんだから、マスターもクズになりましょう」

「なんだその言い方、ラノベに親でも殺されたのか！　そんな方向に進むなら俺はずっと純潔を守り切るからな」

　そう俺は断言した。

　だけど力が入りすぎて、アナにまで聞こえてしまっていたようだ。

　少しだけ悲しそうな顔で、こっちを見つめるアナ。

　さすがの俺も罪悪感が湧いてくる。

「アタシが可か愛わいすぎるから……一緒に並んだときに辛つらいから遠慮してるんでしょ。そんなの御成は気にしなくていいんだからね？」

　前言撤回。やっぱこいつムカつくわ。

「しれっと彼女みたいな立ち振る舞いすんな。いいから机と椅子もって教室戻るぞ」

　俺が早歩きで空き教室まで進み始めると、二人もトボトボと何やら言い合いしながらついてくる。

「世界最強はゾウに決まってます」

「ゾウ!?　ゾウなんて鼻長いだけじゃない。サメの方がかっこいいし強いんだから」

「サバンナでもそんなこと言えるんですか？　あの巨体で時速四十キロで走るんですよ」

「サメだって、泳ぎが得意でしかも速いんだから？　そんなこともしらないの〜？」

「たしかに速いかもしれませんが、サメは陸に上がったら泳げないじゃないですか」

「だったらゾウだって泳げないでしょ。あーあ海で溺れちゃうゾウかわいそう」

「お言葉ですが、ゾウは泳げます！　最強はゾウで決定です」

　どういう流れでそんな話題になったのかはわからないけれど、最強の動物についての熱いディスカッションが繰り広げられていた。

　ようやく空き教室についたと思っても、会話の決着はついていなかった。けれど、下手に会話に口を挟めばこっちに火の粉が飛んできそうだ。

　俺は我関せずと心に決め、机と椅子をそれぞれに渡すと踵きびすを返して自分の教室へと向かう。

　もちろんその帰りも、なんだか口くち喧げん嘩かしていたけど、これ以上、脳の容量の無駄遣いはしたくない。

　雑音として、二人の会話を処理しながら教室にもどってこれた。

　ちょうどホームルームも終わったようで、部屋の中は同級生の雑談で溢あふれていた。

「じゃあ俺は、案内したから、あとは適当にやってくれ」

　そう言って教師からの任務を全うした俺が自分の席に戻ろうとすると、イヴが呼び止めた。

「待ってくださいマスター、私たちどこに座ればいいんでしょうか？」

　たしかに机と椅子もってこいとは言われたけど、細かい部分までは聞いてない。

　それに、このクラスもつい二週間前に席替えしたばっかりだ。

　言葉に詰まった俺は少し考えてからこう言った。

「どこでもいいんじゃないか？　視力が悪いとかなら前の方が良いいだろうし……」

　ちょうどいいことにウチのクラスは他のクラスより少し人数が少ない。

　だから二人も転校生が来たってことにはなるんだけどな。

「どこでもって……見たところマスターの隣の席は誰も使ってないんですか？　だったら私はマスターの隣がいいです」

　イヴが指さしたのは俺の席の右隣。

「あぁここの席は多分駄目だと思う。一応使ってる人間いるんだけど、その本人が学校こないんだよね」

　なんでも学校公認でサボりオッケーになるほど、優秀らしく。テストだけ受けに来る。

　普通の学生である俺からしたら羨ましいことこの上ない。

　まっこれも一つの個性ってことなんだろうけどな。

　俺が隣の席から、二人に目を戻すと、相も変わらずしょうもない喧嘩。

「だったら、そこの席はアタシが座る。ゾウが好きなんだから、前の方に座りなさいよ。アタシは御お成なりの隣にすわるから」

「どういう理屈ですか！　そもそも、貴女のその身長で教室の後方なんて座ったら、先生の書いたことみえないんじゃないですか〜？」

　目には目を、歯に歯を。嫌味には嫌味を。

　そんなプログラムを俺はした覚えはないけれど、イヴの方が一枚上手だ。

「あぁもう喧嘩すんな喧嘩。とにかくどこでも良いから適当に座ってくれ」

　イヴとアナが言い合いをしていると、周囲からクラスメイトがどこからか湧きだして、俺を含めた三人を中心に円ができた。

「部活入る気ない？　ウチ部員すくなくてさー」

「入るならウチの部活にしてよ〜」

　それはもうすごい視線が俺達に集まって、日陰者の俺には耐えられなかった。

　イヴはと言えば、持ち前の明るさで適当に返事をしつつクラスメイトと談笑中。

「じゃああとは適当に過ごしてくれ」

　はいはいすいません。脇役は退ひきますので、どうぞこころゆくまで転校生たちとの会話をお楽しみください。

　そんな捨て台詞を心の中で吐いてから、いざ自分の席に戻ろうとすると、誰かが俺の制服を後ろから引っ張った。

　振り向くと、アナが俺のシャツを引っ張っている。

「アナさん？　服……離して欲しいんだけど……」

　俺としては一秒でも早く自分の席に戻りたいんだ。

　それにこれ以上の面倒ごとはなんとしてでも避けたい。

「い、行かないでよ」

「なんでだよ、別にもう俺に用事はないだろ？　別に人見知りって訳じゃないだろうし」

「このアタシがひ、人見知りなわけないじゃない！　それにアタシと一緒にいたほうがなにかと良いでしょ！」

　俺を見上げたアナはそう言って、俺の陰に隠れるように後ろに下がるとうつむいた。

　なに？　恥ずかしいの？

　さっきまでのパンツ見られたから付き合えと言っていた君はどこに行ったの？

　男子から、『おめーだけなんで転校生と仲良くしてんだよ』的な視線が痛かった……。





♂♂♂






　なんとか午前中の授業を終えたクラスメイトが食堂に出払っている人気のない教室で俺は机に突っ伏していた。

　なぜこんな疲ひ労ろう困こん憊ぱいなのかと言えば、休み時間の度に起こるボケナスの人工知能と転校生の喧嘩が原因だ。

　アナがイヴにしょうもない喧嘩を売り、正論で返され、俺に泣きつく。

　しかもその喧嘩も、目玉焼きにはなにをかけるのが正しいか、とか、アボガドかアボカドかとかその手の箸にも棒にもかからないようなくだらない内容ばかり。

　普通転校生ってのは転校から一週間はおとなしくしてるもんだろ。

　なのに、あいつらときたら常に何かしらの言い合いしてるもんだから仲裁する俺の負担は尋常じゃない。

　結果として俺の精神はごりごりと摩耗している。

　ただ、そんな狂宴も昼休みの間はないようだ。

　なんでも書類の記入漏れがあったらしく、二人とも担任に呼び出しを食くらっている。

　今頃、担任は俺の代わりに二人の喧嘩を仲裁しているんだろう。

　不ふ憫びんだとは思うけど、少しでも体を休めたかった俺はこうして額を机にくっつけて机の木目をなぞりながらぼーっとしてるってわけだ。

　そもそも流れで、転校生二人の面倒を俺が見ることになってるけど、こういうのはクラスの陰キャがやるようなことじゃないんだよ。

　そんなこともあってか、依然として俺は美沙姫ちゃんと話せずにいた。

「あぁなんて話しかければいいんだよー」

　なんて言い訳すれば、美沙姫ちゃんは納得してくれるんだ。

　俺が頭を悩ましていると誰かがポンポンと肩を叩たたくから、重い頭を上げると、そこに立っていたのは美沙姫ちゃんだった。

「み、みさ……泡野さん!?」

　黒髪をなびかせ、高校のパンフレットみたいに綺き麗れいに制服を着こなした美沙姫ちゃんだった。

　俺はまさか美沙姫ちゃんが立っているとは思わず、声が裏返った。

　ついでにいうと、陰で名前で呼んでるっていうのがバレたかもしれない。

　そう思うと今すぐにでもベランダから身を投げ出したい。

「美沙姫でいいのに。あ、ほら別に尋じんくんだけってわけじゃなくて、友達もみんなそう呼んでるし……」

「友達か……そう……だよね。うん」

「だって私達中学からの付き合いだよ？　そんなこと気にしなくていいのに。そりゃ知らない人に呼び捨てされたら、ちょっと怖いけど、だけど尋くんなら気にしないよ」

「こ、今度からそうするよ」

　案の定、俺の気にしているところを的確にケアしてくる。

　もしかしたら美沙姫ちゃんは人の思考を読める系の人なのかもしれない。

　ただ、この後の会話がまるで続かない。

　それは美沙姫ちゃんも同じようで、俺たちの間に少しの沈黙が流れる。

　数秒が永遠にも感じそうな沈黙の後、しびれを切らしたのか、窺うかがうように美沙姫ちゃんが話し出す。

「そ、それでね……あ、あの……えっと……朝のことなんだけど」

「いやアレにはいろいろ深い事情ってのがあって……その……」

　そっと美沙姫ちゃんが話し始めた話題で俺の心臓は止まりかけた。

「えっと、あのね、イヴちゃん海外の女の子だからでしょ？」

「え!?　ど、どういうこと？」

　美沙姫ちゃんの発言は、どうやら俺にとって都合の良い勘違いみたいに聞こえる。

「その、担任の先生も言ってたじゃない、海外の文化と日本の文化は違うから困るかもって、そ、それにき、キスとかは海外だと挨拶みたいなものって言うじゃない……？」

　イヴが海外から来た設定がここに来て活いきてきた。

　もちろん、本当は俺の股にぶら下がってる海綿体で自家発電を試みる人工知能が暴走してでき上がったのが朝の騒動なんだけど、美沙姫ちゃんは良い感じで勘違いしてる。
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　だったらこれはチャンスだ。

　このビックウェーブ、乗るしかねぇ。

「そそそそそそそそうなんだよ。全く海外の文化ってわからないもんだよね」

「ややややや、やっぱりそうなんだ〜。だと思ったー。だって、尋くんがか、彼女とかできたのかなって思ってびびびびびびっくりしちゃったからさ。そうだよね。海外の文化って日本と違うから戸惑うことあるもんね」

「か、彼女!?　そんなこと全然ないよ。だいたい、俺そういうのよく分からないし」

　好きな人に噓うそをつくっていうのは気が引ける。

　それに、美沙姫ちゃんも必要以上に頷うなずいてるのが少し気になるが、多分大丈夫だろう。

「でも、尋くんごめんね。私クラス委員長なのに、転校生のお世話全部任せちゃって」

「あぁ……全然それは……気にしないで」

「でも、二人とも転校生だっていうのに、随分仲がいいんだね、尋くんと」

「あぁなんかね。なんでだろうね」

「それは尋くんの人徳だよ〜、あっ今のはダジャレじゃないからね」

　これだよこれ。この感じ。

　穏やかな日常が俺に戻ってきた。

　美沙姫ちゃんとのなんてことのない会話。

　これこそ俺の求めていた日常なんだよ。

「それでなんだけど……尋くんってお昼食べた？」

「い、いや？　まだだけど……？」

「そうなの？　あのね……私実はおべん……」

　美沙姫ちゃんがなにかを言いかけた所で、ドアが盛大に開く。

　振り返ると、そこに立っていたのはアナだった。

「だ、だれもいない……って御成……誰よその女？」

　アナは俺たちを睨にらむように見ると、少し不機嫌な感じでこっちに駆け寄ってきた。

「それを言うなら『こっちの人は？』だろ」

「あっ全然気にしてないから大丈夫だよ。自己紹介がまだだったね。私、泡野美沙姫って言います。クラス委員長だから、他にもわからないことがあったら言ってね」

「別に、困ったら御成に聞くからいいもん。それで御成と美沙姫はなにしてるの？」

　この転校生、俺の美沙姫ちゃんに馴なれ馴れしいんだよ。

「あぁいやちょっと、別になんも……ねぇ、み、美沙姫ちゃん？」

「う、うん、取り立ててなにかはしてないよ」

　なにをしているか聞かれても、なにかをしているわけじゃなかった俺と美沙姫ちゃんはなんとなく会話をごまかした。

「ふ〜ん、それでなんだけど御成、他のクラスメイトはどこに行ったの？　移動教室？　もしかして置いてかれちゃったの？」

「今は授業中でもねーし、置いていかれてもねーよ。みんな飯行ってんだろ、どうせ」

「えっごはん…………？　学校ってご飯が勝手にでてくるんじゃないの？」

「勝手に……？　あぁ給食か？　そんなもん無いぞウチの学校」

　アナのテンションが明らかに落ちた。

「アナちゃんは転校したばっかりだから知らないかもしれないけど、うちの学校はお昼は自分で用意するの、だからみんな出前自分でとったり、食堂行ったりしてるね」

　この学校のシステムも詳しくなさそうだし、というか転校してくるんだからそれぐらい知っててしかるべきだろ。

　まぁ世間知らずっぽいし仕方ないか。

「むしろ高校で給食ある方が珍しいんじゃないか？　そうだよね、美沙姫ちゃん？」

　俺が美沙姫ちゃんに同意を求めると、思い出したみたいに相あい槌づちをうった。

「そうだね、近くの高校だと給食あるなんて話聞いたことないな〜。お母さんからもそんな話聞いたことないし……」

　美沙姫ちゃんが言った瞬間、膝から崩れ落ちるアナ。

「そんなぁ……これからアタシどうすれば……」

　それを俺と横で見ていた美沙姫ちゃんは小声で話しかけてくる。

「なにかあったのかな？　すっごい悲しそうだけど」

「いや、俺もわかんない」

　お腹なかのあたりを押さえ、あたりをキョロキョロとするアナに美沙姫ちゃんが実にクラス委員長らしい優しい声で話しかけた。

「どうかしたの？」

「ううん、大丈夫……なんでもない……」

　ぎゅるるるるるるるるる。

　誰かのお腹が激しくなった。

　俺と美沙姫ちゃんは、お互いに顔を見合わせ首を振った。

　となるとこの音の主は一人しかいない。

　二人でアナの顔を見ると、耳の先まで真っ赤。

「うわーすごい音、だれだこんな音をならしたのはー。雷かな？」

　強がったアナは棒読みで話題をそらすが、全然そらせていない。

　むしろ、そんなに目が泳いでいたら、私がでっかいお腹の音を鳴らしましたと言ってるようなもんだ。

「違うもん。お腹の音じゃないもん。これは……これはその……エンジンの音だもん」

　俺と美沙姫ちゃんがあんまりにもじっと見つめるもんだから、アナは苦し紛れにわかりやすい噓をついた。

「お前は腹にスポーツカーでも入れてんのか！　あぁもうお腹へってるんだったら食堂でもなんでも行ってこいよ」

「減ってないもん。お腹は減ってないんだもん。大体レディが人前でお腹なんて鳴らす訳がないじゃない」

　たしかにそうかも知れないけど、本当のレディならこの状況で噓とバレる噓をついて、みすぼらしく足搔あがくなんて真ま似ねしないだろう。

　しかし、そこは我らがクラス委員長。

「まぁまぁお腹なんてみんな減るものだしね。そうだよね尋くん」

　レディとはこういうものだと言わんばかりの美沙姫ちゃんの美しすぎるフォロー。

「そ、そうだよ。生理現象だからな」

　それに続く俺。

「だったら、御成、一生のお願いがあるんだけど……」

「なんだよ一生のお願いって？」

　一生のお願いと言われ、思わず身構える俺に対してもじもじとなにかを言いたげなアナが重い口を開く。

「ご飯……食べさせてくれないかな？」

「ご飯？　財布忘れたりしたのか？」

「違うよ、そんなんじゃない。だってアタシと御成はもう付き合ってるんだからご飯おごってくれてもおかしくないでしょ？」

　確かに、俺は空き教室に行った時、付き合えと言われた。

　だけどそんなの、普通は冗談だと思うし、そもそも俺がそんなことを認めた覚えもない。

　ただ一番の問題は、この発言を美沙姫ちゃんの前でしたことだ。

「え？」

　勇気を出して振り向くと、硬直した美沙姫ちゃんの表情。

「え……尋くん……付き合ってるって……どういうこと？」

「い、いや違うんだ……そういうのじゃなくて……」

「さっき彼女いないって……」

「ももももももちろんだって。全部こいつの妄想で……」

「こいつって、さっきまで私のことは名字で呼んでたのに？　しばらくしゃべらなかったらまた敬語にもどるのに……」

　いやちがうんですよ、それはその好きだからこそ、敬意を払うっていうか……そのあるじゃないですかそういうの。

　別に親しい間柄だから、乱暴な口調な訳じゃないんすよ〜。

　と、言いたかったけど、言えるはずもない。

「そんなひどいこと言うことないじゃない。アタシの大事な部分もちゃんと見たし責任とってもらわないと……」

　俺という人間の人生が終わった音がした。

「責任!?　責任って……えっちょっとまって……そっか……そっか……そうだよね。だから転校したきたばっかりなのに……、私、用事思い出したから行くね？」

　そう言って、美沙姫ちゃんは逃げるようにこの場から走っていった。

「違うんだ美沙姫ちゃん。全部こいつが……美沙姫ちゃんいかないで」

　俺が追いかけようとすると、ものすごい力で手首を摑つかまれる。

　振り返ると、笑顔のアナ。

「ねぇ御成……アタシ、カレーとハンバーグと餃子ぎょうざが食べたい！」

　お腹を鳴らし、よだれを垂らし、きっとものすごいごちそうを恵んでくれるんだろうって想像で顔が緩みっぱなしのアナ。

「ふ、ふざけんな！　お前なんかパンでも食ってろ！」

　俺は自分のカバンからフランスパンを取り出すと、アナの口に強引にねじ込んだ。











第三章　ＡあＩいと誠









「それで、ほんとに未来から来たっていうの？　冗談でしょ？」

　イヴの初登校日という一大イベントを終え、疲ひ労ろう困こん憊ぱいの俺は自分の部屋でかれこれ三十分以上正座させられていた。

　その正面には仁王立ちした詩し吹ぶきが、これまた三十分以上、腕組みをして俺たちを睨みつけている。

　なんでこんなことになっているかといえば、答えは簡単。

　イヴがウチに来たことの事情聴取。そして俺への詩吹の説教だった。

　勿もち論ろんイヴが家に居着くことがわかった瞬間に詩吹の俺への説教は確定だったんだけど。

　ただそんな苦痛なイベントも肌感的には終わり際ぎわ。

　詩吹は疲れ始めてるし、なし崩し的に許すフェイズにまでは突入しているはずだ。

「いやそれがほんとにほんとなんだって。なぁイヴ？」

「はい、ほんとうですよ。私未来から来た人工知能なんです」

「いやそんな朗らかに言われても……。信じられるわけないじゃない」

　詩吹の言い分はもっともだ。

　俺だって未いまだに信じられない。

「とにかく、私の夏服は別で買ってもらうとしても、面倒はゴメンだからね。その……部屋で……部屋で変なことはしないでよ」

「変なこと……と言いますとなんでしょう……？」

「だ、だからその……裸で……」

　これ以上イヴが余計なことを言えば、説教は間違いなく三十分延びるだろう。典型的現代っ子の俺にこれ以上の正座など耐えられるはずもない。

「あぁ〜発電のことっ──」

「勿論だ詩吹、俺はもうこれ以上詩吹に迷惑をかけるつもりもないし、大人しくさせるからいいだろ？」

　俺はなんとか会話を滑り込ませ、イヴを封殺。

　対する詩吹は合点はいっていないものの、仕方ないという雰囲気を醸かもし出す。

「それからイヴさんは勝手に部屋に入らないで。あとお兄ちゃん、どうせ最さい期ごまで面倒みれないなら、ちゃんと元いた所にもどさないとダメだからね」

　どうやら詩吹の中では、イヴは捨て犬の類のようだ。

　詩吹はそのまま部屋を出ると、乱暴にドアを閉めた。

　瞬間、足のしびれは限界に達し、俺は床に崩れ落ちた。

「足がしびれて動けん……。長いんだよ詩吹……」

　文句を言おうとイヴを見ると、あれだけ長い時間正座してたってのも物ともせず、俺のサブ機のノートパソコンを使って、なにやらネットブラウジング。暢気のんきなもんだ。

　どうやらアクセス先は世界一の動画共有サイト『ユアチューブ』のようだ。

　もちろん運営元はこの街の電子制御システムやらの基礎を作ったＡＣＭＥ。

　動画を投稿して、収入を得る人間をチューバーなんて言って、大人たちは白い目で見てたが、最近じゃごくごく普通の職業だったりもする。

「これがチューバーって奴やつなんですね。動画投稿するだけでお金もらえるなんて楽そうです。決めました！　私、明日から人工知能チューバー御お成なりイヴとしてデビューします。まずはアカウントを……」

　俺の部屋のパソコンを使って何をしてるかと思ったら、ユアチューブのアカウントを今まさに作ろうとするイヴに俺はまた大きなため息をついた。

「なんで未来からやってきてやってることがチューバーなんだよ！　おかしいだろ！　それにもうバーチャルチューバーってジャンルであるぞ」

　俺が検索すると、画面には動画の内容が端的にまとめられた文字がでかでかと書かれたサムネイルが並ぶ。

「そ、そんな……、こんなナチュラルにしゃべれる人工知能がこの時代にあるなんて……で、でもおかしいです。私今アカウント作ろうとしたんですけど、このチェックボックスをみてください」

　そう言ってパソコンの画面を指さすイヴ。

　指を差したのは『私はロボットではありません』と書かれた文字列と、その横にはチェックボックス。

「人工知能ってことは、ある意味ロボットじゃないですか。だったらここのチェックボックスにはチェックできないはずですよね。ってことはアカウントも作れないから動画も上げられないはずです。なのに、私以外の人工知能たちは動画上げてますよ。これは紛れもない規約違反。えっと……通報は……ここからできるみたいですね。えっと……私のアイディアをパクった動画っと……」

「自分のアイディアが二番煎じだったからってライバルをなんとか潰そうとすんな」

「だったら、どうやったら私は楽してお金かね儲もうけできるんですか。未来から来た人工知能系チューバーだったら、数多あまたのチューバーを出し抜いて完全に頂点てっぺんとれると思ったのに…………」

「大体なんで金欲しいんだよ。人工知能は金使わねーだろ」

　だいたいチューバーなんて、毎日動画あげなきゃいけないわけだし、簡単そうに見えて、意外と大変っていうものの典型だ。

　今日日、小学生でもチューバーは毎日編集で忙しそうだから、なりたくないって言うぐらいだからな。

「全部マスターの為ためです。お金の力があれば、作りたい時にハーレム作れるじゃないですか。はっ！　そうです、そういう動画はどうですか、社会的地位をちらつかせて、誰が自分にふさわしいかみたいな動画！　これなら絶対バズりますよ」

「それももうあんだよ。ハンサムで社会的地位つよつよの奴を誰が射止めるのかみたいな超ゲスな動画が。動画はジャングルプライムで好評配信中だ」

　コマーシャルでそんな内容の動画を見た時、こんなゲスな内容で誰が見るんだよと思ったが、案外人気でシリーズ化もされている。

　なんとも人の業ごうは深い。

「お金も稼げない、ハーレムも作れない。私はこの先どうすればいいんでしょう」

「そのことで話があるんだけど……」

　これ以上自分の気持ちを誤魔化したら、イヴが暴走しかねない。

「とうとうハーレム作る気になったんですか？　それとも充電ですか？　まっ、どうせ私の意見なんて聞いてくれないんでしょうけど〜」

「なんだよ、随分な言いようじゃん」

「だってマスター美み沙さ姫き様が好きって言ったくせに、なんかよくわからんクソガキの転校生と付き合い始めましたし〜」

「いや、それは……その」

「いやわかりますよ、いきなり転校生に付き合えとか言われて、しかも美沙姫様のまえで。頭が回ってないと思います。でも美沙姫様のことを本気で想おもっているなら、否定出来たはずですよ」

「返す言葉もございません」

　ため息まじりのイヴの言葉に反論のしようがなかった。

　あの時、違うんだと言う勇気があればこんなことにもならなかった。

「私はハーレムでもなんでもいいのでマスターが幸せになってほしくて協力してるんですよ。もちろん世界の命運も大事ですけど、なにより大事なのはマスターの意思なんです。なのにマスターときたら……本気で美沙姫様のこと想ってるんですか？」

　イヴの目、俺を真剣にじっと見つめていた。

「──俺、美沙姫ちゃんと付き合いてぇ。いや結婚してぇ！」

　そう言うとイヴは俺に優しくほほえみかけてくれた。

「その覚悟、たしかに承りました。だったらイヴも本気で応援させていただきます。それじゃこれから忙しくなりますね」

「えっ、なんで？」

「なんでって、相手はクラスのアイドルですよ？」

「だからそれと忙しくなるのになんの関係があるんだよ」

　俺の質問に、イヴは部屋中の空気が無くなるんじゃないかっていうぐらい空気を吸い込んだ後に、これまた深い深い溜ため息いきをついた。

「たしかにマスターは、未来でスーパーエンジニアとか言われて調子に乗ってますけど、根本はクソ童貞を拗こじらせたオタクなわけですよ？」

「その未来の俺に微妙な棘とげがある表現はなんなんだ」

　イヴの言葉から推測すると、未来の俺はどんだけクソ野郎なんだって不安になってくる。

「いちいち茶々いれないでください！　ともかく美沙姫様からすれば恋愛対象から外れているという可能性も高いわけですよ」

　今の今まで忘れていたことだけど、イヴの言葉で思い出した。

　俺はクラスの一番後ろからクラスメイトを眺めているから分かるけど、ふとした瞬間に美沙姫ちゃんに熱い視線を送っている男子生徒はけっこういる。

　同族だからこそそれは簡単にわかってしまう。

「た、たしかに……」

「よーし、そうと決まれば、今からお風ふ呂ろに入りましょう」

「風呂？　なんでだ!?」

「いいですかマスター？　女の子ってのは清潔感ってものになにより敏感なんです」

「それは聞いたことあるわ」

　なんでかわからないけど、爪が長い男みたいな清潔感のない男は嫌われるってどこかで聞いたことがある。

「そうなんです。となると、常にきれいな状態を維持しなきゃいけないわけですよ。ですから私がマスターの体を綺き麗れいに管理しなきゃいけないわけです」

　これに関してイヴの主張はまったくもってその通り。

「じゃあまずは風呂入るわ。お前は詩吹に言われたとおり、大人しくしてろよ」

　俺はイヴを部屋に残し、一階に降りると、脱衣室で風呂に入る準備を整え、いざ浴室へ。

　イヴの言うことが正しいのなら、いつも時間がなくてシャワーで済ませてるのも多分ダメだよな。

　そう思って、体を流し、湯船に浸つかると、全身の疲れが抜けていくような気がする。

　海外で生活していた時には、湯船なんて浸からなくてもいいよなと思っていたが、やっぱり湯船に浸かると、自分の中にある日本人の遺伝子が呼び覚まされるような感覚がある。

　うとうととそんなことを考えていると浴室のドアが開き、入ってきたのはイヴだった。

「ぬわっなんなんだよお前！　大人しくしてろって言っただろ！」

「はい、ですから、大人しくお風呂に入りました。何か間違ってたでしょうか？　それにマスターがちゃんと体を洗ってるか確認しないといけませんから」

　そう言って不敵に笑うイヴの視線の先には俺の股間。

「はっまさか、お前風呂に入れって、俺に充電させるために！」

「そ、そんなわけあるわけないじゃないですか。マスターのお背中を流すためですよ」

「噓うそにきまってんだろ。そんな気の利きいたことやるやつは、そんな不敵な笑みを浮かべないんだよ。それに妹に大人しくしてろって言われただろーが」

「勿もち論ろんわかっています。けどここで充電を諦めたら今日使ったエネルギーの損失分が無駄になってしまいます。ソシャゲのガチャで一万円使ってお目当てのキャラが出なかったら、出るまで回さないと最初の一万円が無駄になってしまうのと同じです」

「そんな歪ゆがんだコンコルド効果と俺の純潔を一緒にするな」

　俺の肩を摑つかみ、お風呂で充電する気のイヴ。

　なんとか浴槽から、立ち上がり脱衣室に向かおうとする俺。

　お互いの力が拮きっ抗こうした瞬間だった。

　イヴの足元が一瞬もつれた。

　きっと、俺が頭を洗った時に、床に落ちた泡が流しきれていなかったんだろう。

　立ち上がろうとする俺の力とイヴの押さえつけようとする力の均衡が乱れ、俺はイヴにおおいかぶさるような形で浴室のドアに突っ込んだ。

　派手な音とともに、ドアに突っ込み、俺たちは脱衣室に倒れ込んだ。

　当然、その音を聞きつけた詩吹が階段から降りてくる音も聞こえ、同時に脱衣室のドアが開く。

「ねぇお兄ちゃんたち私の話、聞いてた？　二人とも正座して」

「「はい……」」

　青筋立てた詩吹の冷たい視線が俺たちに突き刺さった。





♂♂♂






「私が朝言ったこと覚えてます？」

「ちゃんと覚えてるって、かーちゃんかよ」

「口うるさくもなりますよ。だってもう昼休みですよ、なのにまだあの転校生に誤解されるような言動をやめろって注意もしてないじゃないですか」

　イヴの言うことも分かるが、スクールカーストの下層に位置する人間が派手な行動をとることは簡単じゃない。

「イヴ、お前はスクールカーストってのを全然分かってない。こんなことわざわざ俺に言わせないでくれ。とにかくアナとも仲良くしろよ。俺の立場が危うくなるんだから」

「それは無理な注文です。だって、未来のマスターが性癖全開で作った体をバカにしたんですよ。許せますか？」

「そんなこと言われたら俺言い返せねーよ。とにかく波風をクラスで立てるなよ。ただでさえ俺とお前が同じ名字の段階で波風立ってんだから」

　昼休みのがらんとした教室。

　ほぼすべての生徒が食堂なり、中庭で昼食を済ませているであろう時間に俺はイヴに説教されていた。

　どうやら俺が行動に移していないことにご不満のようだ。

　だけど考えてほしい。

　陰の者である俺は少しでも大きな声を出してはいけないんだ。

　なにをそんなにというが、空気を読む能力の高さが美徳とされている日本じゃ、その場の調和を乱す行為は厳重に禁止されているんだ。

「とにかく、マスターは色々考えて行動しないのがよくないんです。まずは行動あるのみです」

「何事も掛け算なんだよ。どこかがマイナスなら台無しだろ？」

「マイナスとマイナスでもプラスの結果がでますよ。とにかく動くことです。マグロじゃないんですよ」

「ん？　マグロは止まると死ぬ魚だぞ？」

「あ、いえマグロっていうのは魚の方じゃなくて……」

「なんのマグロの話してんだよ！　それ以上言わせねーぞ」

　内向的で、内弁慶な性格だと、そういった類のことへのチャレンジは勇気がいる。

　昔の人間は三つ子の魂百までもなんて言ったが、実際そうだと思う。

　そんな説教が繰り広げられていると、暗い室内に昼休みの終わりを告げるチャイムが鳴り響いた。

「そういえば次の授業は体育でしたね」

「そうなんだよなー」

　俺はため息交じりにそう言った。

「あれ？　マスター、嫌なんですか？」

「そうだな。着替えとかもめんどくさいし、この時代、体動かすことの方が少ないだろ。だいたい機械がなんでもやってくれるこの時代になんで体動かさなきゃいけないんだよ」

　体を動かすのは嫌いじゃないし、汗を流すのが不快で死ぬわけでもない。

　ただなんというか、学校という所は不思議で、運動能力がそのまま学校の中でのカースト順位と直結することが多い。

　そんな場所で、体育というみんなが同時に同じ運動をするっていう時間は、〝見せつけられる〟感じがして非常に辛つらい。

　さらに言えば、身体能力測定って名目で、明確な数値として個人を比較されるなんて死にたくなる。

「まぁ、そうですよね。学校って場所には運動できないとかっこわるいみたいな不文律のようなものありますし……」

「そうなんだよ。でも出ないのはダメだし……。びしばしサッカーでシュート決めたりホームラン打てたら楽しいのかもな。せめて足とかが速ければ良かったんだけどな」

　別に運動能力がなくても構わない。

　マラソン大会をビリでゴールして拍手で出迎えられるのもいい。

　だけど、その様を美沙姫ちゃんに見られるとなると話は別だ。

『御成君って運動できないんだね』

　そんな風に言われる可能性もゼロではない。

「お前も、とっとと女子ロッカー行って着替えてこいよ。人工知能でも、外側は女子と変わんないんだから……」

　俺がシャツのボタンに手を掛けるとその手をイヴが摑んだ。

「ちょっと待ってください。私がなんのためにここにいるのかお忘れですか。運動できたらモテるはずです。当然美沙姫様もそう思うはず。ということでそんなミスターもやしであるマスターにはこれをお渡しします」

　そう言ってイヴが胸の谷間から取り出したのは、黒い布きれ。

「じゃじゃーん。狂衣ベルセルクロス〜」

「そんな黒い布、俺に渡されても困るんだが？　というかその名前かっこいいな。狂戦士ベルセルクと布を掛けてるんだろ。まじかっけー」

「はぁ〜、本当にマスターってネーミングのセンスが変わらないんですね。まぁいいでしょう。この布はただの黒い布じゃありません」

　イヴが布を広げると、スポーツ選手が着ているような、指先まですっぽり覆うタイプのピタッとした下着だった。

「あぁなんかこういうのよく野球部の連中とか着てるよな」

「そんな現代のちゃちな布とはわけが違います。質問ですがマスター筋肉はなんで動くと思いますか？」

「体の仕組みって話か？　それはたしか……電気信号だよな？」

「そうです。そしてこの狂衣ベルセルクロスは繊維から電気信号を発信させ、筋肉の可動を補助してくれます。時間がないので手短に説明しますが、ようは運動能力を爆発的に向上させるんです」

「マジか!?」

「マジです！」

　おいおい、これで俺運動できるようになったら、頭は人よりまぁまぁいいわけだし、無敵じゃね。完璧じゃね。

「一分以上の連続使用は体が負荷で壊れちゃいますが、体育の授業程度なら問題ありません。これさえあればサヨナラホームランだろうが、稲妻シュートだろうが、リレーで最下位から一位になることだって、夢じゃありません」

　科学の力ってすげー。

　イヴは俺に押しつけるように狂衣ベルセルクロスを手渡すと、足早に教室から出ていった。

　装着型電子端末アンクを見るとたしかに予鈴が鳴るまでもう五分もない。

　焦あせった俺が急いで渡された服を着込んでみると、生地はさっきまでの黒から、カメレオンみたいに俺の肌の色と同化した。

　肌に吸い付くような生地の感覚は心地が良いいぐらいだ。

「うおぉすげぇ……」

　着替えを終え廊下にでて、人気の無い廊下を軽く走ってみると、今までに無いぐらいの足取りの軽さ。

　よく陸上選手なんかが自分の体の軽さやキレが良いことを『羽が生えたみたい』っていうけど、まさにそれ。

「これだったら、俺も運動部と戦える。人工知能作って良かったー」

　人工知能を作って良かったと思えるのがこんなことでなんて、自分の器の小ささに呆あきれはするけど、そんなこと言ってたらはじまらない。

　自分史上最高の足取りの軽さで、校庭に出ると、既にクラスメイトは朝礼台の前で集まっていて、イヴも、美沙姫ちゃんも、あまり顔を合わしたくないアナも当然いる。

　その前には短髪で無駄に声がでかい体育教師が今まさに、点呼を取り始める瞬間だった。

　こう言う点呼の時、いつも思うけど、ア行の人間は損だと思う。

「えっと、御成イヴ」

「はいは〜い」

　どうやらイヴは俺より早く着替えを済ませていたようで、元気の良い返事が聞こえてきた。

「元気いいな。次、御成ー、御成尋じん」

「は、はい」

　いつもだったら遅刻ぎりぎりで返事もできないぐらい呼吸が乱れているはずなのに、今日は普通に返事ができる。

　最高だ。最高じゃないか。

「それじゃ全員出席だな。それじゃみんな良いか。嫌だろうが今日は身体測定だ。二人組になってもらうからな。じゃあ適当に二人組作ってー」

　体育教師の一言で、クラスメイトがどんどん二人組の相手を見つけていく。

　こういう時、男女問わず、仲の良い同性同士が二人組を作る。

　次に、クラスに何個かできたグループのメンツ同士で二人組を作る。

　そんでもって最後に余り者同士がくっつく。

　もちろん、クラスに仲の良い奴やつがいない俺は当然三番目のグループだ。

　だけど、ここで一つ問題がある。

　そう、このクラスは奇数。

　余った生徒は体育教師の監視下でこっちは一杯一杯なのに『もっと頑張れ』と言われるハラスメントを食くらいながら一時間過ごすことになる。

　だけど今の俺は違う。

　そう、俺には自分が作った頼れる仲間がいる。

　俺が辺りをきょろきょろと見回して、ようやく見つけたイヴだけど、イヴはあろうことか美沙姫ちゃんと話していた。

「ねぇイヴちゃん、一緒に組まない？」

「いいですよ。むしろお願いします」

　イヴさん!?

　そこはマスターである俺を、いの一番に見つけてくださいよ。

　運動能力がいくら高くなっても、友達がいなきゃ人としての魅力半減どころの騒ぎじゃないんだからさ。

　俺が慌てていると、後ろから俺のジャージを誰かが引っ張った。

「ちょっと御成〜、これからなにするの？」

　少し不安そうに俺のジャージの裾を摑つかみ、俺を見上げるのはアナだった。

　が、問題はアナの格好だ。

　胸には大きくひらがなで『あんな』と書かれてる白の体操着。

　あまりにもぴったりサイズでおしりのラインが丸出しの紺色ブルマ。

　きっと前の学校の体操着がこれだったんだろうけど、度肝を抜かれた俺は戸惑った。

　けど、こいつ以外に俺と身体測定をやってくれそうな奴を探そうとすれば、その前に体育の授業が終わってしまう。

「いや、これから身体測定するんだよ。先生が言ってただろ？　それでなんだけど、アナ、お前二人組組んだ？」

「く、組んでないわよ、それがなに？　悪いの？」
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「だったら俺と組まないか？」

「えっいいの!?　あっ……仕方ないわね、超絶美少女のアンナ様がびしばし準備体操の指導をしてあげるわ。覚悟しなさい」

　不安そうなアナの顔がにっこりと咲いた。

　よしこれで体育教師のハラスメントも回避だ。

　後は、俺が身体能力の高さを証明すれば美沙姫ちゃんも見直してくれるはず。

　見てろよ美沙姫ちゃん。俺が世界新記録とっても君への気持ちは変わらない！

「御成、いきなりニヤけて、そんなにアタシと組めて嬉うれしいの？」

「そんなんじゃねーよ」

　どうやら俺の顔が自然とにやけていたらしく、アナは俺を疑うように続ける。

「どうせ御成のことだから、アタシの体操着姿を見てエッチな妄想してたんでしょ」

「どう考えたらそんな発想に至るんだ。お前は本当にアホだな」

「男の子だから仕方ないかもしれないけど、アタシ以外にそういうこと思ったらダメなんだからね。アタシは海よりも広い寛大な心があるからいいけど……」

　自分で言い出しといて、なんで顔を赤くしてんだよ。

「さてじゃあ怪け我がしないように、準備体操始めるぞ。それが終わったら長座体前屈、百メートル走、ハンドボール投げ、の順番でやるからなー」

　俺とアナが会話をしていると、体育教師の掛け声がかかる。

　声に従ったクラスは、それぞれの二人組が間隔をとり準備体操に取りかかり始めた。

「御成……準備体操だって、準備体操しよ、座って？」

　そう言って俺の手をアナの小さな手が摑んだ。

　摑み返して、何気なく伝わる感触は、細くて摑んだら折れそうなほどの指先と自分にはないような肌のきめ細かさ。

　他意は無いが、慣れない感覚ってのは何度も確認したくなっちゃうもんで、指先をなぞるとアナが鳴く。

「んにゃあ〜」

「うわぁびっくりした。なんだよいきなり猫みたいに鳴いて」

「御成がアタシの手をなぞるからでしょ！　くすぐったいじゃない」

「わ、わりぃ」

　謝った俺は、正面に座ったアナに手を思いっきり引っ張られる。

　たしかに太ももの裏筋がじりじりと伸びていくし、体の筋が伸びているのはわかる。

　ただ、スーツの効果が実感できるって感じがまるでしない。

　足を伸ばしても、特別体が柔らかくなったっていう印象がない。

　俺がスーツの性能に夢中で、不安になったのか、アナが聞いてくる。

「大丈夫？　これであってる？」

　そう聞いてくるアナ。俺は体育教師でも何でもないんだから、これが正しいやり方かはわからないけれど、筋は伸びてるからきっと大丈夫。

「あー、大丈夫じゃねーか。次はお前の番だぞ」

　十分に筋が伸びたことを確認した俺とアナは、体勢を交換。

　今度は俺がアナの手を持って、ゆっくりと引っ張った。

「痛いの嫌だから、ゆっくりしてよね」

「わかってるって。そんな心配すんなよ」

　実際、小柄っていうこともあるんだろうけど、それにしてもアナの手足は細い。

　女の子って普通こんな細いのかって疑問に思うぐらいには細い。

　ただ俺のそんな態度が気になったのか、アナは心配そうに俺を見つめながらこう言った。

「ど、どうしたの？　なんかアタシ変かな？」

「いや、なんでもないけど。ただ細いから、力入れたら折れちゃいそうだなと……」

「アタシはレディなんだから、ちゃんと大切に扱ってよね！　それで次は何やるの？　他の人はアレやってるけど」

　アナが指さした方向に目をやると、二人組が背中あわせで立って、腕を組んでから、交互に担かつぎあって、腹筋が伸び伸びになるストレッチ。

　このストレッチの名前はなにって聞かれたらわかんないけど。

　一瞬、美沙姫ちゃんの方をちらりと確認すると、イヴと楽しそうにストレッチ中。

「まぁそうするか」

　後ろでアナと腕を組んで、背中を合わせると、服の生地が薄いらしく、俺の背中越しに熱が伝わってくる。

「俺は紳士、俺は紳士、俺は紳士」

「御成、ぶつぶつつぶやいてどうしたの？　キモいよ？」

　あぁそうさ、わかんないだろうさ。

　大体ブルマって何だよ。そんな下着みたいな格好、下着フェチという業ごうを背負った俺には効くんだよ。

　なんとか、息を整え、理性で本能を包み込む為ために大きく深呼吸。

　身長的には体重は軽いんだろうなと思っていたけど、非力な俺でもこのまま勢いよく担ぎ上げたら、アナの頭を地面にめり込ませそうな程軽い。

　なにより、アナの垂れ下がった髪が俺の鼻の辺りに垂れる。

　もう学校に長時間いるはずなのに、まるでシャンプーしたてのようなフローラルさ。

　不意の女性らしさに動揺した俺にアナが気付く。

「どうしたの？　顔赤いけど、どうかしたの？」

「い、いや、なんでもないからって」

「ふ〜ん。体調悪くても我慢してよね。アタシが困るんだから」

　その後も順調に準備体操を二人でこなし、いよいよ身体測定。

「よーし、それじゃ、準備体操が終わったやつから、測定始めろー」

　体育教師が大きな声でそう言うと、早い奴らはカメラアプリでお互いを映し長座体前屈の計測を始めてる。

「御成は、運動得意なの？」

　準備体操の段階で息絶え絶えの俺にアナが聞いてくる。

　前までの俺だったら、言葉を濁して、だっさい走り方で周囲に『あぁ運動苦手な人なんだな』って無言で伝えるんだけど、今日の俺はひと味違う。

　俺は肩で息をしながら親指を立てて、にっこりと笑った。

「得意だ！」

「そうなんだ。準備体操で息上がってるから運動嫌いなのかと思ったけど……。じゃあアタシと勝負しようよ？」

「かかってこい。今の俺は無敵だ」

　今の俺にはイヴの秘密道具が付いてるからな。

「だったら、アタシが勝ったら、お願い聞いてよ」

　はぁ？　今の俺に誰が勝てるって言うんだよ。

　俺オタクだけど、スポーツもできるよ。

　こんな感じで、今にもＳＮＳでイキリ倒しちまいそうだ。

　むしろ、負けるわけがない勝負を仕掛けてきたのは俺にとってはありがたい。

　もう二度と誤解を招くような発言をアナにさせないようにするチャンスだからな。

「いいぜ。だったら勝ったほうが、負けたほうの言うことを聞くってことでどうだ？」

「な、なによ偉い自信じゃない。いいわ。で、でもえっちなのはダメだからね」

「そんなこと頼まねーよ。いいからとっととやれ」

　そう言って、アナがお尻を地面につけ、上体を倒した瞬間だった。

　鎖骨と体操着の隙間が大きく開き、アナの胸の谷間が俺に挨拶してきた。

「ぬわっ谷……!!」

　俺の悲鳴にアナがあわてて体勢を戻す。

「へっアタシなんかした？　やり方間違えた？」

　俺の顔を不安そうに見つめてくるアナ。だけど丁寧に悲鳴の理由を教えるわけにもいかない。

「いや、なんでもない……。続けてくれ」

「本当に大丈夫なの？　ずっと顔赤いじゃん……」

「いや、全然気にすんな。ほら早く計測しないと時間切れだぞ」

　俺がそう言うと、また上半身を倒したアナは、気合いを入れたのか、『ふんっ』と息を吐きながら上体を倒した。

「えっと……ご、五十二センチ……」

　記録用紙を見ると、平均を少し上回る程度。

「まぁまぁかな」

　谷間が見えたり、ブルマに動揺したりはあったけど、ここまでは、全て俺の予測通り。

　そして次は俺の番。

　といっても俺がまず、負けるわけがない。

　俺にはイヴの秘密道具があるんだからな。

　意気揚々と俺は爪先めがけ精一杯手を伸ばす。

「えっと……、四十五センチね」

「えっ????」

　アナから結果を告げられた記録は、見事に高校二年生平均以下。

　たしかに体は羽が生えたように軽かった。

　だけど、準備体操で見違えるような効果は感じなかった……。

　きっとこのスーツは運動能力といっても、柔軟性の向上には効果が薄いんだろう。

　くそっ俺としたことが、見誤った。

　そして、その油断がアナとの勝負で俺に敗北を招いた。

「ハイ勝ちー。御成の負けー！　どうしよっかなー」

「いやいや、三回。三回勝負にしよう。せっかく三競技あるんだからさ」

　急場しのぎのごまかしだけど、もはや逃げ道はこれぐらいしか存在しなかった。

「たしかに……。でも御成、次も負けたら完全に言い訳もできないよ？　アタシは負けることなんてないから何回勝負でも構わないけど」

　屈辱的な、見下すような生意気な視線。

　だけど、お前ならそう言ってくれると思ったよ。

　首の皮一枚でつながった俺が、アナと次に向かったのは、校庭の端。スタートを告げるピストルの音が響くトラックだった。

　すでに長座体前屈を終えた人間の列の最後尾に並んだ俺たちは、ピストルが鳴る度に一歩ずつ進んだ。

　そして五分ほど待って、ようやく先頭にくると、アナが俺に言ってくる。

「約束忘れてないよね？」

「わすれてねーよ。むしろお前こそ絶対約束守れよ」

「そういう強気な発言は勝ってからしてほしいわね。あーこれ勝ったらなにしてもらおうかな〜。三回勝負だからこれ勝ったらアタシの勝ちなのわかってるわよね」

「そういうのは勝ってから言うんだよ」

　三回勝負の二回目。

　頑張れば、えっちなことのために頑張ってるとも思われる。

　だからといって負けたくない。

　完全に追い詰められていた。

　これも全て、イヴの道具に頼って慢心した俺の責任だ。

　だからこそ、今からやる百メートル走は油断しない。

　アナは立ったままの体勢でのスタートらしい。

　対する俺はクラウチングスタートの構え、スタートを告げる合図を待った。

「んじゃーいきまーす、よーい」

　すでに百メートル走を終えたクラスメイトがピストルを持った右手を上げ、引き金とともに、甲高い銃声が校庭に鳴り響く。

　反応した俺がつま先で地面をけると滑り、足がもつれた。

「まじか」

「へへーん、おっさきー」

　手間取る俺とは対照的に、好スタートを切ったアナの背中が遠ざかる。

　だけど負けは許されない。これは今後の学生生活の平穏を取り戻す為の戦いなんだ。

「んにゃろぉぉおおおおおお」

　体勢を立て直し、地面を蹴った。

　どうやら俺の考察は正しかったみたいだ。

　まるで足が自分の足じゃないみたいに動く。

　地面を蹴ることがそのまま推進力に変わっていく気持ちよさに俺は驚いた。

「勝った。これは勝った」

　徐々にアナの背中が近づいてくる。

　五十メートルをすぎた頃には、完全にアナと横並び。

「わりぃな。もらったぜ」

　捨て台詞ぜりふを吐いて、アナに踏み込む。

　踏み込めば踏み込む程、服が体にはりついて締め付け、筋肉が前に進めって訴えてくる。

　ゴールはもう目の前。

　普段だったら、この辺で肩で息しているはずの俺の体に疲労は一切ない。

　ありがとうイヴ。これで俺も体育の前にため息つかなくてよくなるぜ。

　到着。

　過去最高の走りだった。

　ゴールである百メートルを告げる白線を越え、ボジョレーヌーボーの出来より最高な走りに満足した俺が減速しようとした瞬間だった。

「あれ？」

　足が止まらない。

　止めようとしても全身が言うことを聞かない。

　まだ言うことが聞く首だけで振り向くとアナはじっと俺を見て呆ぼう然ぜんと立ち尽くしている。

「止まらない。アナ助けてくれ！」

「………………………………」

　俺が必死にアナに助けを求めても、声が届いていないらしい。

　そんなことをやっている間に将棋の香きょう車しゃのように、ただひたすら前に進む俺の鼻先にはコンクリートでできた体育館の壁が待ち受けていた。

「うぉおおおおおおおお止まれって〜」

　必死の抵抗も虚むなしく、壁に打ち付けられた俺が最後に見たのは、少しだけ曇った青空だった。





♂♂♂






「マスター、マスターが起きた！　よかった、このまま死んじゃうのかと思って、本気で心配したんですよ。あぁよかったぁ〜」

　痛みで目が覚めると、首元にはイヴがまとわりついて苦しいぐらいだった。

　最後の記憶はコンクリートの壁が目の前にあったことを考えると、きっと俺はあの壁に激突したんだろう。

　この薬品臭い布ふ団とんと以前の経験から保健室なのは間違いない。

　ただ、イヴの体重で体が潰された俺には鈍い痛みが響いていた。

「いだだだだだだだだだだだだ」

「あぁすいません、大丈夫ですか？　まさかスーツがこんな形で暴走するなんて……。それで睾こう丸がんは大丈夫ですか？」

「最初にもっと心配しなきゃいけないことあるだろ」

「だって、私の主任務はマスターの睾丸の死守ですから」

　可か愛わいげないアンドロイドだよ全く。

「それにしても、なんなんだよ。あのスーツは。俺死にそうになってんじゃねーか」

「いやー、まさか敵がこんな形で攻撃してくるとは思いませんでしたね。まさかスーツをハッキングして攻撃をしてくるとは……」

「敵？　そんな訳ねーだろ？　どうせ道具が暴走したとかなんだろ？」

「そ、そんな訳あるわけないじゃないですか。男が言う、「何もしないからホテルに行こう」ぐらい本当です。いやだなぁマスターは……」

「全然信用できないだろ、その言葉は」

　既に未来からやってきた敵の今までを考えると、イヴのスーツが暴走したって考える方が自然。

　その証拠にイヴの目は、俺の目を見ようともせず泳ぎに泳いでいた。

「ともかく、なにが起こったんだ説明してくれ」

「はい、ではご説明させていただきます。マスターは敵のハッキングを受け、スーツが暴走、百メートルを走りきった瞬間に止まれず、壁に激突。結果、全身の筋肉痛、頭部外傷性頭皮下血腫、それに足首に軽度の足関節捻挫。全治にはおおよそ二週間といったところでしょうか」

　どうやら意地でも自分の非を認めたくないイヴは、小難しく俺の怪我について説明するけど、要するに、デコには大きなたんこぶができて、足の筋繊維はぐちゃぐちゃで、壁にぶつかった衝撃で、足首は捻ひねって痛めているらしい。

　自分でも、確認のために体の節々を動かすと確かに、それらしい鈍痛が認識できる。

「ほんとに軽度なのかよ、めちゃくちゃ痛いんだが」

「お労いたわしい……。まったくマスターの命を狙うなんて許せません。これが義憤って感情なんですね。それはともあれマスターが起きたので私はこの辺で失礼しますね」

「えっもう行くのか？　看病とかしてくれないのか？」

　体もまともに動かないような状況だ。

　ここで学校にマッチョが現れたら、逃げることもできず、されるがままになってしまうので一人は心細くてたまらない。

「マスターの意識が戻ったら、保健室の先生を呼ぶよう言われてるんです。それにマスターを家まで送り届ける為ための準備も全く終わってませんので、急いで用意してきますね。ちゃんとここにいてくださいよ」

「どうすんだよ、ここでマッチョが現れたら、俺ヤられるぞ？」

「たしかにそれもそうですね。では何かあったらすぐに装着型電子端末アンクで私に連絡してください。私も急いで戻ってきますから」

　イヴはそう言って保健室から出て行ってしまった。

「あぁ、ひどいなこりゃ……」

　怪け我がの具合を確認するために布団をめくると、足首には御大層に包帯が巻かれている。

　目立った外傷はないから派手には見えないけど、これは心にクるタイプの怪我だ。

　なにをしても、体につきまとってくるんだろう。

　座っても痛い、立っても痛い。寝てても痛い。

　そんな怪我としばらく向き合わなきゃいけないと思うと、気分は落ち込む。

　いっそ骨でも折れててくれれば諦めもつくのに。

　そんな傷心の俺に誰か来客が来たようだ。

　保健室のドアが開き、誰かが入ってきた。

「なんだよイヴ、ずいぶん早かったな……」

　てっきりイヴが来たと思って、ドアに視線を移すと、体育の授業時と変わらない姿のアナが浮かない顔でこちらを見つめていた。

「あ、アナ？」

「ねぇ御成……入って良いい？」

　うつむいてて顔はよく見えないけど、雰囲気と声のトーンは暗くて重い。

「あぁ良いんじゃねぇか？　先生いないけどどうした？　怪我でもしたのか？」

　記憶は無いけれど、もしかしたらスーツが暴走してアナに怪我させちゃったのか？

　そんな不安が脳裏をよぎる。

　俺が造ったイヴの道具で、俺自身が怪我するのは許せる。

　だけどアナが怪我するのは話は別だ。

　間接的に自分が誰かを傷付けるのと同じ意味だからな。

「ううん、アタシは大丈夫。でも……御成がこんなに怪我なんかすると思わなくて……。本当にごめんなさい」

　こいつはきっと俺が勝負事で熱くなって、壁に激突したと思ってるんだろう。

　だとしたらそんな勘違いをさせておくわけにもいかない。

「別にお前が気に病むことないよ。俺がしたことだから」

　俺が伝えると、顔を上げて、夕日に映し出されたアナの顔は戸惑っていた。

「えっ、なんで？　アタシが悪いわけじゃないの？　アタシがいたから……」

　アナは自分の責任を感じているようだけど、悪いのは俺だ。

　体育の成績が簡単に上がるなんていう道具に手を出して、世の中そんな甘いもんじゃないってしっぺ返しを食くらっただけで、アナが責任を感じる必要はない。

「お前といたことは俺の怪我とは関係ない。俺の責任だ。自分で柄にもないことしたから神様が怒ってんだろ」

「ちがうの……アタシが悪いの……。アタシが……」

「なんだよ。もしかして自分が勝負吹っかけたから怪我したとか思ってんのか？　勝負に乗ったのも俺だし、痛い目みたのも俺だ。それで終わりだよ。そりゃたしかに体はいてーけどさ。痛い思いしなきゃ教訓なんて学ばないじゃん」

　この十年、イヴを作ってきてわかったことがある。

　それは折れない強さだ。

　きっと人工知能を作ることに限らないかもしれないけど、なにかに向き合おうとすると、躓つまずくことがある。

　うまくいかない、つらい、やめたい。

　そんなことの連続だ。

　もちろん生死にかかわるような辛つらさなら逃げたってかまわない。

　だけど、これと決めたことがあるなら、折れちゃだめだ。

　それができれば、その時負けたとしても、勝負は負けじゃない。

　自分は弱いと認めた上で、今何ができるかを考えればきっとうまくいくはずだ。

　いや、そうだと信じたい。

　ここまでわかってんだったら、友達作りも頑張れよと言われるかもしれないけど、人には向き不向きがあるのもまた事実。

　むしろ、俺は人付き合いってのが苦手と飲み込んだ上で生きてるんだから、教訓は生きてる……はずだ……。

「まぁそういうことだから、気にすんな。ほらいつもみたいに笑ってみろよ」

　俺が言うと、アナはぎこちなく笑った。

「大体、なんで自分のせいなんて思ったんだよ」

「だって…………あ、アタシの可愛さのせいで……尋の必死な気持ち気付いて上げられなくてごめんね。そんなにチューしたいんだったら言ってくれれば……」

　そう言って、アナは俺の寝ているベッドに両膝をつくと、四よつん這ばいになって俺に顔を近づけてくる。

「な、なにしてんだよお前いきなり。こっちくんなよ？　近いんだよ、顔が」

「チューしたくないの……？」

　俺を見つめるアナの顔はきょとんとして、俺の言葉が理解できないような表情だった。

　もしかして、コイツは俺が自分とキスした過ぎて、壁に激突したと？

　じゃあ今までの流れは、全部意訳すると、私が可愛すぎてごめんねってことか？

　ゆるせねぇ、これが怒りって感情か。

「そ、そんなわけないだろ！」

「だって、御成すっごい必死だったから……。それに男子高校生はすぐにえっちなことしたがるっていうし……御成もそうなんでしょ？」

「主語がでけーんだよ！　たしかに高校生はアホで馬鹿だけど俺はちげー。もしかしてお前、誰にでもそんなこと言ってんのか？　それでいづらくなって転校したんだろ？」

「ち、違うわよ。誰にだって言うわけないじゃない。お、御成にだったら、そういうことしてもいいって言ってるの！」

　そう言って、アナは俺に顔をどんどん近づけてくる。

　俺は動きたくても体が痛くて、アナの軽い体重でも撥はね除のけられない。

　結果的に、俺はアナに跨またがられ、身動きもとれなくなっていた。

　そして、目の前にはアナの柔らかそうな唇。

　どうすんだよ俺、登るのか大人の階段？

　いや、まてそんなことでいいのか御成尋。

　そうじゃないだろ。

　なんのために壁に激突した。

　なんのためにアナに勝とうとした。

　全部、美沙姫ちゃんの誤解を解こうとするためだろ。

「し、しねーよ。それに俺がお前にしてもらいたいことは違うことなんだ」

「ふ〜ん、だったらアタシに何してほしいの？」

「それは……」

　美沙姫ちゃんへの誤解を招くような発言の訂正をしてもらうはずだった。

　今後はクラスで俺の人間関係をこじらせるような行動をしないよう諫いさめるはずだった。

　でも、約束を取り付けようとした瞬間に事件は起こる。

「じ……ん……くん……!?」

　ドアの開く音、と、同時に聞き覚えのある声がした。

　俺が首だけでドアの方を向くと、そこには肩で息をする美沙姫ちゃんが夕日に照らされ立っていた。

　俺はベッドで仰向け。さらに俺の上にはアナが四つん這いで跨がっている。

　どんな鈍感な人間でも誤解するだろう。

　その上、美沙姫ちゃんは俺とアナは付き合ってるとも誤解している。

「じ、尋くん……今……アナちゃんが上に……えっ、な、なにしてたの……？」

　美沙姫ちゃんの声は妙に明るくて、それでいてなにかを納得したような声だった。

「いや違うん……」

「そっか、やっぱり……なんか邪魔しちゃったみたいだから、私行くね」

　人間関係っていうのはコミュニケーションの齟そ齬ごで簡単に拗こじれてしまう。

　そしてまともにコミュニケーションが取れていない俺と美沙姫ちゃんとの間にはマリアナ海溝よりも深い溝ができたことはいうまでもない。

　ただ、こんな時でさえ俺はなにを言えば良いのかわからなかった。

　宙に一本はられた綱の上で、目隠ししているような恐怖感とでもいえばわかるだろう。

　踏み外した瞬間、なにもかにもが終わってしまう。そんな感覚で動けなかった。

　そんな俺を見たのか、美沙姫ちゃんは俺たちに背を向け、静かにドアが閉まる。

　空気の流れが止まり、淀よどんだ空気だけが残った。

「大丈夫、御成？」

　心配そうに俺に聞いてくるアナ。そんなに心配なら、まず俺に跨がるのはやめてほしい。

　そんな重い空気の中、再びドアが開くと、イヴののんきな声が聞こえてくる。

「ふぅ〜ようやく準備終わりました。マスターまたなんかしたんですか？　今そこで美沙姫様とすれ違ったんですけど、挨拶も返してくれないし、ちょっと目が赤かったですよ……。って……これは？」

「いやこれは……違うんだ」

「どこがどう違うのか、説明してもらえますか？」

　イヴの顔は怒りながら笑っていた。











第四章　ＡあＩいより青し









「ファミレスでパフェとか注文して『あっ尋じんくん、これおいしい。はいあ〜ん』とかしてぇとか言ってましたけど、マスターが史上最低のクズだったからできなかったんじゃないですか？　私は美沙姫様を呼んで二人っきりにしようと思ったのに……」

「いやもうこれに関しては、全く反論の余地もねえよ。でもさ、アナが入ってくるなんて思わなかったし……」

「たしかに、全てマスターの責任とは思いません。ですが、あの転校生に馬乗りになられた段階で助けを呼ぶとか、嫌がるとかできたじゃないですか！　オークに嬲なぶられる女騎士じゃないんですからもっと抵抗してください」

　満まん身しん創そう痍いの体を引きずってなんとか帰宅した俺は、ベッドに寝転がろうとどうにか自宅の階段を上って、荷物を置くと、座れと顎でイヴに指図された。

　俺が無言で正座すると、粛々とイヴの説教が始まり、かれこれ三十分が経たとうとしている。

　そりゃ、夕方の一件は俺だって悪いと思う。

　でもさ、俺にはあんな細い女の子をどかす力さえ無かったんだよ？

　それでアナの馬乗りを回避しろっていう方が無理な話だ。

「それで……これからどうするんですか？」

「どうって？」

　呆あきれた顔をするイヴが俺にそう聞いてきた。

　ただどうするのかっていう質問の意味がわからなくてオウムがえしをせざるをえない。

　そんな俺にイヴは大きなため息をついてから話し始める。

「だからこれから先のマスターの身の振り方を聞いてるんですよ。今のマスターの行動力と経験値じゃ美沙姫様とはこの人生で付き合うのは無理そうですから。もういっそのこと、この街の有名な種馬スタリオンとして性を謳おう歌かするのも一つの手段ではないですか」

「どこでそんな言葉覚えたんだ！　俺そんな言葉遣いゆるさねぇぞ！」

「なら言い方を変えます。これから会う女の子に無責任な発射をしていきましょう」

「言い方がより悪くなってんだよ」

　俺の発言にイヴはこれ以上無いぐらいの大きなため息。

「はぁ〜、ともかく、こだわりは捨てて、女の子なら誰でも良いいって話なら私はそれでもいいんです。それこそ最近のラノベの主人公も真っ青なスーパーハーレムだって、マスターが作りたいって言うならお手伝いします。でも……そうじゃないですよね？」

　そういって真剣な目で俺を見つめるイヴに俺はゆっくりと頷うなずいた。

「だったらもう覚悟決めて、直接会って正直に全部を美沙姫様に言うしかありません」

「だからそれが無理なんだって！　どうせ俺なんて美沙姫ちゃん口きいてくんねーよ」

「どうせとか、無理とか自分を卑下するような発言はダメです！　思い出してください。と言っても、まだ未来のことなので実感無いでしょうけど、たしかにマスターは私を作ったんですよ？　人類では無理だって言われていた完全思考型の人工知能の開発をやってのけたんですよ？」

　会話に熱が入ったのか、イヴの言葉には励まされるような熱量がつまってた。

「わかった……わかったよ。頑張るよ……ただ方法がわかんないんだよ」

「それは簡単です。そもそもマスターが美沙姫様に話しかけられない大きな原因はそのマイナス思考ですからね。自分なんかが美沙姫様とお話しするような存在じゃないと卑下するそのねじ曲がった根性です」

　悔しいけれど、図星だった。

「じゃあ、そのマイナス思考変えればいいのかよ」

「たしかにそれも一つの手段ではありますが、人間の性格を変えるのはそう簡単なことじゃありません。ここは別の方法でアプローチをしましょう」

「その方法って……？」





♂♂♂






　いつもより人が少ない休日の学校で、俺とイヴはグラウンドの端、部活棟の陰から美沙姫ちゃんに訪れるはずの隙を朝から窺うかがっていた。

　初めのうちは緑の芝生がキラキラと輝くグラウンドの上で、女の子たちが走り回って、ラクロスのラケットを振り回す光景は楽しく見られたが、そんな光景を何時間も見続けるというのは拷問に近い。

「なぁイヴ、もう帰ろうって……座って見てるだけっていっても、こっちは全身の筋肉痛で首がもげそうなんだよ」

「だから私がさっき膝枕してあげましょうかって言ったんじゃないですか、なのに、俺はそういうのいいからとか硬派ぶったんじゃないですか？」

「こ、硬派ぶってるわけじゃねぇよ！　ただ待つのが苦痛なだけで……」

「そんなに嫌だったらマスター一人で帰ればいいじゃないですか？　その場合はただ一いち途ずぶってるだけで、誰でも良いと判断して、真面目な女の子にはめっぽう評判が悪くなりそうなチャラ男ムーブしてもらいますからね」

　それってようは美沙姫ちゃんに嫌われるようなことさせるってことだろ。

「これでもマスターの意思を尊重しているんですよ。いつ敵がマスターの息子さんを狙ってくるかわからない状況で、無理矢理にでも充電した方がいいのに私はしてないんです。この意味、わかってますよね？」

　俺の童貞を尊重してくれるのはありがたいけど、それとこれとは話が別だ。

「わかってるよ！　だけど、もう夕方だぞ？　朝からずっと見てるけど全然美沙姫ちゃんに隙なんかできないじゃん！」

　待てども待てども、美沙姫ちゃんは一人にならない。

　登校のタイミングで既に後輩から囲まれ、休憩中は、上級生から練習内容の相談で囲まれ、同学年からは今週の宿題について色々聞かれ、常に周りに誰かいる。

「困りましたねぇ〜。ただ、美沙姫様って知れば知るほどマスターと真逆じゃないですか。光が強ければ強いほど影は濃くなるといいますがまさに、マスターと美沙姫様はコインの表と裏のような関係なんですね」

「お前が美沙姫ちゃんを褒めれば褒めるほど俺が辱はずかしめられてるんだが????　とにかく今日はもう無理だな……こうなったらメールとかで伝えよう」

　俺が今日は諦めようとイヴに言うと、イヴの顔がしかめっ面つらに変貌した。

「マスターって好きなことには肌についたらなかなか落ちないローションの様な粘り強さを発揮するのに、なんで苦手分野はそうなんですか」

「他にもっとこう……良いたとえあるだろ！」

「だって本当のことじゃないですか〜。でも安心してください、塩が配合されたボディソープを使えば一瞬でローションって落ちるんですよ」

「ローションが肌から落ちなくて困ってんじゃねぇよ！　メールで伝えた方が効率的じゃないかって言ってんだよ！」

　イヴは肩を落として大きなため息をついた後、呆れ顔でこう言った。

「良いですか？　作業の最大効率を考えるならインターネットが発達してるのにわざわざシリコンバレーに優秀なエンジニアが集まる理由がないじゃないですか。結局人間の根源は効率じゃないんですよ」

　コンピュータ技術を持った会社はアメリカのサンフランシスコに何故なぜか集まる。

　情報化社会の最先端を扱ってる会社なら、ネットでやりとりすればこと足りるはずなのにそうしない。

　ぐうの音も出ないほど的を射た指摘に俺は黙るしかなかった。

「理解していただけて光栄です。ただ、マスターが今日痛む体を押して頑張ったのも事実です。ご褒ほう美びに今から私の太ももを枕にする権利を与えましょう！」

「だから良いって言ってんだろ！」

「逆にそこまで拒否するのは失礼だとは思わないんですか？　これでも私の太ももはあのテンピュール枕をも超えるもちもち具合なんですよ！　どうです触ってみます？」

「その機能も未来の俺が作ったのか？」

「はい、もちろんです。『俺は生身の女なんか信じねぇ、この天才に作れぬ物はないんだ。人間の女を超える最高の太ももで世の中の男たちを、新たなステージに連れて行くんだ』と熱く語ってらっしゃいました」

　もうほんと未来の俺しょうもねぇな。

　俺も俺でありったけの空気吸い込んだ後に、それはそれは大きなため息をついた。

「なにかご不満でも？」

「い、いやなんというかその……なんか想像してた未来と全然違うんだなって……」

「違う……といいますと？」

「なんていうかもっとちゃんとした大人になるもんだと思ってたんだよ。なんとなくだけど彼女ができて、なんとなく家族ができて、仕事は大変だけど、家族のためには頑張らなきゃとか思ったりしてると思ってた。だけどイヴの話を聞く限り、未来の俺はしょうもねぇなーってさ」

「なんだ〜、今更そんなことで悩んでるんですか？」

「そんなことってお前……、俺にとっては重要なことなんだよ」

　きっと三十歳ぐらいになったら勝手になってると思ってた未来の設計図とは、かけ離れた方向に未来の自分が進んでることへの戸惑いとでも言えばいいんだろうか。

「たしかにそうですね。でも……マスター、未来っていうのは不確定で不確実なものなんですよ？　ほら……言うじゃないですか、あの〜箱に入った猫」

「シュレディンガーの猫のことか？」

「そうですそうです！　箱の中の猫が生きてるか死んでるか、それは開けてみるまでわからないんですよ。だから私の知ってる未来が必ずしもやってくる訳じゃないんですよ。だからこそ今自分がベストだと思うことをするのが一番じゃないですか？　何か迷った時、やっておけばよかったなんて思ったらつまんないですよ。それに私はマスターが決めたことは全力で応援します。だって私はマスターだけの人工知能ですから！」

　思いがけずイヴの言葉に勇気づけられた。

　ただこのことを伝えたら、調子に乗ると思うので、そっと胸にしまっておこう。

「あっ見てくださいマスター、美沙姫様の部活が終わったみたいですよ」

　グラウンドに視線を戻すと、桃色のポロシャツと赤いチェックのスカートに身を包んだ女の子たちが、談笑しながら俺たちの方に向かってくる。

「まずいな、物陰に隠れて様子を見るぞイヴ」

「了解です！」

　俺とイヴが部室棟の陰に隠れ、じっと様子を窺っていると、聞き覚えのある声と誰かが会話しているのが聞こえてきた。

　いけないと思いつつも好奇心に負けた俺はばれない程度に顔を出すと、お節介焼きそうな美沙姫ちゃんの友達と美沙姫ちゃんの姿が目に入った。

「ねぇ本当に好きな人いないの？」

「えっ、それ言わなきゃダメなの？」

「だってだって、やっぱり私たち女子高生なわけじゃん？　三年間部活だけっていうのもね〜。私も言うから、美沙姫も言ってよ〜」

　目の前で繰り広げられるガールズトークに俺は震えた。

　もし仮に、美沙姫ちゃんの口からスクールカースト上位の男子の名前を挙げられたら俺は死ぬしかなくなるからな。

「えぇいやだな〜」

　そう言う美沙姫ちゃんにも構わず、友達が次々に男の名前を挙げ始める。

　聞こえてくる名前はこの学校ではかっこよかったり、運動分野で類まれなる才能を発揮する男ばかり。俺とは真逆の存在と言い換えるとしっくり来るだろう。

　ただ美沙姫ちゃんはどの名前を出されても、否定的な雰囲気。

「他にかっこいい人なんて美沙姫のクラスにいたっけ？　あぁもう全然だめ。つうか同じクラスならささっと美沙姫が告白して、拒否るやつなんていないでしょ」

「……たし……なんかじゃ無理だよ……だって……ううん……なんでもない。あっ先輩が呼んでるよ、行こうミカ」

「あっ、うん」

　どうやら先輩に呼ばれたんだろう。

　二人の足音が遠ざかっていった後に、ドアの閉まる音が聞こえた。

　きっと部室に一度戻ったんだろう。

　ようやく張り詰めていた緊張感が解けた、と同時に吞のん気きなイヴの声。

「いや〜いいですね、いいですね。青春って感じですね……ってあれマスター、なんで地面見つめてるんですか？」

　が、能天気なイヴとは裏腹に現実を突きつけられた俺は、四よつん這ばいになって、地面を見つめながら美沙姫ちゃんの会話に打ちひしがれていた。

「地面見てるわけじゃねぇ、現実が辛つらすぎて、凹へこんでるんだ」

「なにか精神に来ることなんてありましたっけ？」

「お前こそ話聞いてたか？　美沙姫ちゃんに好きな人いるんだぞ？」

「マスターこそ話聞いてました？　美沙姫様は好きな人いるなんて言ってなかったじゃないですか？」

「確かに言葉にはしてなかったさ。だけどもうあの雰囲気はいる空気だったじゃん」

　イヴはキョトンとした顔で俺を見つめていた。

「あ〜そうですね。でも、同じクラスということは、それがマスターという可能性がちゃんとあるわけじゃないですか。たしかクラスの男子はマスター含め十八名ですから、約五パーセントの確率ですね」

「下手なソシャゲの最高レア引くより確率低いじゃねーか。そんな確率引けるほど強運じゃないんだよ俺は」

「でも、私の言ってること間違ってないですよね？」

　たしかにそうかもしれんが、その五パーセントに何十万もかけても引けない人間を俺は知っている。

　俺がそんな可能性に殺されそうになっていると、どうやら、部室の用事を終えた美沙姫ちゃんたちが出てきたのでまた、俺たちは物陰に隠れる。

「それじゃ先輩、お疲れ様でした」

「は〜い、ミカも美沙姫も気をつけて帰ってね」

「ちょっと先輩、美沙姫はさておき、私は子供じゃないんですから」

　目視で確認したわけじゃないが、美沙姫ちゃんとさっきのお節介そうなミカってのが先輩に別れの挨拶をしているみたいだ。奥から先輩らしき人の声も返ってくる。

　この感じだと今日の部活は終わりみたいだ。

「なによミカ、私のこと子供扱いなの？」

「でも実際そうでしょ、美沙姫は箱入りだから早く帰らないと心配されちゃうよ？」

「もうミカったら……。でも大丈夫。今日はパパとママの結婚記念日でお姉ちゃんしか家にいないから」

「美沙姫の両親本当に仲いいよね。うちなんかもう全然ダメ。喧けん嘩かばっかだもん」

　さっきみたいな話題が続くようなら耳をふさごうと思ったが、どうやら話題は家族の話。

　そういえば俺、美沙姫ちゃんの家族のことなんも知らないな。

「マスター、美沙姫様、帰るみたいですね」

「みたいだな」

　俺たちが物陰から顔を出すと、二人は校門の方まで既に歩き始めている。

「さっ、見失わないように私たちも尾行しましょう！」

「お、おう」

　俺たちは、いつか来るはずの、美沙姫ちゃんと友達が別れるその瞬間を待ちながら、校門を抜け、物陰に隠れながら、一定の距離を保ちつつ後を追う。

　ちょうど夕飯時ということもあってか、人通りも少ない。

「朝も思いましたけど、尾行なんて探偵みたいですよね。こんなことになるんだったらアンパンと牛乳、用意しとけばよかったですね」

「くだらないこと言ってんなよ、俺の人生がかかってるんだぞ？」

　人工知能に集中力なんてものがあるのかは知らないけれど、尾行に飽きたように雑談を始めるイヴ。

「あまりにマスターが緊張してるから、あえて言ってるんですよ？　それに何事も格好から入るのも重要ですから」

「なるほどな。でも格好から入るなら、まずはトレンチコート着ないとダメだろ」

「たしかに……。次は用意しておきますね」

　俺たちが箸にも棒にもかからないようなくだらない会話を繰り広げてる間に、美沙姫ちゃんは友達と別れ、一人公園に入った。

「美沙姫様、公園に入りましたね。美沙姫様、生まれたままの姿に首輪だけをつけて散歩としゃれ込むんでしょうか？」

「お前は公園にどんなイメージ持ってんだよ。普通に考えれば近道だろ？」

「公園といえば人妻が羞恥プレイするところだと思っていたので残念です」

「いちいち常識がエロ漫画なんだよ！」

「だって、仕方ないじゃないですか、未来のマスターがそういうことにばっかり検索かけるんですから。ってマスター見てください！」

　イヴが指さしたのは、花壇の傍そばで立ち尽くす美沙姫ちゃん。

「とうとう来ましたよ、今日一日待ったかいがありましたね」

　イヴの言うとおり、美沙姫ちゃんの周りには人は見えない。

　これをチャンスと言わずしてなんと言う。

「あぁ、ここで一気にこのめんどくさい人間関係を解消して前みたいな美沙姫ちゃんとの関係に戻るんだ」

「その意気ですよ、マスター。ん？　ちょっと待ってください……」

「なんだよ、人がせっかく勇気をだして美沙姫ちゃんの所に行くっていうのに」

「いや……あれ、美沙姫様の前を見てください」

　イヴが指さした先には、美沙姫ちゃん。

　ではなく、美沙姫ちゃんの少し前方を指さしていた。

　人影だった。それも、背丈からすると、大男のように見える。

　美沙姫ちゃんに近づく人影は街灯の明かりに照らされると、トレンチコートを着込んでいるみたいだ。

「マスター、トレンチコートですよ！　警察ですかね。それとも探偵ですかね」

「トレンチコート着てるからって、その職業ってわけじゃねぇ。だいたいどっちも美沙姫ちゃんに用事ねぇだろ」

　人影が着ているトレンチコートにイヴは目を輝かせている。

　そんなイヴと俺の注目を集めた人影は美沙姫ちゃんの前でもぞもぞと動くと、トレンチコートを一気に脱ぎ捨てる。

　中からは見覚えのあるボディビルダーのようなたくましい肉体。

「きゃああ──！」

　響く美沙姫ちゃんの悲鳴も当然だ。

「あ、あいつ、ただの痴漢じゃなくて、俺を襲ったマッチョじゃねぇか。お前やっつけたんじゃないのかよ」

「もちろんやっつけましたよ。でも言ったじゃないですか既に何体か未来からエクスマギアが来てるかもって、あれはマスターを襲ったのと同型のエクスマギアですね。いえ、もしかしたら女性に局部を見せることで、性的興奮を覚えるエクスマギアかもしれません」

「そんな冷静な分析いらないんだよ。つうかなんで全裸で美沙姫ちゃん襲ってんだ？　そりゃ俺襲った時は理わ解かるよ？　未来から来たばっかしだからな。全裸なのも、理解してやる。でもこのタイミング、この状況で全裸で美沙姫ちゃんを襲う理由がねぇ！」

「そ、そうですね……。私も詳しいことはわかりませんが、おそらくマスターを狙うタイミングで待ち構えていたところに美沙姫様が出くわしてしまったんだと思われます。それにしてもエクスマギアは本質的に全裸になると戦闘能力が上がる機能が実装されているんですかねマスター？」

　そう言ってイヴは着ている服の裾に手を掛ける。

「お前まで脱いだら美沙姫ちゃんの誤解を解くとかいう話じゃなくなるだろーが。じゃあ俺たちが美沙姫ちゃんを尾行してたから襲われてるってことだよな。なおさら美沙姫ちゃんを守らなきゃ」

「ですね。ひとまずマスターは美沙姫様を連れて逃げてください！　私はあの露出狂を止めておきますから」

　イヴの言う通り、情けない話だけど、マッチョ相手に俺ができることはない。

　だけど男の子にはいろんな戦い方があるんだ。

　運動ができるなら運動で戦えばいい。

　勉強が得意なら勉強で戦えばいい。

「美沙姫ちゃん！」

　俺の声に振り向いた美沙姫ちゃんの目は潤んでいた。

　今の俺になら、美沙姫ちゃんの精神状態が手に取るようにわかる。

　なんてったって俺は既にこういう経験があるからな。

　いきなり変態に会った時、人間はあまりにも無力だ。

　男だろうが、女だろうがそんなことは関係ない。

　変態はみな平等に現れて、平等に恐怖を撒まき散らす。

　許せねぇ……許せねぇよ変態。

「あとは頼むぞイヴ」

「了解です！　絶対にあとから追いつきますからしっかり逃げてくださいね」

　そう言って笑うイヴに頷うなずくと、普段だったら触るのを躊ちゅう躇ちょする美沙姫ちゃんの手を握った。

「なんで尋くんが……？」

　一気に色んなことが起こって、頭が上手うまく回ってないんだと思う。

　美沙姫ちゃんはなんでこんなばっちりのタイミングで俺が助けに来たのか不思議でしょうがないらしい。

　ここで正直に、朝からずっと尾行してました。なんて言えるはず無い。

「いいから逃げよう」

　俺は美沙姫ちゃんを強引に誤魔化してから、イヴに背を向け走り出す。

　とはいえ、どこに逃げればいいんだ。

　たしかこの近くには交番はない。

　俺の装着型電子端末アンクに入っている方のイヴで確かめても良い。

　ただ、あれから地図情報の更新に手をつけてないから、前みたいなことが起きないとも限らない。

　マッチョの狙いが俺の命だったらまだ良いいけど、美沙姫ちゃんに害が及ぶようなことだけは避けたい。

　どうする……どうすりゃいいんだ。

「今だったら顧問の先生がまだいるかも……」

　問題をどうやったら解決できるのか頭をフル回転していると、いつもの癖でいつのまにか口から出力してしまっていたようだった。

　だけど今は美沙姫ちゃんの出してくれた回答にすがるしかない。

　俺と美沙姫ちゃんは目を合わせ、手を繫つないで走り出した。
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「み、美沙姫ちゃんもう無理だよ……が、我慢できない」

「はぁはぁ……尋くん……もう少し、もう少しだから」

「ダメだよ……もう……もう我慢できない……うっ……で、でるっ!!」

　街灯だけで人の気配のない学校に着くなり、俺は校門横の生け垣に胃の内容物を盛大にぶちまけた。

　美沙姫ちゃんが心配そうに背中をさすってくれてはいるけれど、吐き気が止まる気配はまるでない。

「大丈夫、尋くん」

「だ、だいじょ、おろろろろろろろ」

　冷静に考えれば、昨日の一件で、体力の貯蔵量はゼロ。

　帰宅前の俺に保健の先生は急激な運動は控えろと言ってきたのも覚えてる。

　そんな体で、全力ダッシュすれば当然こうなる。

　ただ、それ以上に俺は情けなさで死にたくなっていた。

「落ち着いた？」

「だ、大丈夫……全然平気だから」

「ほんとにほんと？　顔真っ青だよ？」

　精一杯の虚勢もお見通し。

　これ以上、取り繕う余裕もない。

　観念した俺は正直に本音を伝えた。

「う、噓うそです……。もう動けないと思います」

「なんでそんな噓つくの、辛つらいときは辛いって言ってよ」

「いやでも……」

「でもじゃないよ、怪け我がしたばっかりでそんな走って……怪我って癖になるし、歩けなくなっちゃったらどうするの？　それとも私が心配したら迷惑？」

「ごめんなさい」

　たしかにこの状況で噓なんかついてもしょうがないとは思う。

　でも俺の小さなプライドがそれを認めるわけにはいかなかったんだよ。

　好きな女の子がピンチ、そこに颯さっ爽そうと現れる俺。

　好きな女の子かっこよく助けてーじゃん。

　尋くんかっこいいって思われてーじゃん。

　なのに盛大に吐くなんて……、白馬の王子とは程遠い存在に成り果てちまった。

「とにかく、どこかでちゃんと休まないと……どこか休める場所は……」

　対して美沙姫ちゃんは、俺の考えているようなことはまるで気にもとめず、ただ俺の体を心配してくれるんだから、人間としての器の違いにまた凹へこむ。

「あっそうだ。学校は入れないかもしれないけど、部室だったら入れるよ？」

　そう言って、鞄かばんから取り出し俺の顔の前に差し出したのは一枚のカードキー。

「私ね、部室の管理任されてるから。もちろんみんなには内緒だけど……でもしょうがないよね、緊急事態だし……。だから私と尋くんだけの秘密ね」

「わ、わかった。絶対に誰にも言わないって約束するよ」

　俺が美沙姫ちゃんとの約束を破るわけがない。

　俺がそう言うと、美沙姫ちゃんは少し困った顔をした。

「あっでも秘密って言っても、その……あのなんていうか、秘密なんだけど、えっと、その……二人だけの秘密なんだけど……」

　自分で秘密だって言ったのになにをそんなに取り乱してるんだろう。

「美沙姫ちゃん？　絶対言わないから安心して」

「なんかごめんね、なに言ってるんだろうね私……。と、とにかく行こっか」

　美沙姫ちゃんに手を取られ、歩くこと五分。

　たどり着いたのはラクロス部の部室。

　美沙姫ちゃんがカードキーをドアノブに押し当て中に入ると、ラクロスで使うであろう名前の知らない器具とボールの入ったかごが整理され並んでいた。

「うっ……」

「あぁもう無茶しちゃダメだよ。ベッドなんて上等なものは無いけど、柔軟用のマットがあるから横になっててね。私は早く戻らなきゃ……」

「えっ？　どうして？」

「だって、イヴちゃんが居ないでしょ？」

　たしかにアイツは見てくれは女の子だけど、中身は猛獣のそれに近いと言っても過言じゃない。

　それに事情はわからないけど、美沙姫ちゃんの事をマッチョたちは知っていた。

　そういう事も含めれば、絶対に美沙姫ちゃんをここから出すわけにはいかない。

「だからちょっと休んだら、私、行かなきゃ」

「ど、どこに？」

「どこにってイヴちゃんの所よ。私が変質者にあった時、イヴちゃんも居たよね？」

　たしかに美沙姫ちゃんは俺がイヴと一緒に居たことを知ってるし、あの場をイヴに任せたのも聞いている。

　ただ、イヴとマッチョがやりあってる所に美沙姫ちゃんを行かせるのは絶対に得策じゃない。

　ここは、なんとか美沙姫ちゃんをこの場から離れられないようにしなきゃ。

　考えた俺は、芝居を打つことにした。

「イヴは大丈夫だと思う。あいつ、強いから……、ただ……ちょっとめまいが……」

　演技が下手な役者を大根役者っていうらしいけど、俺はそれ以前。

　多分、かいわれ大根ぐらいの役者と言われても反論はできないだろう。

　ただ、そんなチープな演技も美沙姫ちゃんには有効らしい。

「えっ！　熱とかでてない？　骨とか折れてたら早く病院に行かないと」

　そう言って美沙姫ちゃんの柔らかい掌てのひらが、俺の額に触れる。

　真剣なのが、非常に心苦しいけれど、今は仕方ない。

「熱は……なさそうだけど……。とにかく今は横になって」

　そう言って、俺の体をゆっくり、マットに寝かせる美沙姫ちゃん。

　あぁ、本当は立場が逆でかっこよく俺が介抱したかったんだけどな。

　そんなことを考えていると、横になって気が抜けたのか、睡魔が襲ってくる。

「ゆっ……くりで……で良いから……」

　美沙姫ちゃんが何かを話し掛けてくるけど、それをちゃんと認識も出来ずに俺は自然と意識が飛んで良った。
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　目が覚めると外からは新聞配達で使うバイク特有の軽いエンジン音が響いている。

　マッチョに襲われ命からがらラクロス部の部室までやってきて、もう何時間も経たっているはずだ。

「イヴは大丈夫かな」

　自分の身と美沙姫ちゃんの安全を考えて行動していたもんだから、装着型電子端末アンクに全然触っていない。

　なにかイヴから連絡が来ていないか確認だけでもと思い体を動かそうとするけど、体は動かない。

　体がボロボロってこともあるけど、それ以上になにかが俺に覆いかぶさって動けない。

　そんな感覚に異常を感じた俺が目を見開くとそこには驚きの光景が広がっていた。

　美沙姫ちゃんが俺を抱き枕にしてがっつり寝ていた。

　上半身には美沙姫ちゃんの細い腕が絡からまり、下半身は美沙姫ちゃんの足がしっかりとホールドしていて身動きがとれない。

　美沙姫ちゃんの抱き枕化した俺は頭の中が混乱していた。

　これはＡＲ拡張現実でもＶＲ仮想現実でもない。

　だからこそ、この目の前に広がっている事実に俺は圧倒されっぱなしだ。

　よくよく考えれば、五月の明け方は若干冷える。

　何か温かい物に体をすり寄せようと思うのは理解できる。

　だからといって俺と美沙姫ちゃんとの顔の距離が拳一つぐらいしか離れてないってことは大問題だ。

　その上、俺が少しでも口を尖とがらせれば、真正面の美沙姫ちゃんの唇に触れてしまう。

　こんな状況で、俺の中の本能が叫ぶ。

『男と女が密室に行ったら、そりゃムフフな展開が間違いなく待っているので心構えをしっかり持ちましょうと、なにかのネットの記事があったじゃん』

　対して理性はこういうわけだ。

『いやいや、美沙姫ちゃんがそんな気はさらさら無いかもしれないよ。紳士はそんなことしないって』

　そうだよ、そうなんだよ。わかってんだよそんな事は！

　そして脳内で天使と悪魔が大戦争を起こしていると、美沙姫ちゃんがぼんやりと瞼まぶたを開き、そして目が合った。

「じん……くん……？」

　目が合った瞬間、動揺した俺に向かって、まどろんだ声を上げる美沙姫ちゃん。

　と、同時に俺の首に絡んだ手に力が入りものすごい勢いで顔が前方に進み始める。

　恐ろしく速い速度で美沙姫ちゃんとの距離は狭まり、俺と美沙姫ちゃんとの唇の距離は気がつくと三センチも無いぐらいの距離にまでなっていた。

　これは、俺が知っている美沙姫ちゃんじゃない。

「ね、ねぼけてるの？」

　そう俺が声をかけると、美沙姫ちゃんの目がゆっくりと見開き始めた。

「え……尋くん……？　やだ、私……なんで……」

　体が密着しているからなのか、美沙姫ちゃんの短い心音が俺の体にまで響いている。

　うろたえた俺がなんて言うかまごついていると、美沙姫ちゃんが話し出す。

「ち、違うの尋くん。えっと……やましい気持ちとかじゃなくて……そうじゃなくて……その私、抱き枕が無いと寝れなくて……って、なに言ってるんだろ私。ち、違うの寝てる顔を見てたらかわいいなって……。えっとそうじゃなくて」

　弁解をしようと俺が口を開く前に、もの凄すごい勢いで美沙姫ちゃんが弁解を始めるけど、寝起きでうまく頭が回っていないのか、日本語がかなり怪しい。

　ついでに焦あせった美沙姫ちゃんが力んで、俺の頭が、人形みたいに胸に押し付けられている。

「ギュッとじないで！　ぐび！　あだまが！」

　俺の必死の訴えをきっかけに、体の力を緩めた美沙姫ちゃんはそのまま俺から少しだけ距離を取った。

「ご、ごめんね。大丈夫？」

「ごほっごほっ、だ、大丈夫……なんとか生きてる……」

「そっか……。あっでもなんにもやましいことはしてないからね？　男の子と密室で二人きりとかだけど……そんな寝込みを襲うなんてことしてないからね。本当だよ」

　美沙姫ちゃんの念押しが、余計に怪しいよ。

「と、とにかく一旦ちょっと落ち着いてよ美沙姫ちゃん。俺は大丈夫だから」

「うん、そうだね、ごめんね尋くん……」

　俺がそう言うと、少しだけ距離を取る美沙姫ちゃん。

　それでも肩と肩はふれあってるし、付き合っても無い男女が密室でいるには近すぎる。

　それからしばらくお互い気まずく天井を眺めること、数分。

　会話の糸口を作ったのは美沙姫ちゃんだった。

「あのね、随分気持ちよさそうに寝ちゃってるの見たら、私も眠たくなっちゃって……その変なこととかはしてないよ。本当だよ」

　変なことって言えば俺の方が変なことをしていた訳だけど、そこは黙っておこう。

　人として、男として。

「そうだよね、部活あったもんね」

「うん」

「それに美沙姫ちゃんの親もきっと心配するだろうし」

「今日、家にいないんだ。だからそういう心配とかは大丈夫」

「そっか……」

　そういえば、部活の終わり際ぎわ、そんなことを言っていた気がする。

　とにかく今までいろんなことが起きすぎて、おざなりになっていたけど、やることだけはやらなくちゃ。

　ただ顔をしっかり見るのはどこか気まずくて俺は、振り絞るように言葉をひねり出した。

「それでさ……」

「うん……どうしたの？」

「いや、俺……言わなきゃいけないことがあるんだ」

「えっそれって……大事な話なんだよね……？　ちゃんと聞くよ」

　俺の言葉に美沙姫ちゃんも顔は真剣そのものだ。

「いや、その保健室でなんか誤解させちゃったの謝りたいと思ってさ……」

「ど、どういうこと？」

「えっと、転校生に馬乗りになられてたんだけど、俺、その転校生と……そういう深い仲って訳じゃ……ないんだよ」

「本当に？」

「ほんとうだって……」

　俺は自然と美沙姫ちゃんの声のする方に体勢を変えると、想像以上に近い距離に美沙姫ちゃんの顔があった。

　こっちをじっと見つめる視線がむずがゆかった。

　だけどこればっかりは本当のことだし、噓うそなんてそもそもつくわけがない。

　俺は視線をそらしつつもこう言った。

「本当だよ」

　声が裏返って、どこぞのネズミの王様みたいになってしまった。

　だけど、こればっかりは信じてもらうしかない。

　どうなんだ、信じてくれたのかな？

　なにも言わない美沙姫ちゃんに俺が落ち着かないでいると、ようやく美沙姫ちゃんが口を開いた。

「そっか、そうなんだ」

　にこっと笑っていた。

　良かった。これで誤解は解けたんだ。

「信じてくれたの？」

「もちろんだよ。だって尋くん、本当のこと言う時、目合わせてくれないでしょ？」

「えっそうかな？　そんなことないと思うんだけど」

「そうなの、ほら中学生の時もさ」

「中学生の時？」

「あのね、中学の時、イジメって訳じゃないんだけど少し人間関係で悩んでた時期があったの。それで部活も行きたくなくてなんとなく放課後の学校を散歩してたら尋くんがいてさ。それで私の悩みを聞いてくれたじゃない」

　まるで俺は記憶にない。だけど口が裂けてもそんなことは言えないような雰囲気だ。

　俺は薄らいだ記憶をなんとかたどってみた。

　たしか中学二年生、ちょうど人工知能コンテスト用にイヴを作っていたけど、周りに女の子がいなさすぎて、どんなしゃべり方が自然なのかわからないから困っていた時だ。

　妹もかーちゃんもあてにならないと思った俺は、どうにかして普通の女の子と喋しゃべる必要があった。

　だけど、そんな女の子が近くにいるような学生生活をもちろん送ってなかった俺は、困り果てていて、その時偶然通りかかった美沙姫ちゃんに話しかけた気がする。

「あ〜そうだったかもね〜」

「うん、忘れもしないよ。あの時も尋くんは私とちゃんと目を合わせてくれなかったけど、人間だけが相手の気持ちをわかろうとするから悩むんだっていってくれて、だからそれは人として仕方のないことだから深く考えてもしょうがないからって。そう言われてちょっと楽になったんだよね」

　確かにそう言ったかもしれない……。

　けどそれは、人工知能を作る上で、人間の感情とか作るのだるいなって言っただけです。

　もっと現金な話をすれば、人工知能のコンテストで優勝すると、当時の最新パソコンがもらえるからそれが欲しかっただけ。

　決してかっこいいことを言ったわけじゃないんです。

「だからね、それから遠慮しなくなったっていうか、良い子にしようって思わなくなったんだ。でもびっくりしちゃった。真面目な話だからてっきり告白されるのかもって」

「こ、告白!?　告白なんてしないよ」

　美沙姫ちゃんが言ったことに動揺した俺は思わず否定をしてしまった。

「そ、そうだよね……。私と尋くんは……、と、友達……だもんね。友達だから……」

　お前が告白なんかするなよなっていうやんわりとした予防線なんだろう。

　だったらその予防線の上で踊るのも男ってもんだ。

「あぁーそうだね、うん、俺たち、友達だもんね」

　困った俺は、美沙姫ちゃんの目を見てそう言った。

　その瞬間、美沙姫ちゃんの顔が曇る。

「あっ今、目を見て話したけど、もしかして今のは噓？　友達とも思ってないの？」

「えっ……いやその……そういうんじゃなくて」

　俺はどんなに頑張っても着飾れもしないし、格好もつけられない。

　だったらありのままを伝えるしかできない。

「絶対噓ついたでしょ！　今まで私に言ったことって全部、噓……じゃないよね？」

「違うって！　噓っていうかその……正直、そのことあんまり覚えてないから、そんなかっこいいこと言ったかなって思っただけで……もう許してよ美沙姫ちゃん！」

　俺が情けなく言い終わると、美沙姫ちゃんは小悪魔っぽく俺に笑いかけた。

「じゃ、じゃあ、私の……私のお願い聞いてくれるかな？」

　美沙姫ちゃんは、俺の反応を確かめるように恐る恐るといった感じの口調で話し始める。

「勿もち論ろんだよ。いやそんな大層なことはできないと思うけど、宿題代わりにやるとか、その程度だったら」

　俺の小動物的な怯おびえに朗らかに笑って返す美沙姫ちゃんも、これまたかすれるような小さな声でお願いをしてきた。

「そんなこと、尋くんにしてほしくないよ。……あ、あのね、えっと……嫌じゃなかったらでいいんだけど今度の週末プラネタリウムに連れてってよ。ほら、最近できたじゃないミラージュのところに…」

　たしか街の少し外れたところにできたショッピングモール、そんな名前だったっけ。

「そんなんでいいの？」

「それが良いいの！」

　ちょっと前まで、当たり前にできていた会話が、随分久しぶりのような感覚で涙がでそうになった。

　イヴ！　俺はなんとか美沙姫ちゃんと仲直りできたよ！

　ん？　ちょっと待って。

　美沙姫ちゃんと一緒にプラネタリウムに行く約束をしたんだよな？

　それってつまりはどういうことだ？

　男女が二人でお出かけっていうことは……、つまりは〝デート〟ってことになるのか。

「私とじゃ……ダメ……かな？」

　俺が事実に恐れおののいて返答しないでいることを不審に思ったのか、美沙姫ちゃんが不安そうな目でこちらを見つめている。

　もちろん嫌じゃないです。

　でも、俺ですよ？

　一般的には、イケてないグループ側の俺なんですよ？

「えっと……」

　俺は言葉に詰まった。

　ここでみすみすチャンスを棒にふるなんてしたくない。

　失敗したらっていう不安で押しつぶされそうだ。

　きっと未来の俺もそうだったんだろう。

　そんでもって未来の俺は不安に囚とらわれて眺めることしかできなかったんだ。

　そうしてやってくる漠然とした妄想と現実との差が、きっと未来の俺には耐えられなかったんだと思う。

　だけど今の俺にはイヴがいる。
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　かっこ悪いし、ズルだと思う。その上情けないとも思ってる。

　でも応援してくれるアイツがいるから頑張ってみようかなって気になるから人間の感情ってのはよくわからないもんだ。

「うん、行くよ。俺行く！」

「よかった。ちょっと図ずう々ずうしいから断られるんじゃないかって不安だったんだ。じゃあ細かい予定決めないとね。ん？　尋くんちょっと待って、なんか聞こえない？」

　そう言って美沙姫ちゃんが立ち上がった瞬間だった。

　外からなにかの足音のような音が聞こえた。

　ここは学校の部室。

　こんな早朝に人が来ることなんてまず無い。

　一気に部室の中の空気が張り詰める。

　俺はそのへんに転がっているラクロスのラケットを手に取ると、ドアの付近に静かに寄ってドアの向こう側の様子を窺うかがう。音が少しずつ、こちらに向かってくる。

　俺は、美沙姫ちゃんに一旦目配せして下がるように無言で伝えると、美沙姫ちゃんも不安そうにうなずいた。

　ドアを挟んだ向こう側には誰かがいる。

　そしてもしかしたらドアの向こう側には俺たちを追ってきた不審者もとい、マッチョがいるんじゃないか。

　そんなアイコンタクトだった。

　もしかりにマッチョだとしたら、全てを犠牲にしても美沙姫ちゃんを逃さなきゃ。

　でもマッチョと対たい峙じした俺ができることはほぼない。

　マッチョの圧プレッシャーで押しつぶされそうな俺はドアノブに手をかけ、ぐっと引くと、そこに立っていたのはマッチョと比べれば小さな人影。

「ま、マスター……おまたせしました……」

　髪はぼっさぼさに乱れ、服はボロボロで、隙間から見える肌は細かい擦り傷と切り傷まみれ。おまけに愛あい嬌きょうのある顔にまで、痣あざができている。

　そんなボロボロの体を引きずりながら、俺の元に戻ってきたコイツに涙が出そうだった。

「イヴちゃん？」

「イヴ！」

　見知った顔がドアの前に立っていたことで俺と美沙姫ちゃんは安心したように大きく息を吐いた。

「大丈夫なのかよ、ボロボロじゃないか」

　イヴの姿を見て、俺の声がうわずっていた。

　俺の動揺をよそにイヴは親指を立ててこう言った。

「へへへ、そらもうパンパンにやっつけてやりましたよ！　でも、マスターがどこにいるかわからなくて、なんとか装着型電子端末アンクのＧＰＳ信号たどってきたら時間かかっちゃいました」

　おもちゃの販促漫画の主人公みたいな笑顔だった。

　ただ次の瞬間、電池が切れたように地面に崩れ落ちるイヴ。

　それを慌てて、支えると、イヴの体重がぐっと腕にかかってくる。

　まるで自分を支える気がないような、いや支えられないっていうほうがたぶん正しい。

　瞼まぶたを閉じて、家でいびきをかきながら俺の横で寝ているのとはわけが違う。

　それだけはわかった。

「イヴちゃん!?　大丈夫？　イヴちゃん？」

　駆け寄った美沙姫ちゃんも心配して呼びかけるけれど、それにも一切反応しない。

「とにかく尋くん、病院に……」

「いや、とりあえず意識はあるみたいだから家に連れて帰るよ」

　俺は美沙姫ちゃんの顔を見て遮るようにそう言った。

　心配してないわけじゃない。傷ついたイヴを見て一番悲しいのは俺だ。

　ただ病院になんて行ったら、もっと大変な騒ぎになるのは容易に想像がつく。

「とにかく美沙姫ちゃんも今日は帰ったほうがいい。もうすぐ用務員さんとか、朝練の野球部が来ちゃうし」

「そうだけど……私も運ぶの手伝ったほうが……尋くん怪け我がしてるし……」

「大丈夫だから！」

　せっかくの美沙姫ちゃんの好意に俺は強く言い返し、イヴを背負って背中を向ける。

　そのまま人通りの少ない朝の通学路を家へと歩き始めた。











第五章　今、ＡあＩいにゆきます









　歩きなれた道といっても、手負いの俺がイヴをおぶっての歩みは亀みたいに遅かったようで、家に到着するころには、日が昇り始めていた。

　ようやく家の前まで来た俺は、顎の先でインターホンの小さなボタンを押し込んだ。

　できることなら押したくなかった。

　まだこの時間は詩し吹ぶきも寝てる時間だし、朝帰りなんてすれば詩吹に小言を言われるのは間違いない。

　だけど、今の俺はそんなことにすら気が回らなかった。

　何度も何度もインターホンを押して、ようやくインターホンから返ってくる声のトーンは明らかに不機嫌だった。

「もう何時だと思ってるのよお兄ちゃん……ってなによその格好。ボロボロじゃん」

　ようやく明るくなって、自分の服を見返すと、たしかに制服のシャツはホコリで汚れてるし、マッチョから逃げる途中にこすったのか、袖は葉っぱの汁で模様を作ってた。

「いや……その……ごめん」

　俺の姿を見て、言葉に詰まった詩吹は、皮肉の一つも言わないでくれた。

「ふ〜ん、とにかく早く入りな。女の子って言っても、人一人を怪我人が運んできたんでしょ？　ほら、肩も貸すよ？」

　五月とはいえ早朝はまだ肌寒いっていうのに、パジャマ一枚で俺に駆け寄った詩吹は俺を気遣ってくれたけど、そこまでしてもらうのはさすがに申し訳なかった。

「いやいい、俺が運ぶから……」

「あぁそう。なんでもいいけど早くしなよ。私、寒いから二度寝する」

　そう言って玄関のドアを開けっぱなしにしてくれると、さっさと家の中に引っ込む詩吹。

　対する俺は亀みたいに重い足取りで自分の部屋にイヴを運んだ。

　途中、リビングを通ると、ホットコーヒーが一杯、俺のいつも使っているカップに注がれていた。

　きっと詩吹がいれてくれたんだろう。

　お礼を言わなきゃとも思ったが、感謝を伝えるべき相手はもう二度寝してるだろうし、後で必ず伝えようと心に決めてから俺はまた歩きだした。

　階段の一段を登る度に、膝がきしんで力が出ない。

　ようやく部屋につく頃には、肌寒い早朝だっていうのに、額には汗も滴したたっていた。

　その上、こんなことが起こるとも思わず、自分の部屋への侵入も、自分の作ったセキュリティで手間取る始末。

　手順を踏んで、ドアを開けることに成功し、自分の部屋に到着した俺は、ベッドにイヴをそっと降ろした。

「なぁイヴ……、起きてくれよ」

　イヴの手を取り、話しかけてみても、もちろん答えは返ってこない。

　勝手にベッドにはいって怒る俺に、悪びれもせずとぼけるイヴが恋しかった。

　よく見れば、イヴの肌はところどころ擦りむいたような傷や、服にポツポツとできた赤黒いシミが激しい戦闘があったことを物語っている。

　アンドロイドに痛みなんて感覚があるのかわからない。

　けれど製作者としては今のイヴを見ると、痛々しくて見ていられなかった。

　なんとか電力をやりくりしながら、俺のところに戻ってきたのかと思うと涙も出そうだ。

『マスターを護まもるには電力が必要なんです』

　イヴが何度も言っていた言葉にもっと真剣に向き合うべきだった。

　もっと早く俺が、イヴが大切な存在だって気づければ。

　美み沙さ姫きちゃんのことだってそうだ。

　イヴの話じゃ、何かにつけて言い訳つけて、最後に後悔するのは自分だった。

　結局、なんも変わってねぇんだ。

　これでいいのかよ、本当に。

　大切なんだろ？

　必要なんだろ？

　自分の友達一人大事にできないやつが、何を大切にできるんだよ。

　失ったあとの後悔ばかりが脳裏をよぎる。

「なんとかしなきゃ」

　立ち上がった俺は、パソコンを起動させ、メモ帳を立ち上げ、頭の中を整理するように相関図を描き始める。

「アンドロイドだからって複雑に考えすぎなんだよ、ようは人間の形をしたパソコンなんだから、電源が……いや違うだろ、そもそも電気がないんだからそういう話じゃ……」

　メモを相手に独り言をつぶやいていろいろ考えた。

　イヴが起きてくれればなんでもいい。

　俺がどうなろうとどうでもいい。

　イヴの笑顔が見られるなら手段なんて選んでいられない。

　それから思いつく全てを試した。

　揺すって、擦さすって、髪飾りについていた差込み口に無理やりケーブルを突っ込んで。

　それでも、イヴの意識が戻ることはなかった。

「なぁイヴ、どうやったら動いてくれるんだよ……イヴ……起きてくんないかな……でも……学校もいかなきゃ……」

　俺はイヴが横たわった自分のベッドの隙間に頭をのせ、薄れていく意識の中でイヴを眺めながら、独り言をつぶやいた。





♂♂♂






　突っ伏して寝ていたのか額が痛む。

　ぼんやりとした意識の中で、手の届く範囲に装着型電子端末アンクがないか辺りをまさぐり、触りなれた感触を摑つかむ。

　かすむ目をこすりながら画面を開くとそこには通知が何件か。

　パソコンショップの販促メール。

　欲しいと思っていたゲームの割引セール開始のお知らせ。

　データ通信量の通知。

　それに電池残量が少なくなったことへの警告メッセージ。

　普段なら通知を気にもとめず、ベッドに放り投げるか、コンセントから延びるケーブルにぶっさして充電していただろう。

　ただ、今日ばかりはそういうわけにはいかなかった。

『イヴちゃん大丈夫かな？　明日は学校これそう？』

　美沙姫ちゃんからのメッセージだった。

　読んだ瞬間、全身が目覚める。そんな感覚が走る。

　どうしよう、なんて返せば良いいんだろう。

　困った俺はつぶやいた。

「美沙姫ちゃんからメッセージ来ちまったよ。なぁイヴ、どうしたら嫌われずに……」

　そう言いかけて、言葉に詰まった。

　今、イヴに話しかけたって、返ってくる返事なんてない。

　覚悟と奥歯を嚙かみ締しめて、イヴに視線を向ける。

　這はいずるように体を起こし、触れるような近さで顔を近づけると、人肌みたいな温かさはたしかにある。

　詳しいことはわからないし構造も理解できないけれど、人間で言うところの最低限生きている状態、植物状態に近いって言えば理解できる。

　もしかしたら頭のねじが二、三本抜けているだけで、本当は人間かもしれない。

　そう思ってイヴの頰を軽くつねってみてもやっぱり反応はない。

　もしイヴの言うことが一言一句正しいのであれば、俺は下半身をすっぽんぽんにして、俺自身をイヴに突っ込み、摩擦すればクリアされるわけだ。

　ただ、それをするのだけは気がとがめる。

　となると、なにか別の方法でイヴに給電をするしかない。

　そう考えた俺は、今までのイヴのやり取りの中でなにか別の方法がないか思い出そうとするけど、わかったことと言えば、家庭向けの電気じゃエネルギーが足りないってことぐらいだ。

　どうしたものかと頭を悩ませていると、コンコンと誰かが部屋をノックした。

「お兄ちゃん、起きてる？」

「起きてるぞ」

　ドア越しにくぐもった詩吹の声だ。

　電子ロックを解除して部屋に招き入れると、詩吹の手にはお盆が一つ。

　その上にはゆがんだおにぎりと焦げが目立つ卵焼きをのっけた皿があった。

「ご飯、食べてないでしょ？」

「自分でやるからいいのに……」

「自分でやるからいいのにって、今日お兄ちゃん学校休んでるんだよ？　起こしても全然起きる気配なかったし、なんかうなされてるし。家族なんだから心配するじゃん」

「ごめん……。でも俺は、大丈夫だから」

「それじゃイヴちゃんは？　ダメってこと？　もう起きないの？」

「俺だってわかんねぇよ、わかってたらこんな凹へこまないし、辛つらいとも思わねーよ。でもなにすればいいのか全然わかんねーんだよ！」

　普段だったら絶対にこんなことは言わない。

　詩吹に逆ギレなんてしようものなら、十倍にキレ返されるからな。

　だけど、どうしようもない現実に鬱屈した俺は、あろうことかあの妹に当たった。

　ただ、詩吹から返ってきたのは意外な言葉だった。

「この期ごに及んで逆ギレ？　ふざけないでよ！　お兄ちゃんが弱気になってどうすんの？　未来でイヴちゃん作ったんでしょ！　だったらイヴちゃん元に戻して！」

「お、お前信じたのか？」

「いや半信半疑だよ。でもさ、イヴちゃんが悪い人じゃないってことだけはわかるから……。だからイヴちゃんのこと起こしてよ」

　純粋な叱しっ咤た激励とでもいえばいいんだろう。

　とても、詩吹からでてきた言葉とは思えなかった。

　俺が呆あっ気けに取とられていると、詩吹は顔を見せないように明後日あさってを向きながら俺に言う。

「なによ、その顔。私がイヴちゃんを心配しちゃいけないわけ？」

「いや、そんなこと言うと思わなくて。だって、いきなり知らねーやつが家に来て、うざそうにしてただろ？　部屋にも入るなって」

　女連れ込みクソ野郎だとか、いきなり知らない奴やつを家に入れるなとか、そんな文句ばっかり言っていた詩吹とは思えないような言動だ。

「そりゃ出会いは最低だし、その後もめっちゃ気遣うし最悪だったわ。でもね、私がリビングで一人でご飯食べてたら、一緒に食べましょうとか言ってきてさ。その後も色んな話したんだ。お兄ちゃんはビビリだよねとか、未来でもそれは変わらないとか言ってさ」

　イヴ、お前俺のいない所でなに言ったんだよ。

「それにね、ネットで一緒に服も選んだの！　『こっちの色の方が詩吹様には似合うと思いますよ』なんて言ってくれて……。今日その服が、届いたばっかりだったんだよ。家族で私だけプログラムとか機械とかよくわかんないからどうしようもできないけど、今、この家でイヴちゃん助けられるのお兄ちゃんだけなんだよ？　だから絶対に……イヴちゃんを起こして！　その為ためだったらお風ふ呂ろだってゴミ捨てだって料理だって私がやる」
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　イヴは俺の最初の友達だ。

　とはいっても、アンドロイドはどこまでいってもアンドロイド。

　物には変わりない。

　だけど、たしかに、イヴはここにいて、大切な家族になってるんだ。

「わかった。絶対に治す。なんとかしてみせる！」

「ならいいわ。それにね、心配してるの私だけじゃないんだよ？」

「他に誰が心配してるんだ？」

「美沙姫先輩よ。今日も、朝うちの前に来てたわよ？」

　中学時代から、詩吹と美沙姫ちゃんは部活の先輩後輩。

「今日〝も〟？」

　たしかに詩吹は『も』って言った。

　いや確かに今日は、学校休んだし、イヴが美沙姫ちゃんの目の前で倒れたから心配するのはわかるけど。

「えっ、お兄ちゃんなんも知らないの？　てっきりお兄ちゃんとなんか約束してるのかと思ったんだけど」

「約束ってなんだよ？」

　思い当たる節も全然無いし、美沙姫ちゃんとなにかをしなきゃいけないことなんて無いはずだけどな。

「いやそこまでは聞いてないからわかんないけど、ほらイヴちゃんがうちに初めて来た日も、怒って家出たら家の近くで美沙姫先輩ウロウロしてて、どうしたのか聞いたら、なんか落ち着かない感じだったから……。だって先輩の家、学校挟んで、ウチと正反対だし約束でもしてるのかなって。あれ、これって言ってよかったんだっけ……」

　たしかに詩吹の言う通りだ。

　しかし、美沙姫ちゃんウチの近くでなにしてたんだろう。

「まぁいっか。とにかくお兄ちゃんは私のつくった、ご飯食べてイヴちゃん起こすのよ。わかった？」

「わかったって。かーちゃんかよ！」

「ママがいないから私が代わりに言ってるの！　それじゃ食べ終わったら食器は部屋の外に出しといて」

　そう言うと、詩吹は俺にお盆を手渡すと、階段を降りていった。

「さてやるか……」

　俺が手渡されたお盆の上にのっかったおにぎりを見ると、どれも形はいびつで、卵焼きもところどころ焦げている。

　兄きょう妹だいで、手先が器用なのは俺、運動が得意なのは詩吹。

　当然家事も、俺が多くこなしていた。

　そんな詩吹が、わざわざ作ったところを見るとよっぽどイヴが大切なんだ。

　そういえば、イヴ、めっちゃ食ってたな。

　たしか電力の維持にめっちゃ食ってた気がする。

　だったら、このおにぎりを口に入れれば……。

「頼む……！」

　俺はおにぎりを半分に割ると、イヴの口元に近づけた。

　あんまり奥に突っ込んだらイヴが苦しいかもしれない。

　人にものを食べさせた経験なんてないから本当に恐る恐るイヴの口におにぎりを突っ込んで、その後に角度をつけて放り込む。

　そのままイヴの顎をつまんで二、三回ほど上下に動かす。

「………………だめか」

　まぁそうだよな。そんな場当たり的な解決策だったら苦労しないよな。

　ダメで元々、ここで諦めることなんてしないからな。

　待ってろよイヴ。

　そう思って、立ち上がろうとした時だった。

　ベッドからはみ出たタオルケットが俺の足と絡からみ合う。

　そしてその視線の先には、イヴの顔。

　重力への抵抗に必死にもがいた俺だけど、地面から既に浮いていたからどうしようもなかった。

　そのまま俺の顔は、イヴの顔めがけて急降下。

「ん〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜」

　時間にして一秒も無かったはずだ。

　だけど、俺は確実にイヴと唇をくっつけた。

　他人はそれをファーストキスと呼ぶだろうがこんなの冗談じゃない。

　あまりに反射的だったもんだから、飛び退のいた俺はバランスを崩して、尻餅までつく始末。

「ち、ちがうんだ。これは……そういうことじゃなくて。無抵抗の人工知能になにをしてもいいって思ってるわけじゃなくて……」

　口を腕でぬぐいながら、誰に言うわけでもない弁解をしようとしていると、部屋に電子音が響く。

「へ？　俺パソコン起動してないんだけど……」

　パソコンを見ても、ファンの音もしない。

　それじゃあ装着型電子端末アンクかと思い、確認してもなんの通知も来ていない。

　視線を戻すと、そこにはさっきまで寝ていたはずのイヴがゆっくりと瞼まぶたをあけ、こちらを、俺を見つめていた。

「……イヴ？」

　俺を見つめるその目は、今まで見てきたイヴの目のような輝きがまるでなかった。

　そして俺の方を向いているだけのイヴはブツブツと何かをつぶやいている。

「プライマリーシステム確認チェック。音声プログラム、メインフレームともに正常。各プログラムを実行ブートします」

　砂糖みたいに甘いいつものイヴとは違う、無機質な声の羅列が俺の部屋に響く。

「起動完了、可動域の確認チェック。正常と判断。Ｖ・Ｉ・Ｖ・Ｅヴァイヴ覚醒します」

「い、イヴ？」

　俺が恐る恐る問いかけると、イヴの目に水面でできた気泡みたいに、輝きが戻ってくる。

　と、同時に上半身を起こし眠たげな声で話しかけてくる。

「ま、マスター？」

　聞き覚えのある声に思わず目が潤んだ。

「い、イヴ……」

「ますたぁぁぁぁ！」

　俺がなんて言葉を返そうか迷っていると、イヴは俺に飛びついてきた。

　為なす術すべもなく俺はそのままイヴに馬乗りにされてしまった。

「私……充電切れを起こして倒れたはず……。はっまさか、ついに、やっと、ようやく、私と合体充電してくれたんですね」

「いやまぁそう言われるとそうなんだけど……」

　イヴが目の前で喋しゃべっているってことはそういうことになる。

　が、イヴの股になにかを突っ込んだわけでもないし、ましてや、本意でファーストキスを捧ささげてしまったわけでもない。

　さっき起こった事実を俺が口にした瞬間に、俺はファーストキスを認めたことになる。

　逆に言えば言わなければ、俺が黙っていれば、ファーストキスはしていない。

　量子論で言うところの重ね合わせの理論ってやつだ。

　いや正確には違うかもしれないけど、今はそういうことにしておく。

「いえ、いいんですマスター。本当は嫌だったのに私のことを考えてくれたんですから。私それだけで幸せです」

「だからそんなんじゃ……」

「もうそんな強がらなくてもいいんですよ。だってマスターの目、私のことを思って泣いてくれたみたいですし、グヘヘ」

　イヴに言われるまで気が付かなかったけど、俺はイヴが起きた嬉うれしさで泣いていたらしい。ただ、人に泣なきっ面つらを見られるのは死ぬほど恥ずかしい。

　まぁイヴは人じゃないんだけどさ。

　ただ、今はそんなことどうでも良かった。

「そ、そんなんじゃねぇよ」

「もうマスターったら意地っ張りなんだから。ってあれ……」

「どうした？」

　イヴは何かが気になるのか会話を止めた。

　もしかしたら、またイヴの意識が遠のくかもと不安になっていると、イヴは自分の尻をスカートの上からパンパンと叩たたいた。

「おかしい……。私……パンツ穿はいてます！」

「それの何がおかしいんだよ」

「だってマスターと私、合体したんですよね。だったらパンツを穿いているのはおかしいじゃないですか！」

「それは……」

　その先に続く言葉を俺は絶対に言いたくない。

「もしかしたらパンツを脱がして足に引っ掛けるのがいいのかもと思って足を見てもパンツは引っかかってないですし。つまりこれは……は！　わかりました！」

　やはり、腐っても未来の人工知能。

　推察とか現代の人工知能じゃできないことを探りあてるのか？

「なんだよ言ってみろよ」

「過去のマスターの検索履歴を考慮に入れれば簡単です。マスターはパンツをつけたままのほうが好きだったんですね」

　大切な未来のために、大切な過去を生いけ贄にえに捧げた夜だった。





♂♂♂






　流石さすがに詩吹にもイヴが起きたことを報告しなきゃと、イヴと二人でリビングに降りると、洗い物をしていた浮かない顔の詩吹の表情に花が咲いた。

「お兄ちゃんやるじゃん！　どうやってイヴちゃん起こしたの？」

　キスしたら、起きたなんて言えるはずもない。

「天才だからな。ほらイヴ、詩吹めちゃめちゃ心配してくれたんだぞ。お礼いっとけ」

　俺が促すと、イヴは体を九十度に折り曲げ、深々とお辞儀。

「本当にご心配おかけしました。すいません詩吹様」

「ううん、いいの。あっそうだ。この前選んでくれた服に着替えてくるね。待ってて！」

　そういって途中の洗い物を放り出して、リビングから飛び出していく詩吹。

　シンクをみると、食洗機にまだ入れられないレベルの汚れがついた食器がいくつか残ってる。

　イヴが起きたからさっきの約束は無効になってしまったんだろう。

　残された俺とイヴはリビングのソファに腰掛けた。

「それで私のいない間、マスターどうだったんですか？」

「へ？　なんの話？」

　イヴの質問の意図がわからなかった俺は、さっき泣いたことでも蒸し返す気なんだなと邪推して知らんぷりを決め込むと、続けざまに聞いてくる。

「なんの話って、決まってるじゃないですか。もちろん美沙姫様とのことですよ！　うまく仲直りできたんですか？」

「あぁ〜そっちの話か」

「そっちの話かって。なんで忘れてるんですか。これじゃ私がこの時代に来た意味がまるでなくなっちゃうんですよ」

　別に忘れていたわけじゃない。

　ただ、それ以外に気にかけなきゃいけないことがあったってだけだ。

　なのに、このアホ人工知能は、頰を膨らませて、文句ばかり……。

　親の心、子知らずとはまさにこのことだ。

「いいですか、チャンスの神様ってのは意地悪なんです。一度チャンスを逃したら次が来るとは限らないんですから」

　あげく俺が失敗したとも思っている。

　だから俺は本当のことをスパッとこう言ってやった。

「あぁそれなら大丈夫だ。今週末一緒にプラネタリウム行きたいんだって」

　俺の一言で、イヴの表情は固まった。

　そして一呼吸のあとに重々しくこう言った。

「マスター、それはその妄想とかではなく？」

「失礼なやつだな、仲直りしてろって言ったのお前だろ。だから言われたとおりやってきたさ」

「ま、まじですか……？　あの誰からも好かれる美沙姫様とマスターがプラネタリウムデートに……？　どうしてそんなことになっちゃったんですか!?」

「いや、デートじゃないって、美沙姫ちゃんにはそのつもりないんじゃないかな。その色々とあった埋め合わせにプラネタリウムに一緒に行って欲しいって言ってたし。ほら、最近できたミラージュの中に入ってるやつあるだろ？」

「えぇ!?　本当にそう言ったんですか、たしかミラージュって郊外のショッピングモールですよね、それ本当に美沙姫様が言ったんですか？」

「なんだよ、わざわざ噓うそなんか言わないよ」

　そう言った瞬間、イヴはソファに顔を埋うずめて、足をバタバタ。

　それから、起き上がってこう言った。

「うわぁぁぁぁぁ甘あま酸ずっぺぇ。甘酸っぺぇですマスター！　そうと決まれば行動あるのみです。ちょっと待っててください！」

　そう言うと、イヴは近くの棚を泥棒のように手て際ぎわよくあけ、何かを集め始めた。

　ソファに戻ってきたイヴの胸には、爪切りにカミソリ、綿棒、その他諸もろ々もろ洗面所にあるようなものばかりだった。

「どうした、そんなもん持ち出して。あと夜なんだからもっと静かに歩けよな」

「どうしたもこうしたも、マスターはことの重大さをわかってないんですか？」

「ことの重大さって……俺またなんかやっちゃったのか？」

　そう俺が言うと、イヴは呆あきれたような表情でこれでもかっていう程大きく息を吸ってから、とてつもない大きさのため息を一つ。

「どこぞのポンコツで人の感情に疎うといゴミクズマスターにはわからないでしょうけど、人には本音と建前っていうものがあるんですよ。喧けん嘩かのあとに埋め合わせって言われたらそれはもうデートなんですよ」

「ま、まじ!?」

　イヴの言葉に俺は度肝を抜かれた。

「そうです、詩吹様の部屋にあった、恋愛の教科書にも喧嘩のあとに燃えるって書いてありました」

　それを聞いて一気に信しん憑ぴょう性が無くなったんだが。っていうか、あの本小学生向けじゃねーのかよ。

「マジのマジですよ。さっきデートは週末って言いましたよね。ってことは今日は火曜日だから……あぁもう週末まで四日しかないじゃないですか。土曜日ですか？　日曜日なんですか？」

「いやそこまではまだ……ほら学校で会うだろうし、そこで決めようかなって」

「ほわぁあああああああああああああああああああああああああ」

　それを聞いたイヴは声にならない声で悲鳴をあげた。

　それから矢継ぎ早にこう叫んだ。

「じゃあ絶対、日曜日にしてください！」

「でも待ってくれ、美沙姫ちゃんの都合もあるから……」

　俺だけの予定だったら、都合はいくらでもつくだろうけど、今回はそうはいかない。

「たしかにそれもそうですね。でも、できるなら日曜がいいです。土曜と日曜どっちがいいか聞かれたら迷わず日曜にしてください」

「まぁわかったけど、なんで？」

「むしろなんでここまで来て疑問がでてくるのか不思議です。二人っきりでお出かけするんですよ？　なにが起こるかわからないんですよ？」

「うん」

　まるで見当のつかない俺が聞き返すように頷うなずくと、これまた大きいため息。

　もしかしたら俺がなにかを質問すると、コイツはまずため息をつくようにプログラムされているのかもしれない。

「はぁ……その感じまったくわかってないですね。仕方ありません、解説しましょう。いいですか？　もしプラネタリウムに行ったとして、終わったあとに、そのまま家にすぐ帰るんですか？　できれば長く美沙姫様と一緒にいたいんじゃないですか？」

「そ、そりゃそうだけど、そんなストレートに言わなくても……」

　そんな正直に言われたら俺の方が枕に顔を埋めたくなる。

「ですよね。じゃあプラネタリウムに行ったあとにご飯行こうなんて流れになったらどうするんです。もしかしたら二人で夕日を眺めて良いい感じになる可能性だってあるんですよ。その時、手がガッサガサだったらどうします？」

「どうしますって言われても……ガッサガサなんだなって思うだけじゃないか？」

「あぁもう、もし美沙姫様の男性とお付き合いする第一条件が、手がスベスベな人だったらどうするんですか」

「そんな奴やついねーよ！」

　そうは言ったが、その可能性がないとも言い切れないのが怖い。

「それに鼻毛とか出てたらどうするんですか？　美沙姫様に、『鼻毛出てますよ』って言わせるんですか？　そんな勇気のある行動させるんですか！　それとも、美沙姫様に『あぁ尋くん鼻毛出てる』ってもやもや抱えさせるんですか？」

　たしかにイヴの力説は的を射る言葉だ。

「わかったよ……。他になにか準備することあるか？」

「あります！」

　もうこれ以上なにかを言われれば、脳の言語野がショートしそうだ。

　なげやりにおざなりにイヴに俺は聞いた。

「なんだよ。それって」

「マスター、鼻毛出てますよ！」

「勇気出してんじゃねぇ！」

　俺のデートまでの予定が決まった所で、詩吹のファッションショーが始まった。











第六章　AI Wanna be the Guy









　日曜日の十二時過ぎ。

　雲ひとつ見当たらない気持ちのいい青空が広がっている。

　天気予報じゃ午後から崩れるかもとは言っていたけど、そんな気配は微み塵じんもない。

　人工知能の予測演算でもっと正確な天気の予測なんてできそうなもんだけど、どうなってんだよ。

　大型ショッピングモール、ミラージュの入り口で行き交う人を眺めながら、俺は無線イヤホンでイヴに呼びかけていた。

　事前の打ち合わせでは、俺が見えるぐらいの少し離れた位置から、アドバイスなりなんなりをしてくれるっていう手て筈はずになっている。

　ただ不安なのは、イヴから返答が一切ないことだ。

「あーあー。おい、イヴちゃんと聞こえてるか？」

『えっこのアンケートに答えたら、千円ももらえるんですか？　それにエステ券までもらえるんですか？　なんてお得な……』

　ようやく聞こえきたイヴの声は、なにかの勧誘に捕まっているらしく、勧誘の殺し文句に殺されそうになっているところだった。

「千円ほしいならあとでやるから、アンケートの勧誘なんか今すぐ断れ！　集中してくれよ。今日は大事なデートなんだぞ」

　そう、今日は人生で初めてのデートの日。しかも美み沙さ姫きちゃんとデートだ。

　なのに、こいつときたら……なにを悠ゆう長ちょうにアンケートと洒しゃ落れ込んでるんだ。

『もうそんな怒らなくてもいいじゃないですか。だってアンケートに答えれば、千円がもらえて……、えっ、私の肌がやばい？　でも会社の美顔器ならつるつるに!?　マスター大変です！　私の肌ボロボロなんですって！　それでこの近くの事務所にある美顔器使えばつるつるになるんですって！』

「アンドロイドがお肌の調子を気にするな！　それにそのままついてったら、美顔器買わされるぞ！」

『そんなの詐欺じゃないですか！　許せません、やめるようにいってきます』

　はい、そうなんです。

　詐欺なんです。

　いわゆるアンケート商法って奴なんです。

『ダメですよ！　詐欺の手口じゃないですか！　えっ、ノルマ？　子供が人質に？　そんなにたくさん？　マスター大変です！』

「今度はなんだ」

『なんか、アンケート係の人、今日のうちに、美顔器を五台売らなきゃいけないみたいです。子供さんも人質に取られてるって……』

「噓だから！　それも全部噓だから！　美顔器、買うんだったら俺は今から家に帰るぞ。とにかく、一回こっち来い」

『わ、わ、わ、わわかりました』

　まったくなんの為ために、今日まで寝る間も惜しんで準備をしたかわからないじゃないか。

　ブツブツと誰に聞こえるでもない声で愚痴を言いつつ待っていると、正面から、イヴがしょんぼりした顔で、こちらに歩いてくる。

「どうした？　さっきまで元気だったよな、大丈夫か？」

　ついこの間、電気不足でぶっ倒れたばかりだ。

　心配になった俺が声をかけると、イヴはため息一つついてから、重い口調で話し出す。

「そのなんて言えばいいのかわからないですけど……私ってそんな肌汚いですかね？」

「気にしてんじゃねぇ！　綺き麗れいだから！　それに、営業の人間の言葉に一喜一憂するな！」

「ほ、本当ですか？　でも。マスターに褒められちゃった……えへへ」

　イヴの照れ顔をみていると、逆にこっちが恥ずかしくなってくる。

「とにかく、今は目の前のことに集中してくれ」

「そうですね、集中します！　ただ私もやることあるので、あまりマスターのお手伝いはできないかもしれません」

「やることって、俺のデートより大事なことなのか？」

　イヴから返ってきた答えは意外だったので、急に不安に駆られる。

「あぁいえ、気になることというか、狂衣ベルセルクロスが暴走したじゃないですか。あの時は冗談半分だったんですけど、ちゃんと調べた方がいいかなと思いまして、マスターが怪け我がをしてからずっと調べてるんですが……どうにも原因がわからなくて」

　道具ってのは確実性が命。

　いつ壊れるかわからなかったり、信頼できないと不安になる気持ちは俺もよくわかる。

　いつ書けなくなるかわからないボールペンなんて使いたくはないからな。

「たしかに気持ちはわかるが、今は俺のことに集中してもらえるか」

「そうですね。本当に偶然に偶然が重なっただけかもしれませんし、あまり重くとらえないでください。ただ今日って私の出番がないのも事実なんですよね。デートのしおりも準備してＰＤＦにまとめて、マスターがいつでも見られるようにしてありますし、読み合わせもしましたから。それにマスターがやりそうなミスは先回りしてフォローしておきましたから」

「ミスってなんだよ。ちゃんと準備しただろ？　服も新しいの着てきたし、歯も念入りに磨いたし……」

「本当ですか〜？　プラネタリウムのチケット、もう買ってありますか？」

「あっ……」

　にやりと笑ったイヴの指摘で、俺も初めて気がついた。

　たしかに、会計でまごつくなら事前に用意するのができる男ってもんだよな。

「どうしよう、クレジットカードなんてないし、今からでも買いに行かないと」

「買いに行ってる間に美沙姫様が来たら遅刻です。そんなこともあろうかとチケットの予約はマスターの名義で既にしておきました。あとは受付窓口で装着型電子端末アンクをかざせば完璧です」

　人間のミスするであろう箇所を、先回りでやってくれるなんてデキた人工知能だ。

「天才かよ。これでデートも大成功間違い無しだな」

「まったく……マスターがすぐ調子に乗るのは昔からなんですね。油断は禁物です！」

　俺が緊張を緩めたのがすぐに伝わったのか、イヴが険しい声でいさめてくる。

　しかし、未来の俺を知っていると妙にやりにくい。

「な、なんだよ。だってもう完璧だろ？」

「油断しないでください、日本には『注意一秒怪我一生』って言葉もあるんですから！　では口が酸すっぱくなるほど心がけをお伝えしてきたことの最終確認です」

「デートのしおりのテストみたいなもんだな？　かかってこい」

　俺がそう言うと、イヴは拳を口元にあて、咳せき払ばらいを一つ。

「そうです。ではいきますよ？　美沙姫様が胸の谷間のがっつりあいた服を着てきても？」

「見ない」

「会話に困ったら？」

「気になったことを言って、相手に喋しゃべらせる」

「広告とかで『この子かわいいよね』といわれたら？」

「そうかなーってはぐらかす」

「美沙姫様と服屋に入りました。『この服とこの服……、どっちが良いいと思う？』と聞かれたら？」

「両方良いって言う！」

「はい、完璧です、特に最後の服屋の二択は難しいですからね。間違えた方を選んでしまったらその時点でゲームオーバーですから仕方ありません。いくら人工知能の私でもこればっかりは判断できませんから」

　この三日、この手のお決まりを脳みそにたたき込んだ。

　その他にも、好きなタイプを聞かれたら、それは『目の前にいる私を自分なりの言葉で褒めて』って意味らしい。

　世の中にはまだまだ俺の知らないことがいっぱいある。

「さっ、もう待ち合わせの時間ですよね。それじゃ私は少し離れた所でマスターを見守ることにします。それでは健闘を」

　そう言って、俺に背を向けるイヴ。

　別に今生の別れって訳じゃない。

　けど、今から戦地に赴かなきゃいけない身としては心細い。

「えっもう行っちゃうのかよ」

　そんな弱音にイヴが振り向き一言。

「はい、どこまでいっても私はアンドロイド。お手伝いしかできませんから。では私はマスターの健闘を陰ながらお祈りしていますね」

　そう言って、イヴは俺に微ほほ笑えむと、ミラージュの中に消えていった。

　時刻は十二時半を過ぎたぐらいだった。

　待ち合わせまではあと三十分もある。

　仕方なしに俺は近くのベンチに座って、空を眺めた。

　ただぼーっと空を眺めていると、誰かが俺の肩を叩たたく。

「はぁはぁ……、ま、待たせちゃった？」

　振り向くと、走ってきたのか、呼吸が乱れ少しだけ肩が揺れる美沙姫ちゃんだった。

　繰り返しになるけど、待ち合わせの時間は一時だ。

「み、美沙姫ちゃん!?」

　いるはずのない時間に、いるはずのない人がいたことへの驚き。

　そして振り向いた瞬間、美沙姫ちゃんと俺の顔が近かったことへの驚き。

　以上の二点で俺の声は裏返った。

「驚かせちゃったかな。でも、尋じんくんが待ってたから、私遅刻しちゃったかと思って！」

　そう言う美沙姫ちゃんの雰囲気はいつもと少し違った。

　襟元に少し大きめのフリルのついたブラウス。

　膝丈の青チェックのスカート。

　肩からはコンビニのおにぎりしか入らない様な小さなバッグをかけていた。

　かわいい子はなんでも似合っちゃうんだなぁと感心してしまうぐらいだ。

　ただ一つ、問題がある。

　バッグの紐ひもがタスキみたいに胸の真ん中を通っているせいか、服の上からでも胸の形がわかってしまう。

　俗に言うパイスラってやつだ。

　俺はあれだけイヴに言われていたにも拘かかわらず、胸のあたりを凝視してしまった。

　胸元がガッツリ開いてる服だったら、俺だって身構えたさ。

　でもこんな予想外の形で胸が強調されるのはレギュレーション違反だろ。

「服装……なんか変だったかな……？」

　いえ、ちがいます。予想外の服装に不意をつかれました。

　なんて、言えたらどんなに楽だろう。

　大体なんで見ちゃったんだよ俺。ばかばかばかうんち！

　こういう時に、ゲームみたいにあらかじめ会話の選択肢があればなー。

　と、今までの俺なら嘆くだろう。

　だけど、この三日間、睡眠時間を削って準備をしてきたんだ。

　イヴには何度も覚えが悪いと言われた。

　だけど、その準備は確実に俺を成長させてくれた。

「いや、その…似合ってると思うよ？」

　気恥ずかしさはある。だから自信満々には言えなかった。

　けど、前の俺からしたら十分過ぎるぐらいの進歩。

　俺がそう言うと、不思議そうに見つめる美沙姫ちゃんの顔が夏の太陽みたいにまぶしく笑った。

「良かった。買ったばかりだから似合ってるか不安だったんだ。でも似合ってるって言われて嬉うれしいな」

　胸を見てたのは、なんとかごまかせた。

　ホッと一息といったところだが、デートはまだ始まったばかり。

　序盤の序盤で、安心している場合じゃない。

　案の定、美沙姫ちゃんから次の会話が飛んできた。

「でも、随分早かったね尋くん。私びっくりしちゃった」

「遅刻とかすると悪いかなって。あんま人混み慣れてないし、方向音痴だからさ」

　宇宙工学と三角関数という技術の結晶であるナビアプリがある現代で、道を覚えるなんて脳の容量の無駄遣いとすら思ってる。

「そっか、じゃあ迷子になっちゃうと大変だね」

「まーこれだけ技術が進んでるんだから、方向音痴でも困んないけど、不便だなとは思うよね」

「そっか……」

　そういうと、美沙姫ちゃんはなにか言いたげに、言葉に詰まった。

「どうしたの美沙姫ちゃん？」

「あっいや、そのもし良かったらっていうか、その……変な意味じゃなくてき、気にしないで欲しいんだけど、その……えっと、手とか……手とかつなごっか!!!」

　美沙姫ちゃんが言い出した言葉に俺は固まった。

「そ、その、尋くんを子供扱いしてるわけじゃないんだよ。えっと〜、尋くんが嫌じゃなければだけど……」

　おい、こんなのイヴの書いたマニュアルになかったぞ。

　どうすんだ。

　いや、もちろん美沙姫ちゃんと手を繫つないで良いなら繫ぎたい。

　ただ、もしこれが何かの試験で、「うわっこいつ私の手繫いできたんだけど」って思われたらどうしよう。

　そんな時、耳元のイヤホンからイヴの声が入る。

『繫げ』

　それはもう普段のイヴなら考えられないほど乱暴で単純な言葉だった。

　でもイヴがいうなら、従うしかない。

　俺は美沙姫ちゃんの差し出してきた手を摑つかむと、美沙姫ちゃんの手は少しだけ汗をかいていた。

　そら人間だから当たり前と言えば当たり前だけど、今ほど人の手って汗をかくんだと再認識するような時はもう来ないかもしれない。

「それじゃいこっか尋くん」

「あぁ……うん。そうだね」

　にっこり笑う美沙姫ちゃんに言われて、俺はある疑問が生まれた。

　この美沙姫ちゃんと繫いだ手はいつまで繫ぎ続けるんだろう。

　というか、美沙姫ちゃんは俺の手を離してくれるのか。

　それとも、このまま俺は手を繫いで、プラネタリウムの受付まで行くってことなのか？

　手に汗は間違いなく飛び出ているし、こんなところを学校の誰かに見られたら、とやかく言われてめんどくさいことになるのは美沙姫ちゃんなんだよ？

　と、言えればよかったんだけど。

　女の子に手を握られるのはかーちゃん以来の出来事で、俺の脳みそは処理落ち。

　今ならわかるよ。荷車に乗せられ売られる牛の気持ちが。





♂♂♂






『音や光を発する電子機器・装着型電子端末アンクのご使用は、他のお客様のご迷惑になりますので、必ず電源をお切りください』

　薄暗い場内には、放射状にグレーの座席が並んでいた。

　満席とはいかないまでも結構な人数の人が着席してた。

　さっき見かけた消防案内の標識には、収容人数は百二十名と書かれていたから、きっと場内には百はいかないまでも、それに近い数の人がいるんだと思う。

　幸い、俺達の席は真ん中のブロックの最前列、足も伸ばし放題。

　そんな中、俺はアナウンスに促され装着型電子端末アンクの電源を切っている所だった。

　そういえば今頃イヴはなにをしてるんだろう。

　まぁ特になにも言ってこないところを見ると、俺のデートはイヴ的には合格点ってことなのかもしれない。

　そんなことを考えながら、装着型電子端末アンクの電源を落としていると、右隣に座っていた美沙姫ちゃんが入場の時に手渡されたパンフレットを見ながらこう言った。

「楽しみだなー。あのね、今日やるプログラム、声優の安やす元もと雄ゆう太たさんがやるんだって」

　そう笑顔でいう美沙姫ちゃんが指差したのは男の写真。

　その下には、安元雄太と書かれていた。

　安元雄太といえば押しも押されもせぬ人気声優。

　最近じゃ国民的アニメのおじさん役に三代目として抜ばっ擢てきされたはずだ。

　名前は知らなくても、声は知っているという人も多いと思う。

　当然俺も知ってるし、何より色気のあるダンディな声は俺自身も好きだ。

「へぇそうなんだ。でもアニメとか見るんだね」

　なんとなくアニメを見てる人間も少なくない。

　学校ですれ違う運動部の人間がアニメの話題で盛り上がっているのを見たこともある。

　ただ、声優の名前が普通に出てくるのはハードコア寄りの人間で、どっちかっていうと俺寄りの人間なはずだ。

「お姉ちゃんが深夜アニメ結構好きなんだ。たまたま一緒に見た時に、すっごくかっこいい声してて、名前覚えちゃった。かっこいいよね体に響く感じの声が」

　それにはすごく同感だ。

　なんというか男が惚ほれる男というか、そういう声をしている。

　実際、頼れる部長とか、ピンチには本気を出す筋骨隆々の無口な役が多い気がする。

　いざ自分の声を振り返ってみると、全然低音じゃない。

　つまりは美沙姫ちゃんにかっこいいとは言われない声質なことに凹へこむ。

　イヴにはそんな些さ細さいなことでいちいち凹むなと言われかねないが、こちとら童貞こじらせて長いんだ。

　行動原理も、自尊心や矜きょう持じなんてりっぱなもんじゃない。

　劣等感と、失意とかそういう、日陰で栽培されそうなもんで構成されてんだ。

「あぁそうなんだ。たしかにいい声してるよね」

　俺が精一杯の虚勢でそう返すと続け様に美沙姫ちゃんが話し出す。

「だよね。でもアニメって面白いよね。ドラマももちろん面白いんだけど、アニメじゃないとできないものとかあるでしょ。それにお話も工夫してたりしてさ、こういうのなんていうんだっけ……総合芸術…っていうんだよね。尋くんはアニメとか見る？」

　プラグラムだろうが、アニメだろうが、インドア趣味を持つ人間は、大なり小なり人には言い出せない後ろめたさみたいなものがある。

　だから初めてあった人には絶対、趣味の話はしない。

『うわぁ……オタクじゃん』

『そんなことして楽しいの？』

『人生無駄にしてない？』

『もっとアクティブになろうぜ』

　そんな枕まくら詞ことばから、延々と価値観を否定されるのが嫌だからだ。

　だけど、今美沙姫ちゃんから向けられているのは知らない世界への純粋な興味。

　嬉しいなと思う反面、気恥ずかしさがつきまとう。

「あー見るけど、そんなには詳しくないかな」

「そうなんだ。なんか面白い作品あったら、教えてね」

　ここで調子に乗ると、ドン引きされそうだ。

　オタクは会話を深掘りして、墓穴を掘る。

　これもイヴの忠告の賜たま物ものだ。

　俺たちがアニメの会話をしていると、照明がいよいよプログラムに向け暗くなる。

「あっ、そういえば椅子倒さなきゃ」

　美沙姫ちゃんが焦あせったようにそういった。

　たしかに周りを見ると、俺たち以外は全員席を倒して、見る体勢を整えている。

　俺は座っていた座面の横を弄いじってレバーを見つけると、ゆっくりと席を倒す。

「あれ？　尋くんどう下げるの？」

　ふと、横を見ると、美沙姫ちゃんは椅子を倒すレバーが見つからないようで、シートは直角のまま。

「椅子の横にレバーがあるからそれを引けば倒れるよ……」

「レバー？　あ、あれどこだろ……」

　声の調子から、焦りが伝わってくる。

　きっと知り合いである俺がもう倒してしまったから焦らせてしまったんだろう。

「俺がやるよ。えっと、多分……」

　まず右手を美沙姫ちゃんのヘッドレストのところに置いて自分の体重をかける。

　と同時に、美沙姫ちゃんの体に触れないように、自分の体を浮かせながら左手を座面のおそらくレバーがあるところに伸ばす。

　ようやく見つけたレバーを俺が引いた、その時だった。

　美沙姫ちゃんの体重と俺の体重がかかった背もたれが、すごい勢いで後方へ倒れる。

「おわっ!!!」

　急に変わったバランスに、非力な俺が自分を支えきれるわけもない。

　俺は美沙姫ちゃんの体にダイブ。

「ご、ごめん。大丈夫？」

「大丈夫、気にしなっ……！」

　美沙姫ちゃんは俺にフォローを入れようとした途中で言葉に詰まる。

　どうやら胸のあたりでなにか起こっているらしい。

　そのなにかがなんなのか確認しようと、目線を美沙姫ちゃんの胸に向けると、俺の左手が、美沙姫ちゃんの胸を鷲わし摑づかみしていた。

「あっ!!!」

　マシュマロみたいにフワフワのなにかを摑む感触。

　美沙姫ちゃんの激しい心拍。

　ニューロンの隅々にまでその感覚の信号が行き渡り、あとには衝撃が走る。
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「ご、ごめん!!」

　後に残ったのは猛烈な罪悪感だけ。

　初デート、意図的じゃないにしろ、胸を触ってしまったという事実。

　本当だったら、今この瞬間に、美沙姫ちゃんは俺にビンタの一つでもしていいはずなのに、返ってきたのは温かい返答だった。

「う、うん。だ、大丈夫だよ。私が頼んだことだし。た、ただその……手を……」

　俺は体勢を整えると、そっと美沙姫ちゃんの胸から手を離す。

「び、びっくりしたね。あんな急に倒れるなんて」

　俺達は落ちていく照明を眺めながら、俺は美沙姫ちゃんの優しいフォローに涙が出そうだった。





♂♂♂






　時刻は三時。

　ソーサーとカップが擦こすれる音と楽しそうな笑い声と気持ちのいい店員さんの出迎えの挨拶が混ざり合った喧けん噪そうで賑にぎわうチェーンの喫茶店。

　俺と美沙姫ちゃんは気まずい沈黙を保ちながら向かい合って座っていた。

　普通なら、感想を言い合ったりするものだけど、俺たちの間にはただただ気まずい沈黙が流れてた。

　何故なぜかといえば、言うまでもなく俺が美沙姫ちゃんの胸を触ってしまったからだ。

　どんなに綺き麗れいな作り物の星空だろうが、売れっ子声優のバリトンボイスだろうが、それに比べれば霞かすんでしまう。

　それに加えて、プラネタリウムに行くまでは繫つないでいた手も、この喫茶店につくまでの間は繫いでいないことも俺の中で不安要素を加速させていた。

　なんとかこの空気をどうにかしなければ……。

　そう考えて椅子に座ったものの、俺の脳みそにたたき込まれたデートマニュアルにはそんな事態への対処法なんて書かれているはずもなく、こうやってお互いに目を合わせることもなく沈黙の時間だけが過ぎていく。

　ただこのままじゃまずいっていう危機感が俺を動かした。

　戦争でも、カードゲームでも先制攻撃ってのは有利なもんだからな。

「あ、あのさ……注文……しよっか」

「そ、そうだね。うん、そうしよっか」

　なんとか先制攻撃に成功した俺が、手を挙げると給きゅう仕じ用ロボットが駆け寄ってくる。

　この街に引っ越してきた時には、慣れなかった機械の接客だけど、コミュ障の俺にとってはかえってやりやすい。

「ご注文はおきまりですか？」

　ギアの胸元液晶には、『ココアパウダーフェス開催中』という文字が安っぽいフォントで七色に輝いている。さらにその横には、親の敵のようにクリームののったココアの画像。きっと今回のキャンペーンの目玉メニューなんだろう。

　それにしてもココアでもチョコレートでもなくなんでココアパウダーなんだよ。

『只ただ今いま当店ではココアパウダーフェスを開催中です！　ＳＮＳで話題沸騰中のクレイジークリームココアも取とり揃そろえております』

「う〜ん、俺は普通のアイスココアを……、えっと美沙姫ちゃんは？」

「わ、私も同じので」

　注文を終えると、お辞儀をしたギアが離れ、また俺たちの間に沈黙が流れる。

　このままだと、明日から俺はまともに美沙姫ちゃんと会話もすることができない。

　それだけは避けたい。

　リスクなくして勝利なし。

　どこかの軍隊のモットーで自分を奮い立たせると、会話のきっかけを探る。

　ただ、なにを言えばいい？

　イヴのしおりに従って、感想でもいうのか？

　それは失礼じゃないのか？

　もしくは胸を触ったという話題を冗談でごまかすのか？

　むしろそっちの方が失礼だ。

　だったら、なにを言えば正解なんだ。

　無い知恵を振り絞って、なんとか会話の引き出しをあけてもあるのは空っぽだけ。

　そうだ、まず悪いことをしたと思ったら謝らなきゃ。

「あ、あのさ、美沙姫ちゃん、む、胸触っちゃってごめん」

　美沙姫ちゃんにとっては、思い出すのも不快な話題かもしれない。

　だけど、謝らないのもなんだか違う気がする。

　決めに決めた覚悟でそう俺が言うと、美沙姫ちゃんは声をあげて笑った。

　これは俺も合わせて笑っていいやつか??

　それとも笑ったら、「何笑ってんだよ」って言われるやつなのか？

　俺が戸惑っていると、美沙姫ちゃんはこう続ける。

「ほんと真面目なんだね、尋くんって」

「真面目？　そうかな？　そんなことないと思うけど……」

　そんなことを言われたのは初めてだった。

　真剣にやってても不機嫌そうな顔だと言われるし、もっと人に興味を持ちましょうとも通信簿に書かれたこともある。

　そう言われる度に、自分は人付き合いができないんだと思うようになったし、ゼロとイチしかない世界に俺はのめり込んでいった。

　機械はすべての結果に、原因と理由がちゃんとあってわかりやすかったからな。

「一応言っておくけど、バカにしてるからってわけじゃないよ。そもそも私が椅子を倒せなかったのが理由なのに、真剣に謝るなんてやっぱり尋くん真面目すぎるよ」

　ちゃんと謝ってよかった。

　そしてかーちゃんの教育に今日ほど感謝したことはない。

　ようやく俺たちの間で張り詰めていた空気が緩むと、そこからはいろんな話をした。

　プラネタリウムで見た星の話。

　安元雄太がコミカルな演技をする新作アニメが面白いらしいこと。

　それに最近、学校の勉強が難しいとか。

　砂糖の入ってないココアは本当に苦いみたいな話や、ヒーロー映画はヒーローよりも悪役の方が正しい場合が多いとか。

　そんな当あたり障さわりのない会話というと語弊があるかもしれないけれど、本当に気楽な話を続けること約三時間。

　気がつけば、窓の外はすっかり暗く、周りのお客さんもまばらになっていた。

「あっもう七時過ぎてたんだね。門限とか大丈夫？」

　本当だったら、俺が言うはずだった台詞せりふを美沙姫ちゃんがいった。

「あぁうん、うちそんなに堅い家じゃないよ。むしろ美沙姫ちゃんは？」

「私は大丈夫だよ。お母さんもお父さんもお仕事でいっつも家いないし。でもあんまり遅いとお姉ちゃんが心配かな」

「お姉さんが心配なの？　お姉さん〝が〟心配するわけじゃなくて？」

「だってお姉ちゃん、コンビニのおにぎりもちゃんと海苔のり巻けないんだよ。この前なんかレンジに生卵いれて大爆発してたし。だから一人でちゃんと過ごせてるか心配なの。冷蔵庫におかずは作っておいたから大丈夫だとは思うんだけど……。尋くんも詩し吹ぶきちゃん心配じゃない？」

　どこの家庭にも細やかな悩みっていうのはあるもんなんだな。

「あぁそれは心配かもね。ただ、ウチは俺の方が心配されてるな。詩吹のほうがちゃんとしてるから。いっつも俺に怒ってばっかりだよ」

「詩吹ちゃんしっかり者だもんね。それに怒ってくれるってことは大事に思ってくれてるってことの裏返しだよ。どうでもよかったら何も言わないもん」

「そういうもんなのかね〜」

　会話の流れで詩吹の名前が出たことで思い出した、一つの引っかかりを美沙姫ちゃんに聞いてみることにした。

「そういえば詩吹が言ってたけど、美沙姫ちゃん、朝ウチの近くでなにやってたの？」

　そう言った瞬間、美沙姫ちゃんの目が泳ぐ。

「な、なんのこと？　だ、だっ誰から聞いたの？」

「いや、なんか俺はわかんないけど、詩吹が、美沙姫ちゃんがウチの近くに朝いたって言ってたから」

「あ〜、それは〜、え〜っと、う〜ん……っと、だめだし……、あぁでも……」

　俺がそう言うと、美沙姫ちゃんの顔は真っ赤に染まり、聞こえるような、聞こえないような曖昧ななにかをブツブツと唱え始める美沙姫ちゃん。

　きっと俺と同じで考えが口に出るタイプなんだろう。

　だけど、俺も困らせるのは本意じゃない。

「たしか家、ウチと学校挟んで逆方向だったよね？　あれ、美沙姫ちゃん？　聞いてる？」

「は、はい、き、聞いてます！」

　本当に聞いているかも怪しいリアクションの美沙姫ちゃんの目は明らかに泳いでいた。

「詩吹ちゃんが!?　な、内緒にしてって言ったのに……。えっと……、あの……逆方向……。あっそう！　部活の体力づくりで遠回りしてるの。何事も訓練にするでしょ、それでネットで見たの。訓練！　登下校も訓練なの！　訓練は登下校なの」

　なにに緊張しているのか、はたまた俺になにかを隠しているかわからない。

　けれど、詮索屋は嫌われるって、イヴのマニュアルにも書いてあったし深くは聞かないことにしよう。

「あっ、も、もうこんな時間だよ尋くん！　明日も学校だし、早く帰ろっか」

　美沙姫ちゃんのつけていた装着型電子端末アンクが示す時間は七時過ぎ。

　たしかにいい時間だ。

「そ、そうだね、帰ろう」

　俺が立ち上がり、美沙姫ちゃんも続いて立ち上がろうとした瞬間だった。

　机がバランスを失い、載っていたカップが美沙姫ちゃんに傾く。

　カップに溜たまったココアの澱おりが飛び散り、美沙姫ちゃんの太ももの辺りにシミを作った。

「だ、大丈夫？」

「あぁこのぐらい大丈夫。ただお手洗いに寄っても大丈夫？　すぐに綺麗にしないとシミになっちゃうから」

　首が折れるぐらい激しく頷うなずくと、俺たちは喫茶店をあとにして、天井から吊つるされてる電子看板サイネージに従ってトイレに向かった。

「それじゃ、ちょっと待っててね」

　美沙姫ちゃんはそう言い残して俺に笑うと、女子トイレに入っていった。

　対する俺は手持ち無沙汰でなにをするわけでもなく、トイレの前にあるベンチに腰掛け、天井を眺めながら今日の幸せを反はん芻すうしていた。

　このままいい感じに仲がよくなって、今度はテーマパークとか行けちゃったりして。

　いや、デートするなら海がいいかな。

　それとも花火大会とか？

　家庭的な美沙姫ちゃんのことだから、浴衣ゆかたとかも自分で着れちゃうんだろうな。

　いかんいかん、脳内で妄想を膨らまして今の俺は間違いなくにやけてる。

　こんな顔を美沙姫ちゃんに見られるわけにはいかない。

　俺は顔を振って、雑念を追い払っていると、モールの照明が一斉に消えた。

　そして役目を喜ぶように非常灯の緑の光が出口を指し示す。

「えっ……停電？」

　ミラージュにいる誰もが、直面して戸惑っているようだ。

　どよめきが収まった次の瞬間、非常ベルの高い音がモール内に轟とどろく。

　ただ非常ベルが鳴り響くだけなら、誰かのいたずらか、はたまた火災報知器の点検なのかなと思うだろう。

　だけど視界も定さだかじゃないこの状況で、非常ベルが鳴ったらどうだ。

　押さない、駆けない、喋しゃべらないなんてお構いなし。

「えっ火事!?」

　誰かが不安そうに言った一言は、波紋みたいに伝でん播ぱしていき、一人、また一人と出口を目指して走り出す。

　警備員の必死の制止でも止められないほどの怒号と悲鳴の協奏曲。

　逃げなきゃとベンチから立ち上がりはしたものの、トイレにはまだ美沙姫ちゃんが残ってる。この場所を離れる訳にはいかない。

　装着型電子端末アンクを起動させ、ＳＮＳにログインしてから『ミラージュ　火事』で検索を掛けてみる。

「それっぽい投稿ポストはないけど……なんかやだな」

　検索欄では停電に触れている投稿者はいるものの、火事という単語は見つからない。

　おそらくは大丈夫だろうけど、トラブルの渦か中ちゅうにとどまるのも良いい判断じゃない。

　美沙姫ちゃんが出てきたら、早急にここから出なくちゃ。

　そう思って待っているが、肝心の美沙姫ちゃんがトイレから出てくる気配はない。

「大丈夫……じゃないよな……」

　もし女子トイレに入って、美沙姫ちゃんと何食わぬ顔で会ったらデリカシーの無さを責められるかもしれない。

　けれど、美沙姫ちゃんの安全を確認出来るなら俺はデリカシーのない男で良い。

　意を決した俺は装着型電子端末アンクを懐中電灯代わりにして、女子トイレに侵入。

「美沙姫ちゃ〜ん……？」

　非常ベルに負けないように、何度も呼びかけてみるが、返事は返ってこない。

　俺が慎重に足元を照らしながら進むと、誰かの足が照らし出された。

　光をその足の輪郭に沿って動かすと、そこにはさっきまで元気だった美沙姫ちゃんが倒れていた。

　慌てて駆け寄ろうとした俺は、美沙姫ちゃんの気配とは別のなにかの気配に気がついた。

　その何者かもわからない気配に装着型電子端末アンクを向けると、そこには女の子が一人。

　サイズのあってないだぼだぼ制服。

　小さな肩幅に、赤い髪。

　どことなく悲しそうな顔をした、俺を見つめるアナが立っていた。

「あ、アナ!?　な、なんでここいるんだよ！」

　アナもここに買い物に来たのか？

　同じタイミングで美沙姫ちゃんとトイレに入ったのか？

　それともその前に既に入ってたとか？

　頭の中がどうでもいい疑問で溢あふれ、うまく言葉が出なかったがどうだっていい。

「ア、アナ、火事かもしれないから……一緒に美沙姫ちゃんを運ぶの手伝って……」

「ねぇ御お成なり、デート……うまくいったの？」

　俺の申し出を聞こうともしないアナは、この状況にもどうでもいい質問をぶつけてくる。

「み、見てたのか？　ってそんなこと言い合ってる場合じゃねぇ。お前も逃げないと……」

「はぐらかさないでっ！」

　言いかけた俺を遮るように、アナは肩を震わせながら叫んだ。

「御成はさ、美沙姫のこと好きなんだよね？」

「な、なんでそんなこと聞くんだよ。どうでもいいだろ？」

　別に今日俺は悪いことしたわけじゃない。

　ただ、何故なぜか少しだけ罪悪感が芽生えた俺は、アナの問いかけの答えをはぐらかした。

「どうでもよくないよ！　でもいいや。あのね、御成？　アタシならもっと御成が喜ぶようなことできると思うの。だから、アタシのこと好きになってよ」

　意味はわかるが、理解はできなかった言葉の羅列。

「なんでもするよ？　デートで好きな服とかも着るし、髪型も変える。それでも足りないなら、言うのはちょっと恥ずかしいけど……なんでもしてあげるから。だからもう……」

　アナがこんなことを言う意図がまるで理解できなかった。

　声や表情は冗談やはぐらかしでごまかせるような類のものじゃない気がする。

　だったら今言うしかない。

「よくわかんねーけど、アナが本気ならちゃんと言うけど、アナの気持ちには応えられないと思う……。俺は……俺は……美沙姫ちゃんのことが……」

　最後の言葉がどうしても言葉にできなかった。

　だけどアナは、俺の言葉を察したのか、行間を読んだのか、悲鳴をあげた。

「そ、そんな……嫌だよ……、だってそれじゃ」

　俺がそう言うと、アナは後ずさりしながら壁に体を預けた。

「いやだ、傷つけたくなんかないよ。いやだよ。アナはなんのために造らうまれたの？　こんなこと、コンナコトシタクナイ!!!」

　アナはそう叫んだあとに、全身の力が抜けたように尻もちをついた。

「アナ……？　だ、大丈夫か？」

　手も、足も、死体みたいに脱力して、動く気配がまるでない。

　数秒後、ゆっくりと立ち上がったアナはこちらの声にも反応せず、こちらを見つめてきた。

「おい、噓うそだよな……アナ……？」

　獣みたいに荒い呼吸で肩を震わせ、鋭く伸びた指先はいつか握ったアナの指先と明らかに違う暴力性を秘めていた。

　髪の毛はうねり、怪しく光る紅あかい目は俺を襲ってきたマッチョと同じ瞳の色をしていた。

　体を低く屈かがめた体勢は、弾機ばねのように力の解放を待ち望んでいる。

「オナリジンノイデンシヲ殲せん滅めつ……シマス……」

　無機質に、事務的に、まるでなにかに突き動かされるように、そう言ったアナは爪を立て、俺の下半身に向け、一気に距離を詰めてくる。

「な、なんなんだよこれ。ちゃんと説明してくれよ」

　俺の声にアナは返事もしてくれなかった。

　保健室で俺を心配した時も、イヴの正論になんも反論もできず俺の後ろで拗すねている時も、お腹なかを鳴らして少し恥ずかしそうにした時もそんなことはなかった。

　照れながら、笑いながら、不安になりながらも答えてくれたアナはもういない。

　最悪の結末に言葉も出ず、体も動くことを拒否している。

　そんな俺と知らないアナの間に影が割り込む。

　そして次に聞こえたのは、硬い物と硬い物がぶつかりあった時にする鈍い音。

　向かってくるアナの拳は俺に刺さることもなく止まった。

　違う、誰かが止めたんだ。

「……ッ。まったく、装着型電子端末アンクの電源は常に入れといてくださいねって、あれだけ言ったじゃないですか……」

　非常灯の緑がかった光に照らされても染まることのない、揺れる銀髪。

　サイズのあってないパツパツの制服。
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　聞き覚えのある砂糖菓子みたいに甘いけど、どこか緊迫感を持った声。

　アナの拳に対して、腕を十字に交差させ受け止めるイヴの姿だった。

「イヴ、アナが……！」

　アナの異常を伝えようにもうまく言葉が出てこない。

　それを察するようにイヴはうなずく。

「ずっと不思議に思っていました。狂衣ベルセルクロスが暴走したにも拘かかわらず、不調も障害も見られない。その上、私の支配下に置かれているプログラムを短時間かつ遠距離から、気づかれずハッキングするなんてことも理論上できるわけがない。逆を言えば暴走させた犯人はマスターと密に接し、道具に直接接続したということに他なりません。そしてあの時、マスターと密に接した人物、私の支配下のプログラムでもハッキングができる存在は一人しかいない。狂衣ベルセルクロスを暴走させた犯人は貴女あなただったんですね、蜂はち鳥どりアンナさん」

　呼吸の荒いイヴが、アナの拳を撥はね除のけた。

　と、同時にアナが後方に飛び跳ね、俺たちとアナの間には一定の距離ができた。

「……障害……確認……。オ…リジ……ンハ殲滅……」

　アナの肩から伸びる腕が重力に一切逆らおうともせず、舞い散る埃ほこりのように揺蕩たゆたう。

　目に宿った赤い光が俺たちをじっと見つめながら、そして殺意をほのめかす。

「本当にアナなのか？　だって、さっきまで普通に俺と……」

　俺の言葉にイヴは首を振る。

「あの目の光は人に対する敵意を持ったプログラム特有の光です。もう何度も見たじゃないですか。そしてマスターの遺伝子情報の殲滅を目的としたプログラムでもあります。ただこれ以上の説明は後にさせてください。あまり余裕がありません。それに向こうには美沙姫様もいますから」

　イヴの視線の先、アナの足元には、気絶した美沙姫ちゃんがいる。

　そうだ、まずは美沙姫ちゃんの安全を考えなくちゃ。

　しかし、俺のない頭をどんなに振り絞っても、その方法が思いつかない。

　俺がまごついている間にも、アナは次の行動に移る。

　俺たちと距離をとるようにバックステップしたかと思えば、アナの輪郭がブレる。

　自身を弾丸のように発射したアナは、その軌跡をイヴのど真ん中にとらえる。

　イヴも腰を深く落とし、ガードの体勢をとるものの、ガードの隙間を縫うようにアナの拳が、イヴの脇腹を打ち抜いた。

「カハッ……!!」

　呼吸なのか、声なのか。

　判断のつかない音がイヴの口から漏れる。

「大丈夫か？」

「も、もちろんです。ただ余裕がありませんので話しかけないでもらっていいですか。システムチェック、残存エネルギーをシフト……運動能力を優先」

　言葉の通り、イヴもなんとか応戦してみせる。

　めり込んだアナの拳をそのまま摑つかみ、その場で独楽こまのように回転を始める。

　一回転、二回転、三回転。回を増すごとにその速さは増していった。

　そのままイヴが放り投げると、個室トイレの仕切りを巻き込みながら、アナは壁に激突。

　衝撃で、さっきまで金属やら壁材だったものが瓦が礫れきへと姿を変えていた。

　水道管は溢れ出る水を止めることを忘れ、不規則にだらしない音を立てている。

「やったんだよな……イヴ？」

　俺のそんな希望的観測はすぐに打ち破られる。

　水とホコリの奥で定さだかではない視界の奥に赤い光が怪しく光る。

「グアァアアアアアアアアアア」

　群れを追われた狼おおかみみたいに悲しげな声をあげ、赤い目は俺を見つめていた。

　散らばった破材を拾い上げ、空気を切る高音が回転しながら俺たちに射出される。

　足場も悪い中、これを避けるなんて俺には無理だ。

　逃げ遅れた俺の前に、もう一度イヴは割り込んだ。

「弾はじきます。気をつけて下さいマスター！」

　そう言ったイヴは両手を前に構え、金属片を手刀でなぎ払う体勢を作る。

　が、あふれた水がイヴの足をもつれさせ、ほんの一瞬だけバランスを崩してしまった。

　運悪く投とう擲てきされた金属片はもうイヴの目の前まで来ている。

　なんとかイヴは体勢を立て直し、金属片を弾く。

　目的を見失った破片は、対象を美沙姫ちゃんへと変え、飛んでいく。

　最悪が脳裏をよぎった俺も動きだすが、追いつけるわけもない。

　そんな絶望的な状況はアナの行動で一変する。

　アナは、イブの弾いた金属片と美沙姫ちゃんの間に立ちはだかると、背を向け守るように美沙姫ちゃんを抱きかかえた。

　物理法則に従って進む金属片は、アナの肩を貫く。

「ウグゥ……」

　俺の耳にアナの呻うめきが聞こえたかと思うと、アナがその場で崩れ落ちた。

「お前……美沙姫ちゃんを庇かばったのか？　なんで……」

「マモ……ル……キズツク……ダメ……」

　アナはそうつぶやくと、美沙姫ちゃんをそのまま抱え、地面を蹴って飛び出していった。

「ちょ、ちょっと待ちなさい……！」

　止めようとするイヴだが、アナに撥ね除けられ止めることさえかなわない。

　俺もアナに吹き飛ばされたイヴの体を支えることしかできなかった。

「だ、大丈夫かイヴ？」

「えぇご心配をおかけしました。大丈夫です。早く美沙姫様を追いかけましょう。このままでは美沙姫様が殺されてしまいます」

　たしかに今のアナは人類の敵ってことだ。

　それはイヴの今までの説明からもわかるし、アナのさっきまでの行動でわかる。

　ただ、俺は全部が全部イヴの言葉どおりの意味だとは思えなかった。

「なぁ、アナは未来から来たってことでいいんだよな。だったらなんで、美沙姫ちゃんを守ったんだ。いや、あの時だけじゃない。アナは、紅く目が光る前にも俺のタマなんて狙いたくないって言ってた。なんでなんだよ。おかしいだろ」

「今、私が考えているのはあくまで推論の類。それを確信足り得る情報にするには一つだけ確認しなければいけないことがあります。マスター、申し訳ないですけど、立たせてもらっていいですか？」

　肩を持ち上げイヴを立たせると、イヴはアナの垂らした血の辺りまで進み、血を指ですくった。

「やっぱり、そうですか……」

　俺の質問に答えようともせずイヴは、アナの血を指で触って、なにかを確認したあとに納得したようにそう答えた。

「やっぱりってどういうことだ？」

「質問を質問で返すのは申し訳ないですが、マスターは規格競争ってわかりますか？」

　そう言って、イヴはいつかのように親指と人差し指で四角を作り広げる。

　映し出されたホログラムには、Ｖ・Ｉ・Ｖ・Ｅヴァイヴと書かれた文字とそこから下に伸びる家系図みたいな表だった。

「規格競争？　まぁあれだろ？　パソコンのＣＰＵとかそういうので競合の企業が争うみたいなやつだろ」

　規格っていうのは、例えばゲームハードなんかがいい例だ。

　ゲームという土俵の上で、何人もの力士ハードが戦い合う。

　その中で売れ行きや性能の優劣なんかで、一人、また一人と場外にふっとばされる。

　最後まで土俵にいれば、それは規格競争の勝者となって、次の規格競争までは利益をすべて独占って話だ。

「今までこの世界では色んな規格競争が起こりました。映像メディア等に使われるディスクや、通信方式など例は多岐に渡ります。そして例に漏れず、完全思考型独立人工知能エクスマギアにも同じように変革期がありました」

「それはわかった。でもそれがアナとなんの関係が？」

　アナが美沙姫ちゃんを守る理由となんの関係があるのかまるで見えてこなかった。

「規格競争では様々な国や企業が参入し、無数のエクスマギアが開発されます。が、エクスマギアに求められるのは汎用性。そして専門性はパッチで獲得するという方式が一番効率的という判断になったんです」

　たしかにその方が効率的かもしれない。

　今売れ筋のロボット掃除機は床しか掃除できないけれど、別の会社が家のすべてを清潔にできるっていうロボット掃除機をつくったらみんなそっちを買うもんな。

「じゃあアナは規格競争で負けた旧型のエクスマギアってことなのか？」

「彼女の血ナノマシンを確認してはっきりしました。彼女の正式な名前はＫＤＮＭ‐４０５　ハミングバード。子供のお守りや家事の補助を目的に造られた特化型エクスマギアです」

　イヴから聞かされたアナの正体に言葉を失った。

「エクスマギアは人と接することで解答の精度を高めます。ここからは推測になりますが、規格競争に負けた彼女は、倉庫でホコリをかぶっていたところをネットワークに接続され、プログラムを上書きされたんじゃないでしょうか」

　人間を助けるために生まれて、今やってることが人に危害を加えること？

　そんな皮肉ってないじゃないか。

「そんな……そんなのあんまりだ。なんとかできねーのかよ？」

「人間を傷つけ始めたエクスマギアの暴走を止めようという試みは、未来でも何度も試されました。が、どんなに優秀な端末やプログラムでも三分で逆にハッキングされました。ミイラ取りがミイラになるって言えばわかるでしょう。それほど強力なプログラムをマスターがこの時代でどうにかできますか？」

　未来の技術でできないことが、過去でできるはずもない。

　つまりアナはもう破壊するしかない。

　イヴの言っていることは死刑宣告と同じだ。

　でも、そんなのあんまりだ。

　きっとアナを作った人間だって、こんなことをさせるためにアナを作ったわけじゃない。

　俺だって、毎日夜なべしてイヴを作ってるんだ。そんなの痛いほど理解できる。

　それなのになにもできない今の俺は間抜けな傍観者に違いない。

「マスター、いつまでもゆっくりしているわけにはいきません。美沙姫様も心配です。追いかけましょう」

「そうだな……」

　よろけるイヴに肩を貸し、無力感にさいなまれながら俺は血の跡を追いかけた。





♂♂♂






　俺たちはアナの血ナノマシンを追いかけ、たどり着いたのはコンクリートむき出しの壁面と飼い主を待つ車が何台も並んだ地下駐車場のはずれ。

『サーバー管理室につき関係者以外立入禁止』と書かれた金属製のドアの前だった。

「血の跡は、このドアの向こうに続いています。準備はいいですか？」

　イヴに言われ、足元を見れば、確かに血の跡が奥へと続いている。

　アナと美沙姫ちゃんがこの奥にいることは間違いないだろう。

　このまますぐにでも奥に行きたいところだが、俺の横ではイヴが荒く呼吸をしている。

「なぁ本当に大丈夫なのか？　辛つらそうだけど……」

「心配しすぎですって。マスターは美沙姫様の心配だけしてればいいんです」

　ここに来るまで、何度聞いても同じ回答しか返ってこない。

　そして会話が終わればイヴはまた死んだような表情に戻り、アナの血ナノマシンを生気なく追いかけるゾンビみたいだ。

「あっマスター、これ……渡しておきますね」

　俺の心配を拭うように柔らかく笑ったイヴは、自分の胸の谷間をまさぐって取り出したものを俺に差し出す。

「これって、俺の部屋のセキュリティ破った時に使った無法者の鍵ワイルドカードだろ？　この程度のセキュリティなら俺だって突破でき……」

「違いますよマスター、これはこれからの為ためです。この先で起こることで私が無事とは限らないので。ですから緊急脱出用に持っておいてください」

「そんな縁起でもないこと言うなよ。絶対詩吹が怒るぞ」

　詩吹だけじゃない。俺だって怒る。

　昔俺が膝を擦りむいて家に帰った時、泣いて心配した母親から、えらく怒られた。

　その時はそんな大騒ぎすることじゃないだろうにと思ったけど、今ならそんな母親の気持ちがわかる。

　自分の心血注いだ何かがボロボロだとどこか落ち着かない。

「備えあればなんとやらなんていうじゃないですか。ですから持っておいてください。それじゃあ進みましょう」

　そう言って苦しそうに笑うイヴが重そうなドアノブを押し込むと、蝶ちょう番つがいの金属がきしんで高い音が鳴り響き、開いたドアの隙間からは冷気が溢あふれだす。

　部屋に踏み入る俺たちを次に出迎えてくれたのは俺の身長をゆうに超える高さのＡＣＭＥと書かれた大型サーバー群。

　内部の精密機械を冷やす為に回る緑色のＬＥＤ付きのファンがうっすらと部屋を緑色に染めている。

「けっこう冷えますね」

　そう言って肌をさするイヴ。

「サーバーっていっても、ようはでっかいパソコンが同時に動いてるわけだから、冷やさないと熱で止まっちまうからな。それにこのサーバーはこのショッピングモール全体を管理してるから、ここまででっかくないと困るんだろうな。とにかく奥にいくぞ」

　俺がそう言うとイヴも無言でうなずく。

　サーバーを照らす緑色のＬＥＤにビカビカと照らされた床。そこにある黒く変色したアナの血の跡を見るに、場所はあっているはずなんだけど……。

「奥に進みましょう」

　いつになく真剣そうなイヴの表情に俺は頷うなずき、視界が良いいわけじゃない部屋を、慎重に奥へ進んでいった。

　そうして何ブロックか進んだころ、俺はイヴを手で遮った。

　部屋の最深部。

　多分、管理用に用意されたであろうパソコンの前。

　モニタが出す白い光が照らし出したのは、横たわった美沙姫ちゃんだった。

　駆け寄り、肩を揺らすと、サーバーの排気音に混ざって、か細い呼吸が聞こえる。

「美沙姫様大丈夫なんですか？」

「あぁ怪け我がもしてないし、大丈夫。よし早くここから出よう」

　俺は振り向き、そういった。

　が、イヴの安心した表情の更に奥。いや、背後で赤い何かが光った。

「避よけろ、イヴ。後ろだ！」

　仄ほの暗ぐらい空間から伸びるアナの拳がスローモーションでイヴに向かって伸びていく。

「くそがっ！」

　乾ききっていない靴底と滑りやすいセラミックタイルとでうまく走れない。

　それでも、なんとかイヴとアナの拳が交わってくれるなと俺は一歩を踏み出した。

　タックルの要領でイヴに飛びつき、アナの拳を回避させることには成功したものの、俺自身が拳を避けることはかなわず、衝撃が俺を貫いた。

　硬いなにかと硬いなにかがぶつかったような重い音が全身を駆け抜ける。

　視界はすべて白で染まり、遠のく意識の中でイヴが俺に呼びかける。

　呼びかけに答えたいのに答えられない。

　全身が水の中にあるみたいに、感覚器官の反応が曇っていた。

「……すたー、マスター！　しっかりしてください」

　どのくらい時間が経たったのかわからない。ようやく感覚が普段どおりになったかと思うと、襲ってくる猛烈な肩の痛み。

　そこにアナの様子を警戒しつつ、俺に必死に呼びかけ気遣うイヴの泣き顔があった。

「だ、大丈夫だったみたいだな……よかった……」

「私のことなんてどうでもいいんです。大丈夫ですか？」

「あはは、大丈夫。大丈夫だから」

　泣けと言われれば、すぐに大粒の涙を流せるぐらい痛かった。

　だけど、イヴが傷ついていないならそれでいい。

「マスターそこで少し休んでいてください。そして動けるようになったら美沙姫様と逃げる。わかりましたね。時間は私が稼ぎますから」

「時間は稼ぎますってなんだよ。一緒に逃げるんだろ」

「そうできればいいんですけどね。状況が状況です。それに私の使命はマスターをきちんと守ることですから。ですから私はここで壊れてもなんの不満もないんですよ」

　そう言い放ちにっこりと俺に笑いかけてくれたイヴは立ち上がり、踵きびすを返して、恨めしそうに俺たちを睨にらむアナと向き合った。

「マスターに仇あだなす存在はここで排除します」

　対するアナは、柳みたいに肩から腕をだらりと伸ばしてイヴを睨む。

　嵐の前の静けさとでもいえばいいのかはわからないけれど、お互いがお互いを認識した一瞬の間。

　まだ稼か働どうしているサーバーの排気音が響き渡ったかと思うと、アナは地面を蹴って一気にイヴに向かって行く。

　地面スレスレに体勢を低くして、イヴの体を下からえぐるように繰り出したアッパー。

　それになんとか反応してイヴがバックステップでかわす。

　が、アナは二の矢をきっちりと準備していた。

　自分の体を上昇させるエネルギーを使い、その場でバク宙してみせると、伸ばした足先で、イヴの顎を狙いに行く。

「っ……!!」

　狙いを見透かしたのかイヴも首の皮一枚で避けきった。

　とも思ったが、かわしきれなかったらしく、イヴの足元が一瞬もつれる。

　その隙をアナが見逃すわけがなかった。

　距離を詰め、上半身を大きく振って右からの弾丸のような一撃。

　右腕を振った勢いを利用して、今度は左から終わることのない拳をイヴに休む間も与えず繰り出していく。

　連打、連打、連打。

　繰り出された拳をなんとかイヴも捌さばいてみせるけど、腕は真っ赤に腫れ上がり、見てるだけで俺の腕まで腫れ上がりそうだ。

　目の前で繰り広げられる圧倒的な暴力に俺は動けなかった。

　この刃やいばがいつ俺に向くともしれない状況が怖くて一歩も動けなかった。

　一緒に逃げよう。

　そうイヴの手を取り、ここから離れたかった。

　一緒に逃げてほしかった。

　不安を拭い去ってほしかった。

　だけど、俺の中の冷静な俺が言う。

　ボロボロのイヴと、美沙姫ちゃん。二人と一緒に逃げ切れるのか？

　イヴの言う通りにしてなんとか逃げ切らなきゃいけないんじゃないのか？

　身を犠牲にしてくれてるイヴを活用しろよ。

　所詮人工知能は人の生活を便利にする道具だろって囁ささやきかけてくる。

「うるせぇ！」

　自分の心の叫びに悪態をついた。

　今まで、学校も一人でずっと過ごしてきた。

　友達といえるような存在もいなかった。

　そんな俺が自分の力で作った、俺の初めての友達なんだ。

　イヴが未来からやってきて、灰色の日常が虹色に輝き始めたんだ。

　ここで見捨てるわけにはいかないんだ。

　俺はイヴの指示したのとは真逆の方向、もしこの場から逃げるならまず行かない方向に一歩を踏み出した。

　そのまま勢いをつけ、思いっきりアナに体をぶつけにいった。

「うわぁぁぁぁ」

　自分でもなんて情けない声だって笑えてくる。

　でも、あの嵐みたいな乱打をするアナに飛び込もうとするためには、仕方なかった。

　勢いをつけ、タイミングをあわせ、俺は突貫した。

　が、その瞬間、アナの体格からは考えられないような重量が俺の体に反射した。

　それはまるでコンクリートの壁に打ち付けられた水風船みたいなもんで、体に反射したエネルギーが俺の体を駆け巡り、破裂するんじゃないかって思ったほどだ。

「ま、マスターなにしてるんですか！　逃げてって言ったじゃないですか！」

　わかってるよイヴ。そんなことはわかってるんだ。

　俺がここでアナに体当たりしてもなにか変わるわけじゃない。

　なんの意味もないんだって叫んでるのもわかってる。

「それでも後悔……したくないんだ」

　ただ、非力で虚弱な俺が体当たりしてもアナの打撃は止まるわけがなかった。

　勢いよく振り払われた俺は、そのままサーバーの残骸に吹っ飛んだ。

　全身が軋きしむ。

　それでもなんとか上体を起こし、首を上げるとさっきいたはずの場所にイヴの姿はない。

　重い首をまわして、周囲を確認すると、イヴまでも俺のすぐ近くのサーバーの残骸に埋もれていた。

「い、イヴ……今行くからな……」

　距離にして約三メートルないし二メートル。

　普通だったら一秒もかからないだろう。

　だけど、今の俺にはその距離でさえ、月みたいに遠い。

　それでもなめくじみたいな速度だけど、全速力でイヴに向かって這はった。

「あはは、マスターぼろぼろ……ですね」

　ようやくたどりついた俺にイヴは消えるような声でそう言った。

　イヴの体を見れば、サーバーの残骸で切れたんだろう。

　切り傷、擦り傷、青あざの類たぐいが全身に刻まれていた。

「おまえの方がぼろぼろじゃないか」

「私はいいんですマスターを守れれば。でもこんなことになるなら、嫌がるマスターとっ捕まえてでも、充電すべきでしたね。そしたら傷も治るのに……。まぁ今言ってもしかたないですけどね」

「充電さえできれば、この状況を打開できるんだな？」

「ま、まぁそうですけど……」

　もう悩む理由も、迷う時間もない。

　俺は地面から這い上がり、イヴの頭を押さえると自分の顔面を近づけた。

「ちょっとマスターなにして……ちょっと!?」

　イヴの制止も聞かず俺は、イヴの唇にそっと自分の唇をふれさせた。

　イヴが倒れたあの時、俺は悲しくなった。

　さっき傷ついているイヴを見て、辛つらかった。

　だったら行動に移さない理由はない。

　イヴにキスすれば充電できるなら、俺がイヴで童貞捨てるよりよっぽど健全だ。

「んん〜〜〜〜〜〜〜」

　俺が唇を重ねた瞬間に、イヴは声にならない声を上げている。

　その瞬間だった。

　イヴの周りに緑色の薄いオーラみたいなのが全身から溢あふれ出す。

　イヴの肌にできた傷がみるみるきれいに消えていき、顔からは生気が溢あふれ出していた。
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「な、な、な、なにするんですかマスター、男性は死の間ま際ぎわになると生殖本能が大爆発するとは聞いていましたが、私に興奮しても子孫は残せませんよ！　ってあれ？　私元気です！」

　さっきまでの今にも死にそうな声はどこかに飛んでいったかのようで、声色は跳ねるように軽い。

　安心した。

　本当に心の底から安あん堵どのため息が俺から漏れた。

　それから俺はいつもの調子を取り戻して、元気を通り越してうざいぐらいのイヴにこう返した。

「ちげーよ！　自分の体よく見てみろ！」

「へっ!?　あっすごい！　傷が治ってる！　これ、完全に発情してるってことですよね？　なんでなんでしょう、マスター？」

「ちったぁ言い方考えろ。それに俺にもわかんねーよ。でも、けどこれでもう大丈夫だろ？　試しに自分の充電確認してみろ」

　理論も理屈も今の俺にはわからない。

　だけどキスをすれば充電できる。

　悔いることがあるとすれば、俺の二回目のファーストキスもこいつに奪われたことだ。

「うわっすごい。充電率が百二十パーセントまでいってます！　こんな数値見たことありません。ていうかなんでマスター泣いてるんですか？」

　イヴに言われて、自分の頰を拭うと少しだけ濡ぬれていた。

「う、うっせーぞ。元気になったんだから仕事しろ！」

「それもそうですね。誰に喧けん嘩かを売ったのかわからせてきます」

　イヴは耳の横に手をつくと、腰を浮かせ天井に向かってまっすぐに足を伸ばし、伸ばした足を地面に振り下ろす反動でその場に立った。

「さっきはやられちゃいましたが、もう負けませんよ。安全装置解除……駆動機関への電力供給の優先順位を最上位に固定、機関最大、御成イヴ、行きます！」

　イヴがそう言った瞬間、イヴの全身を緑のオーラが包む。

　次にイヴを視認した時には、アナを正面にとらえたイヴはぐっと腰を落として、そのまま一気に距離を詰めていた。

　対するアナはそれを受ける形で、近づいてきたイヴに拳を繰り出し迎撃。

　しかしイヴは首をひねるだけ。間合いを見切り避よけてみせる。

　そしてそのまま隙だらけのアナの両肩に飛び乗ると、頭を太ももでしっかりと挟み、サーバーの残骸にはね飛ばす。

　なんとか立ち上がるアナだが、体のダメージは確実に蓄積しているようだ。

「メイレイヲ実行……命令を……」

　うわごとのようにそうつぶやき、ふらつきながらもなんとか立ち上がるアナをまっすぐに捉えるイヴ。

　お互いが向き合い一秒にもみたない静寂を切り裂くようにアナが吼ほえる。

　人では出せないような、悲しげで、苦しげで、痛々しい咆ほう哮こうだった。

「アァアアアアアア」

　やり場のない感情を右手に詰め込み、イヴのど真ん中目掛けて突き出した。

　対するイヴは一度拳を受け流す。

　そして体勢が崩れたアナが次の攻撃の予備動作を取ろうとした瞬間だった。

　イヴは左手を摑つかみ、引き寄せる。

　踏み込み、自分のありったけを詰め込んだ右手がアナの上半身を刈り取った。

　上半身を持っていかれたアナは、糸が切れた操り人形マリオネットのように地面にめり込む。

　自転車とトラックの正面衝突とでも言えばいいんだろうか。

　力なく倒れたアナは大の字で天井に虚うつろな視線を向け、嗚お咽えつしていた。

「あ、はぁ……、かはっ……」

「マスター近づかないでください！　アナはまだ機能停止したわけじゃないんですよ！」

　俺はイヴの制止も聞かず、横たわったアナに駆け寄った。

「おい、しっかりしろよアナ」

「お、御成？」

　俺を呼ぶアナの声はか細くて、天井で回ってるファンにも負けそうなぐらいの弱々しい声だった。

　そしていつもの生気であふれた大きな目は、誰を見るでもなく虚ろ。

「アタシ、いっぱい色んなことできると思った。アナは偉いねとか、よくできたねとか褒められたかった。でも目の前はいっつも真っ暗闇で……。あぁこのまま人の役に立てないんだな。アナなんのために生まれたんだろうってずっと思ってた……。ようやくお外に出られたら、今度は色んなところにケーブル繫つながれて、くるしかったな……」

「アナ、もう喋しゃべるなよ！」

　アナの足先から緑の光の粒が立ち上り始めていた。

　いつか見たマッチョが消える時と同じ緑色の光が……。

「でもね、この時代にきて、御成といれて楽しかった。アタシ、力加減するの下手だから怒られたりしたし、バカだからよくわかんないけど、それでもアナのこと褒めてくれたでしょ。あれうれしかったな。最さい期ごに会えたのが御成で本当によかった。あと……怪け我がさせちゃってごめんね……」

　そう言ってアナは額を力なく垂れた。

　世の中に理不尽なんて腐るほどある。

　それを乗り越えよう、なんとかしようって科学技術が進歩してきたんだ。

　その技術がつまった存在になに言わせてんだよ。

「俺は……アナを助けたい」

　心からの叫びだったと思う。

　ただ、それを聞いたイヴは首を残念そうに振ってからこう言った。

「残念ながら……今の私たちではアナを破壊するしか選択肢はありません。ここでとどめを刺さなければ、復活したアナは、自壊するまでマスターを攻撃し続けます」

　イヴから出たのは残酷な最後通告。

　ただ納得がいかなかった。

「それでも……それでもこんな理不尽許していいのかよ。アナはなんのために生まれたんだよ。それもわからないまま死んでくんだぞ！」

「機械を想おもってくれるマスターの気持ちは嬉うれしいです。ですが……無理なものは無理なんです。この時代にアナを助けるためには私を経由する以外方法がありません。そうなれば次に汚染されるのは私です。その時誰がマスターを守るんですか？　未来の世界はどうするんですか？　到底承服できません」

　未来の技術でも破れないような堅けん牢ろうなセキュリティを持ったプログラムがあって、破ろうとする道具もない。

「それでもアナを助ける方法があるんですか？」

　今まで一度も見たこともないような真剣な目をしたイヴがじっと俺をみつめた。

　その真剣な瞳になにも返す言葉がなかった。

　俺がずっと黙っていると、アナが苦しそうに話し出す。

「もういいよ御成。アタシ、人を傷つけることなんかしたくない。御成を傷つけたくない。だからここで殺して？　あぁ……でも優しく殺してくれるとうれしい……かな。痛いのはイヤダカラ」

　そう言ったアナの瞳がまたうっすらと赤みを帯び始めた。

　残された時間はもうない。

　俺はイヴの問いかけを反はん芻すうした。

　アナを助ける方法……。

　科学技術が未来より優れてるなんてこと、ありえない。

　過去の技術は絶対的に未来の技術には勝てない。

　それは絶対に曲げられない事実だ。

　未来でもできなかったことをどうやって……未来でも……未来？

「助ける方法ならある……」

「ですからマスター、何度も……」

　俺はイヴの話を遮った。

「未来でできなくても今だったらできるはずだ。イヴ、お前言ったよな。エクスマギアは人とのコミュニケーションで成長するって」

「た、確かにそう言いましたけど」

「そんでもって俺に攻撃の指令を出してるメインネットワークはリアルタイムで子供レプリカのシステムを監視してるんだよな？」

「何度も言ったじゃないですか。だからこそ未来のマスターもお手上げ状態で……」

「全くバカだな未来の俺は。なんでこんなこと気が付かなかったんだ……」

「どういうことです？」

　俺の笑いにイヴは不審がる。

「なぁイヴ、プログラムってただの文字列だろ？　なのになんで劣化するとか古いとかその手の言葉が存在するんだ？」

「こんな時にプログラムの授業ですか？　そんなの簡単です。プログラムが変化したり周囲の環境が変わると、作った当時のプログラムが相対的に劣化してセキュリティホールができるからです。それがどうしたんですか？」

　実際に使われるプログラムってのは設計図のない城壁みたいなもんだ。

　守りが薄いと思う箇所を補修しても、設計図がないせいで建てた後に穴があったり、脆もろかったりってことが頻繁に起こる。

　どんなプログラムでもそれは同じだ。

　だけど、この時代にその補修をしてくれるものは存在しない。

　となると、アナを守っていた城壁は穴だらけ。

　未来じゃ絶対に破れない城壁でも、突破さえしてしまえばあとはどうにでもなる。

「で、ですが、いくら城壁に穴があるのがわかったとしても、突破しアナが攻撃しないように書き換える演算装置がありません。それじゃアナを助けることなんて……」

「なに言ってんだよ、道具ならここにあるだろ？」

「どこにですか？　この部屋には壊れたサーバーぐらいしか……」

　俺は首を振り、手を広げた。

「違う。この街自体が演算装置なんだよ。全てが電子制御された街ソリッドステートなら、主要なプログラムを全部並列に繫ぐことで、未来のスパコン一台分ぐらいにはなるはずだ」

「街の全部の電子機器を一つに繫げるっていうんですか？　たしかにこの時代にこの場所なら理論的には……、で、ですがそれって一からネットワークを構築するってことですよね？　いくら電子制御されてるといっても、ボタン一つでハイ終わりってわけにはいかないんですよ」

　勿もち論ろんそれもわかってる。

　なんなら親おや父じが何年もかかって造りあげ、今も造ってる最中の出来損ないの街を完成させるって言ってんだ。

　イヴも止めるに決まってる。

「勿論わかってる。だけど俺一人じゃ無理でも、お前とお前の道具があれば……」

「道具って……狂衣ベルセルクロスと無法者の鍵ワイルドカードのことですか？　まさかそんな人力アナログな方法で……た、たしかに理論上は可能かもしれませんが……。で、ですが狂衣ベルセルクロスでいくら運動能力を向上させても、体自体が強くなるわけじゃないんですよ？　腱けん鞘しょう炎えんどころじゃ……」

　そんなことは自分の体が身をもって知っている。

　だけどアナが助かるならどうでもいい。

　俺の腕だろうが、指だろうが、そんなもんはくれてやる。

　俺はイヴの最後の確認にコクリと頷うなずいた。

　俺はイヴに頷き、自分の頰を二度、三度叩たたいてから大きく息を吸った。

　作戦はこうだ。

　俺はこの街のプログラムを全て並列に繫げるネットワークを一から作る。

　その間にイヴにアナのセキュリティの薄い場所を探してもらいそれがわかり次第、そこに向けてこの街の全力をぶつける。

　イヴがアナに接続できる時間は長くて三分。それ以上の接続はイヴにまで危険が及ぶ。

「まったく、持ち時間が三分ってどこのブラック企業だよ」

　自分でも荒唐無稽な方法で笑ってしまう。

　でも後悔だけはしたくない。

　あの時、こうすれば良かったって、思いたくないんだ。

「マスターの覚悟、たしかに承りました。ではこれを……」

　手渡された狂衣ベルセルクロスを着た瞬間、体に吸い付くような圧迫感が、痛めた肩に重く響く。

「うっ……」

「ほ、ほんとに大丈夫なんですか？　一度始まったら、後には引き返せないですよ？」

「大丈夫だから。大丈夫」

　自分に言い聞かせるようにそういった。

　俺の言葉に頷くイヴは、髪飾りからケーブルを伸ばし、アナのうなじのあたりに繫げる。

「ではまず私はアナのセキュリティホールの検索から始めます。マスターはこの街を並列に繫げる作業を開始してください。時間はカウントしておきます。では、いきますよ」

　俺はイヴが侵入経路を探っている間に、装着型電子端末アンクから映し出された膨大なプログラムコードの改変作業に入る。

　侵入して、書き換えて、侵入して、書き換えて。

「ここは？　いや違う……えっと……いやこの階層は関係ないじゃん……なんで人が書いたコードはこんなに読みづらいんだよ！」

　俺は、見逃しがないように注意を払いながら、それでもできるだけの速度でコードを書き換えた。

　ただ、いくら親父がこの街のシステムを作ってるとはいえ、全ての作業を親父がやってるわけじゃない。

　親父が関与しきれていない部分のコードを読むのはどうしたって時間がかかる。

　どこに細かい数値が設定されていて、それがどこに紐ひも付づいているのかっていうのが手にとるようにわかるなら、世の中の保守業務をやってるプログラマは苦労しないだろう。

　それでも俺が諦める理由にはならない。

「六十秒が経過しました」

「もうかよっ！　噓うそだろ？」

　俺が手間取ってる間に、持ち時間の三分の一を消化してしまった。

　ここからは、俺の指が動かなくなるのが先か、イヴが汚染されるのが先かのチキンレース。

　徐々に指先の感覚がなくなり、痛みすら感じなくなってきた。

　じわりじわりと熱を持った体からはじわりと嫌な汗が噴き出している。

　それでも俺はコードを書き換え続けた。

「間に合え……間に合え。イヴ、残りの時間は？」

「残り一分四十五秒です！　マスター間に合いますか？」

「間に合うかじゃねぇ、間に合わすんだよ！」

　持てる力の全てを込めて、目の前の作業に注ぐ。

「もっと、もっと早く」

　感覚の消失は腕全体へと広がってきた。

　うるせぇ、そんなの知ったことか。

　悲鳴に悪態を吐つきながら、この街のコードを書き換え続ける。

　自分の頭の中には、明確な未来が見えているはずなのに、腕っていうデバイスが速度に追いつけずに苛いらついてしまう。

「残り三十秒です。こちらはセキュリティホールを発見できました。後はマスターがネットワークを完成させればアナのプログラムは書き換え可能です。これからは毎秒カウントしていきます。二十九、二十八……七」

　イヴがそう声を上げた瞬間だった。

「できた……」

「凄すごい……凄いですマスター。この短時間で、これだけの量の情報を処理したんですか……？　稀き代たいの天才エンジニアって本当だったんですね……」

　全てのインフラに使われているネットワークは完成した。

　ただ動作するかわからない。

　装着型電子端末アンクから映し出された画面には、実行の可否を問うダイアログ。

　テストもなし、デバッグもなし、そんなんで本当に動くのか？

　ぶっつけ本番でプログラムがうまく動作するなんてことはありえない。

　それは自分がイヴを造った経験から一番わかっていることだった。

　頼む……。

　願うように画面に触れた。

『ネットワークの接続が中断されました』

　表示されたのは失敗を意味するエラーメッセージ。

「だ、ダメか。もう治す時間が……。ごめんイヴ……」

　やっぱりどんなに頑張っても無理なものは無理だった。

「ふざけないでください」

　俺の弱音にイヴが叫んだ。

「なんでそんな簡単に諦めちゃうんですか？」

　イヴはこっちを向いて、続けた。

「私の好きな人はそんな人じゃないです。ダサくて、スケベで、童貞拗こじらせてましたけど、どんな時でも絶対に諦めない。誰もが無理だって嗤わらった。人間みたいな人工知能ができるはずない。そんなのは漫画の中だけの話だ。夢は寝て見るもんだぞって。それでもマスターは諦めなかった、くじけなかった。そうじゃないんですか？」

　イヴが俺を見る目は今まで見たどんな時よりも、真剣だった。

「絶対できます。諦めないでください。まだ時間はあります。最後まであがきましょう」

　天才でもない俺が、テストもデバッグもなしに動くようなプログラムを作れるわけがないだろ。

　舞い上がってんじゃねーぞ俺。失敗したら、何度もチャレンジすればいい。

　全くなに思い上がってたんだ俺はよ。

「俺は天才じゃねぇ……」

　夢は見るものじゃなく叶かなえるものだって、それを教えてくれたイヴの前でダサいまんまじゃいられない。

「急ぎましょう」

　俺は頷き、装着型電子端末アンクの映し出す現実と向き合う。

　エラーメッセージを確認し、すぐに問題の箇所の修正にはいる。

　もう一度、実行。

　が、それでもネットワークは動かない。

「クソっ、だったら……」

　時間が許す限り、ネットワークが吐くエラーを潰していった。

「マスター、もう時間がありません。限界です」

　これが許された最後のトライ。

『ネットワークを実行しますか？』

「アナ起きてくれ、お願いだ。頼む……」

　願うように、画面に映し出された画面にふれる。

　すると次の瞬間、各サーバーの稼か働どう率を示したゲージが表示され、数値が上昇していく。

　同時に、無機質で、無感情なアナの声がサーバールームに響く。

「周辺機器の初期化を確認、起動ドライブの検索。終了。ＫＤＮＭ‐４０５　ハミングバード起動します」

　思わず、お互いの顔を見合わる俺とイヴ。

「ネットワークが私を通して、アナのセキュリティを突破したのがわかります。成功です。成功したんですよマスター」

　そう言って飛び上がったイヴが俺の首のあたりに抱きついてきて体が痛い。

「マスターやりましたね！　マスターなら絶対できるって信じてました！」

　そうじゃない。

　イヴがいなければ、俺はアナを助けることから逃げ出してた。

　諦めた。感謝を言わなきゃいけないのは俺の方だ。

「もーほんとマスター、街でいくら女の子に無視されても声をかけ続けるようなナンパ男みたいな根性の持ち主ですよね」

「それ褒めてることにならないだろ」

　イヴの軽口も随分と久しぶりのような気がする。

　全然そんなことないのにな。

「すぴ〜……すぴ〜」

　アナの方に目を移せば、俺がどんだけ心配したかなんてお構いなし。

　のんきにいびきをかいている。

「えへへ、ステーキを……唐揚げにしたらぜったいおいしい」

　挙げ句に寝言もひどい。どうやらエクスマギアはバカな夢を見るらしい。

「さてマスター、命の危機も脱しましたし、アナも助けましたね」

「そうだな。ただ、なんだその言い方。引っかかるんだけど？」

　イヴにしてはどこか鼻につく言い方というか仰々しい言い方というか、違和感を覚えるような物言いだった。

「引っかかるもなにも、マスターなにか今日やることをお忘れじゃないですか？」

「忘れるってなんだよ。アナも助かったし、命の危険はないし。良いいことしか起こってないだろ？」

　そう言い切った俺に、イヴは尋常じゃなくデカいため息を一つ。

「はぁ〜〜〜〜〜、もうなんでマスターはメモリの量が少ないんですか。いいですかマスター。今日は何の日かもうお忘れで??」

　イヴの誕生日……でもないし、俺の誕生日とかでもないよな？

　じゃあ何の日だ？

　なにも思いつかない俺は仕方無しにそう答えた。

「に、日曜日???」

「違います！　今日は『美沙姫様とのデートの日』です。そしてマスターにはやること残ってますよね？」

　やべぇ完全に忘れてた。

「ほ、本当にやらなきゃダメ……？　俺今日頑張ったよね」

「たしかにマスターは今日頑張りました。アナも救いました。私も同じエクスマギアとして誇らしく思います。こんなことアナには知られたくないですけどね。でもそれとこれとは話が別です。それじゃ私は別にやることがあるので」

　俺の了解にうなずいたイヴはアナを背負い、俺に背を向ける。

「お、おい行っちゃうのかよ。俺一人で美沙姫ちゃんをココから連れ出すなんて無理だぞ？　手伝ってくれよ」

「そうしたいのは山々なんですが、私もアホな夢みてるアナをここに置いておくわけには行きません。じゃあ、そういうことでおねがいしますね！」

　引き止める俺に振り返るイヴはそう言って満面の笑みを俺に送ってくれた。

「わかったよ、やればいいんだろ！　その代わり明日絶対学校休んでやる！」

「はいはい、がんばりましたもんね〜！」

　そう言ったイヴはそっと頷うなずきアナを背負って、俺から離れていった。





♂♂♂






　美沙姫ちゃんを背負い、なんとか到着したのは美沙姫ちゃんの家の近く、住宅街の外れにある砂場とベンチしかないような小さな公園だった。

　なんでも、実験都市ソリッドステートの機能が大規模障害で一時的に死んだらしく、装着型電子端末アンクからタクシーを呼ぶことも叶わなかった。

　アナを助ける為ためとはいえ、全ての責任は俺にあるから、自じ業ごう自じ得とくってやつなんだろうがこの仕打ちはあまりに辛つらい。

「な、なんとかやりきったぞ……」

　俺は美沙姫ちゃんをベンチに座らせ、拳一個分の隙間を作って座り、空を見上げる。

　見上げた空にはプラネタリウムよりも鮮明に星が輝いていた。

　安心感が全身を突き抜け、次にやってくるのは体の痛み。

　腫れた肩は、触らなくても熱を持ってるのがわかる。

　喉も渇いていがらっぽい。

　何より、手足は自分の力で持ち上げられないほどだ。

　何度も月は雲で陰り、何度も俺たちを明るく照らした。

　何度目かの満月が顔を出した時、美沙姫ちゃんは目を覚ます。

「ふわぁ……あれ尋くん？　あれ？　ここ……どこ？　たしかトイレに行って……」

　驚くのも無理はない。

　ショッピングモールにいたはずが、家の近くの公園にいるんだから。

「えっと、そのなんか、えーっと、あの〜」

　ただ、俺も俺でどう言ったものかわからなかった。

　満まん身しん創そう痍いの今の俺には言い訳を考える気力も体力も残ってない。

　俺が言いよどんでいると、美沙姫ちゃんがじっと顔を見つめてくる。

「大丈夫だよ尋くん、ちゃんと聞いてるから！」

　そう言った美沙姫ちゃんは俺がせっかくとったソーシャルディスタンスを無にするように一気に顔を近づけてくる。

　続けざまにこうも言った。

「尋くんがなにを言っても私大丈夫だから。なにか私に言いたいことがあるんだよね？」

　あれ？　なにこの空気、一体美沙姫ちゃんはなにを期待してるんだ。

　まずここは学校の近くの公園。

　少し肌寒い。イヴが言うにはデートで……………。

　あれ、これもしかして愛の告白とかそういう感じのやつか？

「み、美沙姫ちゃんえっと……す、す……」

「す？」

　俺が口を動かした瞬間、美沙姫ちゃんは俺の次の言葉を促すようにオウム返ししてくる。

　いやいや、でも待ってくださいよ。

　いつかしますよ告白。

　でも今日じゃないでしょ。今日はもうアナ救ったんだし、いいじゃん。

　今日何回勇気出さなきゃいけないんだよ。

　でもなぁこれ千載一遇のチャンスなのではって言ってくる俺の中の俺もいるんだよな。

「す、す、す、好きです。付き合っ……」

　もう後悔なんてしたくない。

　後悔なんてしてたまるか。

　そんな想おもいが口から溢あふれ出ようとした時、美沙姫ちゃんの装着型電子端末アンクが奏かなでる電子音が俺の声をかき消した。

　そして即座に出る美沙姫ちゃん。

「えっ、お姉ちゃん!?　家が火事になりかけてる!?　なんで!?」

　応答する美沙姫ちゃんの言葉は不穏以外のなにものでもない。

　そして通話が終わり、俺の方を見た美沙姫ちゃんは言った。

「ご、ごめん尋くん。なんかお姉ちゃんが大変なことになってるみたいだから帰るね！　本当にごめんなさい」

　そう言って、荷物を持ってベンチから立ち上がった美沙姫ちゃんは走って、俺から遠ざかっていく。

　止めるわけにもいかず、残された俺はただうなだれこう呟く。

「う、噓だろ……」

　俺の人生の一大勝負は、相手の家が火事になりかけ不戦敗。

　対戦ありがとうございました。

　遠ざかる美沙姫ちゃんの背中を見つめる俺が、恨めしくそう思っていると、こちらを振りかえった美沙姫ちゃんが声を上げた。

「あ、あのさ尋くん……嫌じゃなかったらでいいんだけど……その、またどっか一緒に行ってくれるかな……？」

　暗いし遠いし、美沙姫ちゃんが今どんな顔をしているかわからない。

　だけど、次のお誘いがあるってことはまだ負けじゃない。

「も、もちろん。じゃあまた明日ね」

　そう言って手を振ると、美沙姫ちゃんも手を振り返してくれた。

　これをイヴになんて言おうか迷うけど、きっとこれは関係が前進したってことでいいんだろう。

　それだけは力強く思った週末だった。











エピローグ









　俺の人生の一大イベントも不戦敗という形で幕を引いた。

　自分の間の悪さを呪いたくもなる。

　さらに輪をかけるように体調は最悪。

　起きた段階で熱があるのがわかる最悪の目覚めだった。

　そんな寝ぼけ眼の俺の視界に人影が二つぼんやりと入り込んできた。

「いいですか？　熱がある人間は首ついてる場所を冷やすのが一番なんです」

「わかった。アタシは乳首冷やす！」

「何言ってるんですか？　乳首は私が冷やします。アナは足首とかを冷やしてください」

「乳首は二個あるんだから半分こしてくれてもいいじゃない、イヴのケチ！」

　俺が寝ているのを良いことに、偏差値が三ぐらいしかないような頭の悪い会話が頭上で繰り広げられている。

　その御お蔭かげか俺の血圧は急上昇中だ。

「もう強情ですね。仕方ありません、では半分ずつってことでいいですね」

「イヴは右ね？　アタシは左だからね」

「そんなに念押ししなくてもマスターの乳首を盗とったりしませんよ」

　そう言った瞬間、胸を貫くような鋭い冷気が俺を襲い飛び上がると、不思議そうに俺を見つめる全裸のイヴ。

　そしてその横には、小さな手で氷をにぎり今も俺の乳首に当て続ける全裸のアナ。

「おはよ、御お成なり熱下がった？　もう学校の時間だよ」

　悪びれた表情もせず、『私凄すごいよね、褒めて』という純粋な好意から来る行為を咎とがめたくはないけれど、全裸はまた別の問題だ。

　俺は両目を自分の手で覆い、必死に訴える。

「なんでイヴはおろかアナまで全裸なんだよ」

「だってアタシ、服は学校の制服しかもってないから。昨日で制服ボロボロになっちゃったし、それでも着ようとしたらイヴがみすぼらしいからやめろって……」

「だからって、なんで服を着ないんだよ、説明しろイヴ！」

「はいはい、なんでしょうマスター？」

　イヴはアナと俺の会話をまるで聞いていないような生返事。

[image: ]

「ボロボロだって一応服なんだからとりあえず着させとけばいいだろ」

「でもマスター本当にボロボロで服というより、あれはもはや布でした。……はっ！　世の中には『女の子がかわいそうじゃないと興奮しない』癖の方もいらっしゃいますが、マスターがそっち側の方とは露知らず……」

「性的嗜し好こうに沿わなかったから文句いってんじゃねーよ」

　俺の訴えに二人はどこ吹く風。

「えぇなんかめんどくさいし、いーじゃん」

「別に見慣れてるからいいじゃないですか」

　まったくもってそういう問題じゃない。

　俺は二人のいる方向に顔をそむけてから、目を開くと、おそらく詩し吹ぶきが干したであろう洗濯物が取り込まれずに残っていた。

「ほら、お前らベランダに詩吹のパーカーとかあるから適当に着りゃいいだろ」

「もぉそこまで言うなら、仕方ありませんね。行きますよアナ」

「御成がいうなら、仕方ないけど……めんどくさいのよね着替え」

　まったく最初から服を着とけばいいのに、倫理感ぶっ壊れてるのかよ。

　いや倫理観がぶっ壊れてるのは未来の俺かもしれない。

　あいつだったら、『やっぱ起き抜けは全裸の女の子に起こされてー』って思うはずだし、そんなプログラムをイヴに埋め込んでいても不思議じゃない。

「あっ、マスター見てください」

　俺が未来の自分に思い悩んでいると、イヴが外を指差した。

「なんだよ今度は。服のサイズが小さいって苦情ならどうにもなんねーぞ」

「そうじゃないです、マスター。あれですよ。あれ見てください」

　ベランダに出て外を見ると、イヴが指をさしたその先に立っていたのは、家の外でなにかを探すように辺りを見回す美み沙さ姫きちゃんだった。

「み、美沙姫ちゃん!?」

　今はまずい。

　だって、全裸のイヴとアナがベランダで着替えの最中なんだから。

　頼む気づかないでくれ美沙姫ちゃん。

「美沙姫〜！」

　俺の願いは届かなかった。

　顔見知りを見つけてテンションの上がったアナが大声で美沙姫ちゃんに呼びかけていた。

　それも全裸でだ。

「あ〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜」

　思わずベランダの手すりに額をあてうなだれる俺。

　そしてベランダから呼びかけるアナの声に気付いた美沙姫ちゃんは、全裸のイヴとアナを見て背を向け走り出す。

「違うんだって美沙姫ちゃん！」

　やっぱり友達なんて造るもんじゃない。











あとがき









　この度は「人工痴能と始める人生デバッグ入門」を手にとってくださり誠にありがとうございます。

　まずは月並みながら、謝辞を。

　この作品を作るにあたり、企画の立ち上げに協力してくださったファンタジア文庫編集部のＡさん、執筆から発売に至るまでご迷惑をおかけしっぱなしのＴさん、本当にありがとうございました。

　そしてイラストを担当してくださった、ヨシモト様、本当にありがとうございました。

　本当に可愛らしいキャラクターを描いてくださったことを感謝します。自分でも気が付かなかったキャラクターの魅力を引き出してくださって、感動しました。

　また、自分なりに勉強はしたんですが、それでもプログラムという分野は今までの人生でまるで関わりがなく、右も左もわからず途方にくれていた素人の僕に、技術的なアドバイスや用語の解説などをわかりやすくしてくださった、ＮさんとＭさんには頭が上がりません。本当にありがとうございました。

　最後に、本を出せない間も応援してくれた人たちに感謝を。

　作品を発売するまで、本当に色んなことがあったし、悩む時間が多かったです。

　迷うことも多く、筆が進まなかったり、正直全部投げ出して筆を折ってしまおうかなと何度も思いましたし、他の作家さんが言う「二作目は大変だよ」っていう意味も身にしみて理解できました。

　それでもこうやって今作を発売までこぎつけられたのは、読者様の応援や、周囲で支えてくれた人たちのおかげです。

　みんな、ちゃんと出せたよ。本当にありがとう。あと、待たせてごめんなさい。

　それと不思議な話なんですが、今作の主人公でもある尋じんくんがラストに言ったことに励まされたというか、自分の中からこんな言葉が出てきたのが意外でした。

　自分で書いといてなに言ってんだって話ですが、何事も悩む暇あったら手を動かせって話なんでしょうね、きっと。

　だから僕も尋くんに笑われないようにこれからも頑張って、みんなが応援してよかったと誇れるような立派な作家になりたいと、この作品を通じて切に思いました。

　ですから、これからも応援してくれたり、ネットでレビューとか書いてくれたり、ツイッターでＲＴしてくれると嬉しいです。

　それでは皆さん、またどこかでお会いできることを楽しみにしつつ、あとがきを終わらせたいと思います。


霧きり山やま　よん　
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